








































ワールドエンド・ハイランド




世界樹の街の支配人になって没落領地を復興させます。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　異世界に召喚されたら現代知識とチートな力で女の子にモテモテになりました！

　そんな都合のいい話が、ロクに徳も積まずにへらへら生きてきたクソ男子高校生にもたらされるわけがなかったのだ。

「全然違うじゃん！」

　足もとに叩たたきつけたわら半ばん紙しの束が舞い、僕は続けて悲痛な声を上げる。

「もういいよ！　僕、領主補佐官やめる！」

　絶叫が街の喧けん騒そうにかき消される。ちらほらと「うわ、危ないやつがいる」という視線がよこされる程度だけれど。

　石造りの街を行き来する人々は角が生えていたり翼が生えていたりと、僕がかつて住んでいた世界では見られない特徴を持っている。そのことに──異世界の光景に僕、さかき喜き一いちはもうすっかり慣れてしまった。

「絶対間違ってる……こんなの絶対おかしいよ」

　首を後ろに傾けつつ嘆く。たそがれていると、風に吹かれて跳んできたわら半紙が僕の顔に張りついてきた。『カッコいい角度を決めている場合じゃないだろ』とツッコミを入れられたようで、冷静さが戻ってくる。

　僕はその辺に散ったわら半ばん紙しの束──この領地を訪れてくれた冒険者たちの意見書を拾い始める。中には肯定的な意見もあるけど多くはこの領地へのクレームだ。

　まあ、一昔前に比べればクレームが来るだけでまだマシ。僕がこの世界に呼ばれたばかりの時にはこの人通りはなく、閑かん古こ鳥どりが鳴いていたのだから。

　街中を人が歩いている、というだけで感動的。零細領地をここまで立て直すのにどれだけ苦労したことか。

　元いた世界の知識を尽くしたり暴走する仲間を止めたり──そんなことを考えていると、目め頭がしらが熱くなってきた。しばらく立ち止まってしまっていたが、はっとして僕は、かぶりを振る。いかん、いかん。過去に思いを馳はせている余裕はない。見るべきは、未来だ。

　意見書を回収し終えると、それに目を通しながら歩き出す。一枚ずつ冒険者からの様々な指摘を真しん摯しに受け取り、自分の至らなさを思い知らされる。問題点を一つずつ解決していこうと地道に試行錯誤するのは嫌いじゃないのだが……。

「やっぱ、最大の問題はアレか」

　つい、ため息が漏れる。一番多いクレームに、頭痛がしてきて眉み間けんに指を添える。

　気を張り詰めていても仕方ないし、ちょっと一服しよう。馴な染じみの店に寄る前に、街の中央広場にたむろする冒険者たちの声に耳を傾けてみる。特に気になったのは女性四人組のパーティの会話だ。

「噂うわさ以上だったね、ここの《戯迷宮ランド》！　まさに、冒険新時代の到来！　ってな感じで」

「中でも一番すごかったのはやっぱりアレよね。『世界樹』！」

「たしかに！　ウチらみたいな新米パーティでも、超楽しめた！」

「また来たいですね！　っていうか、いっそここに住んじゃいます？」

　賑やかな会話を聞きながら僕は、「うんうん」とほっこりさせられる。自分の『作品』を褒ほめられるのは気分がいい。僕の学ランの袖にはこちらの世界の言葉で『領主補佐官』と記された腕章が巻かれているんだけど誰か気づかないかなー。……気づかないかなー。

　ちらちらと視線を送っていると、今度は僕の横を男たちが足早に通り過ぎていく。

「なんなんだよあの《戯迷宮》ぉおおおお！」

「この領地の《戯迷宮》って、ちぐはぐじゃねぇ!?　ウワサに聞いてはいたけど！」

「とりあえず、こいつ生き返らせてもらおうぜ！　酒場にクレリックいるかな!?」

　と、叫ぶ男が引きずっているのは赤黒く染まった袋だ。大きさとしては、平均的な成人男性くらい。

　某ＲＰＧ風にいうところの棺かん桶おけだ。棺桶だとかさばるのでこの世界の冒険者は折り畳みのできる麻製の袋を好んで使っている。

（ハズレ引いたのに死者一人とは、なかなかの実力者ダナー）

　他人事のように感心していたが、我に返る。……やっぱり案内マップに難易度も添えておこう。前情報がない方がサプライズになるかと思って今までは敢あえて伏せておいたけど、クレームを一件でも減らすためにそうしよう。

　などと考えていると、人ごみの向こうから僕の名前を呼ぶ声があった。

「キイチ様っ！」

　露出度高めの赤いドレスに包まれた豊満な体。手を振りながらこっちに向かって走ってくると、その胸がたゆんたゆんと揺れるのでそれだけで僕を幸せにした。

　胸と一緒に揺れる、きらびやかな金髪。頭の上には二本の角が生えていて、この世界に来たばかりの頃はそちらばかりが気になったが今ではすっかり、胸に目が行く余裕がある。

　こちらまでやってきた少女──アイシャは、両の拳こぶしを握って真剣という言葉を体現したかのような瞳ひとみを向けてくる。

「キイチ様！　改装、完了です！　今度こそ。自信作ですよ！　これで笑顔にならない冒険者などいません！」

　アイシャが力説すればするほど僕の顔が翳かげる。嫌な予感しかしませんよ、僕は。

　ちょっとした悟りすら開けそうな境地に至りながらも、とりあえず付き合うことにする。

「じゃあ、ちょっと覗のぞかせてもらおうか」

「ええ！　どうぞ！」












　と、アイシャは転移用のアイテム──『リープクリスタル』を取り出して、足もとに投げつける。砕かれたクリスタルから光が輝いた次の瞬間には物々しいダンジョン──この世界でいうところの《戯迷宮ランド》が目の前にあった。

　平穏な街から一転。西洋の古城、といった佇たたずまいだが実際の大きさ以上のプレッシャーを与えてくるのは、その禍まが々まがしさのせいだろうか。

　僕たちの遥はるか頭上、門の最上部にはこの《戯迷宮》の名前らしきものが刻まれている。『メメント・モリ』──死を忘れるな。素晴らしく不吉な名前を助長するように、わざとらしいくらいおどろおどろしいデザインである。

　正直、嫌な予感しかしない。それでも退くという選択肢はなく、昼だというのに暗雲が立ち込めるその門に、僕たちは踏み出す。

　昏くらい庭園。石畳は僕たちを導くように城の入り口まで続き、身長の倍ほどもある扉が待ち構えている。扉に手を添え、力をこめると見た目の重厚さに反してすんなり開いた。まるで、僕たちを招き入れるかのように。

「さぁさぁ。奥へ、奥へ」

　背中を押されるまま進む。奥で僕を待っていたのは中世風の城にありがちな広いエントランスと、そこを横切るように右から左に移動していくソファの群れだった。

　レールに乗って運ばれていくソファが向かう先は別の部屋で、どうなっているのかわからない。注意深く暗くら闇やみの先を探ろうとするが、無駄に終わる。いろんな種族が入り交じるこの世界では夜よ目めが利く種族もいるらしいが、残念なことに僕はとことん普通の人間だ。

　得体のしれない闇。立ち尽くす僕の背中を、アイシャはさらに押してくる。

「さぁさぁ。乗って、乗って」

　行ってみるしかない、ということだ。僕は覚悟を決めて、ソファに乗り込む。

「行ってらっしゃいませ」

　ソファに座るとＵ字形のハーネスを下ろされ、ソファが動き出す。尻に振動を感じているうちに、懐かしい感じがしてきた。中学の、修学旅行だ。テーマパークでの自由行動の間、雨が降っていたからずっと屋内型のアトラクションにばっかり乗っていたんだよな。

　と、感慨にふけっていられたのも束つかの間ま。

「ん？」

　機械的な作動音がして、レールの右側に筒みたいなものが現れる。カメラかな？　記念撮影かな？

　なんて悠長な考えは、すでに捨てている。思った通り筒からは鉛玉が吐き出され、

「危ネッ！」

　とっさに、首を前に倒す。壁に飾られていた絵画には風穴が開けられており、反応が一瞬遅かったら、僕の頭もおそろいになるところだった。

　ほっとしてはいられない。そこからも入る前に感じた嫌な予感のとおり、バリエーションに富んだ殺意が身動きの取れない僕を襲った。

　飛来するナイフが僕の耳のすぐ傍そばに突き刺さったかと思うと、振り子のようなギロチンが目の前をかすめる。その間に僕を乗せたソファはスピードをどんどん増していき、トラップを避よける難易度も上がっていく。

　なんでそんな仕掛けがあるのか。答えは、明白。

　ここが、アイシャの造った《戯迷宮ランド》だからだ。

　逃げようとしてもハーネスは僕の体をがっちり固定していて、身動きが取れない。もがいているうちに、回転ノコギリのギザギザの刃やいばがすぐそばまで迫っていた。

「やめてよしてッ──」

　こんなの、どう避ければいいんだよ!?　そう思い、万策を尽くそうとする僕の右手にとあるものが触れる。──これか！　リクライニングの、レバー！

　これを引けば、背もたれが倒れてノコギリを回避できるという仕組み！　……その、はず！　なんにせよ、これ以外に打つ手はなし！

「せぇええええい！」

　気合を入れてレバーを引き、背もたれに体重をかける。

　しかし、実際に起こったのは目の前にパワポを思わせる、ホログラムめいた映像が浮かぶだけであり、




『お土産みやげにニームレス領特産、メロンやミソなどはいかがでしょうか？　マスコット、メロングリズリーくんグッズもありますよ！　お求めは『煌こう々こうたる甘あま瓜うり亭』にて！』




　広告挟まれてるぅー!?

　ショックで白目をむく僕を、回転ノコギリは容赦なく刻む。

「─────ッ（汚い高音）！」

　肉が引き裂かれ、骨が断たれる。僕は生命活動を停止……死んだのだ。

　レールに沿ってソファは《戯迷宮》を一周し、スタート地点まで戻ってくる。胸のあたりで両断された僕に、アイシャは興奮気味に尋ねてくる。

「キイチ様。どうでしたか？」

　死体に話しかけるなんて、頭がどうかしちゃってる人の所業だ。アイシャがちょっとおかしいことについては否定できないのだけど、一つだけ弁護することがあるとすれば──

「またやらかしたね！　こんな、殺人《戯迷宮》だから冒険者が来ないんだよ！　見て、このクレームの件数！」

　僕が死体じゃない──まだ、生きているということだ。

　言っている間に、一時はＡパーツとＢパーツに分かれていた僕の体はくっついていた。この体質になってからもう何日も経たっているけど、マジなんなの？　合体ロボみたいでカッコいいんですけど。血液も暗くら闇やみでキラキラするような虹色で、キレイだし。

　僕の叱責を受けてアイシャは、小さく肩を落とす。

「会心の出来だと、自信があったのですが。お土産みやげのＰＲまでして」

「広告入れるってアイディアはすごく良かったよ！　でもあのタイミングで挟まれても蘇そ生せいのペナルティで確実に忘れるよね!?　そもそも命の危機があるような《戯迷宮ランド》はやめようって、言ったじゃん！　お子様連れの家族でも冒険を楽しめるようにしようって！」

「もちろん、覚えています。今回はちょっと加減を間違えてしまいましたが、次こそわたし、がんばりますっ」

　と、やる気に満ちた瞳ひとみで意気込んで見せるアイシャ。根はマジメでいい子なんだけど、どうも融通がきかないというかなんというか……。

　頭を搔かきつつ、ため息をつく。嘆いたところで、どうしようもない。なんだかんだで、僕も今の立場を気に入っている。

　不死の冒険者にして、この領地を運営する補佐官。

　ただの高校生だった自分がそんなものになってしまった経緯を、僕は回想する。

　あれは、そう──秋も深まった、天気のいい日のことだった。









１．はじまりは、終わりの土地で






　どうしてこうなった？

　嘆かずにはいられない。なにが悲しくてこんな世界にいなければいけないのだろうか？

　目の前に広がるのは、一面の青。蒼そう穹きゆうと紺こん碧ぺきの海とが交わるところを僕はさっきからずっと、埠ふ頭とうに仁王立ちして見据えている。

　耳に届くのは潮しお騒さいと海鳥の鳴き声。彼方かなたから来るなにかを待ち受けるようにこうしているのにはもちろん、理由がある。

　現実逃避しているのだ。

　激しい喜びはいらない。そのかわり深い絶望もない。植物のような心の人生こそ僕の目標だったのに、それは失われてしまった。なぜそうなってしまったか考えていた時期もあったけど、今やそれも無駄だという境地に至った。

　どこか遠い世界を望むように、海を見る。そんな時だ。

「お兄ちゃーん！　なにしてるのー!?」

　僕は、後ろからかけられた声にゆっくりと振り返る。同じ高校の制服を着た女の子が、手を振りながらこちらに駆け寄ってきているところだった。

　控えめな身長に、くりくりっ、とした瞳ひとみ。ボブ風にカットした髪とマフラーが、海風になびいている。

　傍そばまで来た女の子は、嬉うれしそうに頰ほおを綻ほころばせて僕を見上げる。ぷにぷにしてそうなほっぺは走ってきたせいか、ちょっと赤く染まっていた。

　無邪気を体現したかのような表情に僕もつられて相そう好ごうを崩し、海に視線を戻す。

「なにってこともないさ。ちょっと、たそがれてるだけだよ、仔猫キテイちゃん」

　仔こ猫ねこの様な愛らしさからそう呼ばせてもらっている。どんよりした僕を励ますように、仔猫ちゃんは元気いっぱいに声を弾ませる。

「そういうときは、元気の出ること考えるのが一番よ！　そうだ！　今日の晩御飯、餃子ギヨーザにする!?　好きでしょ、お兄ちゃん」

　そう言って笑う姿は可愛かわいらしく、思わず頭をなでなでしてあげたくなるくらいだ。

「いいねぇ」

「元気出た？　じゃあ、あとは『排除パージ』するだけね！」

「ん？」

「たそがれてるってことは、その原因があるんでしょ？　排除しなきゃ。お兄ちゃんが落ち込むなんて、ダメじゃない。あたしも協力するから」

　先ほどまでと一ミリも変わらない笑顔でそう言ってのける仔猫ちゃん。俄にわかに雲行きが怪しくなったのを悟り、僕は警戒する。












「……その必要はないよ、仔猫キテイちゃん。僕自身の手で決着をつけたいからね」

「遠慮しなくていいってば。あたしとお兄ちゃんの仲じゃない」

　そう言ってくれる心意気は買わせてもらおう。大変ありがたいのだが──

「そもそも、僕は君のお兄ちゃんじゃないよね？」

　僕をたそがれさせている原因が、他でもない仔猫ちゃん自身なのだ。

　お兄ちゃんと呼ばれているが、血縁はない。さらに言えば、接点もない。

　つまりは赤の他人。正真正銘、一週間前までは知らない女の子だった。本名がわからないので付けた名前が『仔猫ちゃん』だ。

　きっかけは不明。仔猫ちゃんを悪漢から助けたとか、コンビニでバイト中にお釣りを渡す時に手が触れたとか、明確なフラグがあったわけではない。ある日気づいたら「お兄ちゃん」と懐かれていた。

　最初はなにかのイタズラかな、程度に思っていた。けど次第に仔猫ちゃんが真性ホンモノらしいと明らかになり、結果としてもらい事故を恐れた友人全員から縁を切られた。

　バカげた下ネタで盛り上がっていた日々が懐かしい。だけどもう、それは戻ってこないのだ。このサイコパスのせいで。

　ありし日のことを偲しのんでいると仔猫ちゃんから、そのちっちゃな拳こぶしでぽかぽかと僕の胸を殴られた。

「もー。なんでそんなイジワル言うの？　あたしとお兄ちゃんは、キョーダイでしょ？」

「アッハイ。そうです」

　重ねて否定はしない。本来、こういう人に否定をしてはいけないというのが精神科医プロのお言葉だ。

　しかし、一方的に押しつけられる妄想を「はいはい」と受け入れるのも癪しやくというもの。

　考えた結果、否定するのは一日一回。それが、僕が勝手に決めた妥協点ルールだ。

　これ以上この話題に触れてはならない。僕はすぐさま、舵かじを切る。

「話は変わるんだけどさ、仔猫ちゃん。メンヘラから逃げるのに人生からエクソダスするのってありかな、なしかな？　異世界転生狙ってトラックにダイブするとかワンチャン、みたいな」

「トラックなんかじゃ死なないわよ、お兄ちゃんは」

「その信頼はどこから来るんだろうね？」

「実績。お兄ちゃん、小学生のころランボルギーニに撥はねられても無事だったじゃない」

「あれで生きてるの、まじで不思議だよね」

　おまけに五体満足。日本の医療技術に感謝してもしきれない。

　……ところでその事実を、君はどこから調べてきたんだろうね？　当時の僕と君は、まだ知り合ってなかったはずなのに。

「でも、飛び込むと運転手さんの未来を奪ってしまうから、もっと人の役に立てることに命を使いたいね」

　当然、そんなことできないわけで。僕の言葉に、仔猫キテイちゃんは感動でむせび泣き始める。

「お兄ちゃん……さすが。尊すぎる……。お兄ちゃんを崇あがめる宗教作りたい」

「はっはっは。やめてよ、そんな、大した男じゃないんだから」

「うぇええん……」

　仔猫ちゃんの涙を拭ぬぐってあげたいのだが、そんなことしたらますますこの子に懐かれるだけなのでぐっと我慢する。参ったな。女の子の涙は、苦手だ。

　なす術すべなく、また海を見る。その雄大さに僕の悩みがちっぽけに思えてくる……わけないわ。僕の悩みの方がこんな水たまりより巨大だわ。

　そうそう。改めて自分に降りかかる試練を実感したところで、

「ところで、仔猫ちゃん」

「ぐすっ……ん？　なぁに、お兄ちゃん？」

　制服の袖で目をごしごしして、こちらを見上げてくる仔猫ちゃん。その様子は大変儚はかなげなのだけど、確認しておきたいことがある。

「僕のこと、殺さないでね」

「え、なんで？」

　なんで、って。

　危ねぇ……釘くぎ刺しておいてよかった。この子のことだから僕からこんな相談をされたら、「良かれと思って！」みたいなノリで僕を葬ろうとしてくるんじゃないかと思っていたけど、やっぱりだよ。っていうかいつの間にかカッター持ってるし。

　僕は精いっぱいの笑顔をつくって、説き伏せる。

「僕を殺すと仔猫ちゃんは、しばらく臭い飯を食べなくちゃいけなくなるよね？　僕、それはイヤだなぁ。仔猫ちゃんには、美お味いしいものを食べていてもらいたいなぁ」

「捕まるな、ってこと？　心配しなくてもへーきよ？」

　あ、マジでやる気満々だね君。

「いやいやいや！　今まで言ったことぜんぶ冗談ですから！　死ぬ気なんて、これっぽっちもありませんから！」

「そうなの？　なーんだ。お兄ちゃんったら、ほんと冗談が好きなのね」

「うんうん。仔猫ちゃん含め、みんなには笑顔でいてもらいたいからさ」

　そう、笑顔だ。

　のちにそのキーワードが僕を絶望の淵ふちに立たせることになるとは、思っていなかった。
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　海辺から去って家の近くまで来ると、仔猫キテイちゃんは急に足を止めた。

「あ、いけない！　ちょっと、用事思い出した！　お兄ちゃん、先帰っててくれる!?」

「うん。暗くならないうちに帰るんだよ」

　自分のお家うちにね。

「だーっしゅ！」

　と、走り去っていく仔猫ちゃんを僕は見送る。これもまぁ、いつものことだ。

　妹を自称する仔猫ちゃんだけど、家にまで押しかけるようなことはしないのだ。たぶん、僕の家族を巻きこみたくないのだろう。分別のあるサイコパスである。

　自室に入るとカバンを置き、制服から着替えることもなくベッドに寝転ぶ。……やっぱり疲れるな。ああいう人の相手をするのは。慣れたつもりでいたけど、なにをきっかけにスイッチが入るかわからないので言葉のチョイスに苦労する。綱渡りしている気分だ。

　今はまだいい。仔猫ちゃんは僕を『お兄ちゃん』だと思い込み、懐いてくるだけだ。実害と言えば僕が友人たちと疎遠になってしまったくらいで、仔猫ちゃんが誰かを排除したということもない。

　だが、今後もそうとは限らない。彼女の妄想は広がり、今はまだ無事な僕の家庭を侵食するかもしれないし、僕が望みどおりの受け答えができなかったときの仔猫ちゃんの反応は、まさに理解しがたい。

　ゴールが見えればあるいは耐えられたのかもしれないが、綱渡りの対岸は遥はるか彼方かなたで、ちっとも見えやしない。いつまで耐えればいいのか──このままじゃ、ただの消耗戦だ。

　精神の限界に達した僕は、枕に顔をうずめて叫ぶ。

「僕、もう疲れちゃった！　やだ！　もうこの世界やだ！　異世界でチート能力使って、活躍しながらラブラブちゅっちゅしたいよぉおおおおおおお！」

　散々叫び散らすと、意識が泥に沈んでいくように薄れていく。逆らい難がたい睡魔に屈服しながら、僕は夢想する。

　どうか──

　目を開けたら、仔猫ちゃんがいないどこかでありますように。
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　目を覚ますと薄い闇が僕を包んでいた。

　日が落ちるのもめっきり早くなってきた今日のこの頃。ちょっと寝落ちして日が暮れていても不思議じゃない。僕はベッドに手をついて置きあがろうとし──

「……あれ？」

　違和感に気づく。僕が寝ていたのはベッドではなく、冷たく硬いなにかの上だった。

　手触りからして石っぽい。僕は改めて闇に慣れてきた目で部屋を見回す。

「どこだ、ここ」

　自室とかけ離れた光景。石造りの壁には蔦つたが這はっており、ゲームとかでよく見るダンジョンを連想させる。

　無論、僕の部屋ではない。まさか……仔猫キテイちゃんに拉ら致ちられた!?

　とうとう実力行使に出てきやがった。幸い、周囲に仔猫ちゃんはいない。きっと、僕を『お兄ちゃん』にする準備をしているのだろう。そうなる前に脱出しなければ。

　ポケットからスマホを取り出し、とりあえず時刻を確認。思っていたよりも時間はたっていなかったが、問題なのは圏外になっていることだった。

「えぇ……？　どこまで連れてこられたんだよ」

　僕の知る限り、こんな場所は近所に存在しない。スマホのライトで辺りを照らし、改めて観察してみる。

　イメージを一言で言うと、『遺跡』だ。文字とも絵ともつかないものが壁に描かれているが、その意味はわからない。

　とりあえず部屋を出て進んでみると、僕の耳があるものをとらえた。

「ん？」

　これは……人の、声？

　耳を澄ませる。──間違いない。人が、それも複数いる！

　声のする方向に向かって駆けだす。声が近づくにつれて騒がしいというか切迫しているような状況らしいことがわかったが、こんなところに一人でいられるか！

　通路の角を曲がると、その先の部屋が灯あかりで照らされていた。光に向かって走る僕はようやく部屋にたどり着き、

「……え？」

　信じられないものを目にする。

　剣やら杖つえやら弓やらを持つコスプレイヤーみたいな人たちは、まぁいいだろう。それがどうでもよくなるくらい、圧倒的な存在感を放つものがいる。

　ダンプくらいの巨体に成長したトカゲ、とでも言おうか。赤い鱗うろこに包まれた背中からは翼が生えていて、つまるところ──

　ドラゴンが、目の前に君臨していた。

　声を失い、立ち尽くす。先客たちも僕という闖ちん入にゆう者しやを予想していなかったのかこちらに注目したが、それが悲劇を呼んだ。

　軽装の鎧よろいに身を包んだ青年が、こちらに向かって口を開きかけ、

「君、逃げ──」

　次の瞬間、彼の体はドラゴンの掌てのひらによって叩たたき伏せられていた。

　床に、じわりと血だまりが広がっていく。そのことを僕が認識するより早く、ドラゴンは爪を翻ひるがえしてもう一人、犠牲者を追加する。

　……え？　なに、あれ？　動くことのない体を見て、僕は声を漏らす。

「死んだ……のか？」

　あんなに、あっさりと？

　心臓がざわつきだす。ヤバイ。逃げなきゃ。

　そうわかっていても、頭がついていかない。足に動けと命令を出してくれない。棒立ちになって凄せい惨さんな光景をただ眺めていると。

「振り返れ！　走れ！」

　生き残った最後の一人が、僕の脳の代わりに明確な指示を出す。本能のまま、言われるとおりにした。

　振り返り、走る。ただそれだけを考えて足を動かし──

　その一歩が遅かったことを、僕は痛感する。

　背中が熱い、と思った次の瞬間には、もう僕の周囲は炎に包まれていた。ドラゴンの代名詞ともいえる、炎の息ブレスだろう。

　全身を焼かれながら、思う。死にたくない。先に見た、彼らの後を追いたくない。一歩でも炎から逃れようと足を動かし、

「うぉおお！　熱あっちぃいいいい！」

　雄たけびをあげ、走り続けながら僕はようやく疑問を覚える。

　……あれ？　人間って、炎にあぶられながら走れるもんだったっけ？

　とにかく、体が動くんだったら、逃げろ。僕はそのまま進んでいく。ドラゴンは巨体のせいで部屋から出られないのか、僕を追ってこなかった。

　無我夢中で、どこをどう走ったかもわからないうちに、足がもつれる。ざぶん、という水音。全身を包む冷たさに、混乱と安あん堵どが入り混じった。

　どうやら、泉か何かに落ちたらしい。落ち着いて体を起こし、水面から顔を上げた。

「ぷはっ！」

　何度かむせてから滴る水を拭ぬぐう。……と、違和感に気づく。

「あれ？」

　焦げ付いていた体や服が、元に戻っている？　ぺたぺたと頭を触ると、水面に映る姿もその真ま似ねをする。混乱は加速する一方で、僕の口からつぶやきが漏れた。

「どうなってるのん？」

　命拾いしたのは確かなようなので、出口を目指そう。うぅ……水を吸った服が重い。

　ぺたぺたと、ダンジョンをさまよう。……たしか、こっちは行ってなかった道だよな。

　ふらっと曲がって、壁伝いに進んでいく──と、足もとが『ガコン』と沈みこんだ。

「……えっ？」

　嫌な予感がしたと思った次の瞬間、僕の体は天井と床の間に挟みこまれていた。

「───────ッ！」

　口から虹色に輝く液体が飛び出した。地に伏せながら、ドン引きする。え、マジ？　これ、僕の口から出ちゃったの？　血がこんな、アメリカのお菓子みたいなことになっちゃってるの？

　いや、そもそもだ。ドラゴンの炎の息ブレスにしてもそうだけど、普通死んでるだろ。なんでこんな冷静に観察できるのか。

　もしかしてアレか。さっきの冒険者やドラゴンといい、ここは異世界で。

　異世界ものにありがちなパティーンとしてチート能力──不死を授かってしまったのか。

　吊つり天井が重々しい音を立てて元の位置に戻っていく。体を起こした僕は、カートゥーンめいて平たくなっていた。

　ぺらぺらになって歩き出すと、それもしばらくしないうちに元に戻る。どうやら、本当に死なないみたいだ。自分の体がこの上なく不気味だけど、今は不死身っぷりが心強い。

　と、その時、スマホのライトが人影を照らす。

　それは人影であり、人とトカゲを合わせたような──いわゆるリザードマンだった。

　さっきのドラゴンの記憶がよみがえる。モンスター!?　いやしかし、ここが異世界ならばこういう種族の亜人という可能性もあるかも!?

　コミュニケーションが取れるかもしれない。二足歩行してるし。思い切って声をかけてみようじゃないか。

「ハ、ハロー？」

「■■■■■■■■■■■───ッ！」

　迫真の咆ほう哮こうをあげて襲いかかられた。

「ナンデッ!?　ナンデッ!?」

　友好的な、絶対笑顔を浮かべていたはずなのに！

　慌てて引き返す。その先にあるものを、僕は忘れていた。

「かはっ！」

　また天井が落ちてきて、僕を押しつぶす。相変わらず僕はぺらぺらになるだけなのだが、僕に巻き込まれて挟みこまれていたリザードマンは、無残な姿になったまま起き上がる気配を見せなかった。

「やったぜ」

　結果オーライというわけで、とりあえず先に進める。進めるのは、いいんですけどね。

　嫌な予感しかしないんですよ、この先。
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「かはっ！」

「おぅふ！」

「ぐへぇ！」

　案あんの定じよう、その後もダンジョンの悪意は止まらない。何度もモンスターと即死級トラップに襲われながら僕は腹から声を上げた。

「なんなんだよ、ここはよぉおおお!?」

　不死っぽい妙な体質だからこうして生きているけど、普通だったらもう何回死んでるかわからないっつーの！　僕と出会った冒険者っぽい人たち、なんでこんなところにいたの!?　何かよっぽどすごいお宝でも眠ってるの!?

　疑問に思いつつ、生きるのを諦あきらめない。たしかにここは、いかにも異世界にありがちなダンジョンっぽいし！　だったら異世界もののパティーンとして混乱する僕を女の子が助けてくれて状況を説明してくれるとかいいよね！　とてもいい！　ダンジョンに出会いを求めたい！　そうでなくてもここから脱出できたら女の子との出会いが待っているって信じてる！　そして仔猫キテイちゃんから解放された異世界ライフを堪たん能のうするのじゃーっ！

　自由を求めて、どれだけ体がぼろぼろになってでも進んだ結果、結局ダンジョンに出会いはなかったのだけど、ようやく光が見えてくる。奥歯をカチカチ鳴らしてモンスターにおびえながら、僕は一歩一歩光に近づき──

　その先に待っていた景色に、僕は息を吞のむ。

「──っ」

　僕が知るものとはまるで別の世界に圧倒される。かぎ慣れた潮の匂いとまったく違った、土と草が入り混じったような匂いが新鮮だった。

　はるか遠く──地平線の先に沈む夕日。オレンジに染まる地に、ビルみたいなものはなにもない。僕が住んでいたところも田舎いなかだったが、比較するのも馬鹿らしいほど目新しい光景だ。ここまでなにもないと、清すが々すがしいというか感動すら覚える。

　自分の身に降りかかったことがあまりにも理解を超えていて半信半疑。しかし目の前に広がる景色にはコンクリートも電線もない、ひたすらに平原が広がる、写真やテレビで見る異国のような風景だ。

　広い。最初に抱いたのは、そんな感想。視界を遮さえぎるものが、ないんだ。どこに行けばいいのか、途方に暮れる。自由度の高すぎるＲＰＧみたいだ。

　立ち尽くしていると、道の向こうから二つの影が近づいてくる。ダチョウみたいなデカい鳥──なんか、どこかで見たことがあるような気がするそれにまたがっているのは、二人の少女だった。

　少女の片割れが鳥の背中から降りる。僕は彼女の姿に、息を吞のんだ。

　胸を高鳴らせる僕に、彼女は口を開く。

「お待ちしておりました、救世主様」

　穏やかな風に美しくなびく金色の髪。ドレスに包まれた豊満な体。それら以上に僕の注目を奪うのは──

　角。

　角だ。そうとしか言えない。少女の頭からは、二本の立派な角が生えていた。

　言葉を失っている僕に、少女は深々と頭を下げる。

「どうか、この土地をお救い下さい」

　僕は半信半疑で立ち尽くす。

　……もしかして、本当に異世界で活躍する展開ですか？
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　詳しい話は帰ってから、ということで。そのまま僕は角の少女がまたがる巨鳥の後部座席に乗せられた。

　目の前では角がこれでもかと自己主張している。ハンドルみたいでめっちゃ握りたいんだけど、やったら怒られるよなぁ。

　角を見ているとうずうずしてくるので、風景に目を向けて気を逸そらす。夕ゆう映ばえに染まる田畑と、遠くにちょっとした街のようなもの。さらには僕がいた世界ではありえないほど、巨大な樹きが堂々とそそり立っている。屋や久く杉すぎとか、比じゃない。むしろスカイツリーとか、建造物と比較したほうがいいってくらいのバカげた大きさだ。

　それは、見知ったものとは全然違う景色。僕のいた世界には、なかったもの。

　走る鳥が刻む軽快なリズムに揺られ、風を切っているといよいよ実感する。

　来ちゃったのだ。転生ではないけど、異世界に。

　胸が熱くなった。憧れていたけど、フィクションだと割り切って諦あきらめていた世界に来られたことに──そしてなにより、仔猫キテイちゃんから逃げられたということに感動で打ち震える。これから僕の平穏な異世界生活が始まるのだ。最高かよ！

　そんな感慨にふけっている間に、先ほど遠くから見えた街へとたどり着く。街の入り口にかかっているアーチに刻まれているのは僕の知らないはずの文字だったが、異世界の言葉を問題なく理解できたのと同じ仕組みなのか母国語のように読めた。

『タウン・ニームレス』──そう記された門をくぐると、巨鳥はスピードを落とす。僕にこの街を見せるためというよりは、単に交通安全の都合だろう。

　僕はゆったりと街並みを眺める。アスファルトではなく、レンガが敷き詰められた道。石造りの家々。現代日本とはかけ離れた雰囲気に、ますますテンションが上がりかけ──

「あれ？」

　ふと、違和感を覚える。その原因に、すぐ思いついた。

　人の気配がしないのだ。

　道を行き交う人影もなければ、出店らしきテントにも店番の姿がない。なにより、街に必ずあるはずの喧けん騒そうというものが決定的に欠けていた。

　そうと気づくと、急に街並みが演劇の書き割りみたいに思えてくる。みんなどこかに出払っているのだろうか？

　寂れた街をそのまま進むと、やがて僕を迎えたのは大きな館だった。

　まだ出来て間もないだろう、瀟しよう洒しやな洋館。しかしその庭はやや荒れており、街の寒々とした景色と同じものを感じさせた。

「どうぞ、こちらへ」

　角の少女は巨鳥を木に繫つなぐと、僕を先導する。館の中も、庭と印象は変わらない。立派だけど、どこか手入れが行き届いていない。何らかの事情があるのだろうけど、今はまだこちらから問うべき時ではないと思った。

　やがて、僕が連れてこられたのは応接間らしき一室。角の少女の勧めでソファに腰を下ろすと、彼女たちもローテーブルを挟んだ向こう側に座る。

　向き合うと、やはり角が気になる。さっきから『湾わん曲きよくした角～♪』と、お気楽な歌声が脳内でリピート再生されている。鬼の子か。どうだろうか。鬼か悪魔か、はたまた牛か。

　まじまじと見つめられたことをどう解釈したのか、少女はこちらに向かって小さく頭を下げてくる。

「申し遅れました。この領地、世界樹の街・ニームレスを預かる、アイシャ・ニームレスと申します」

「あ、どうも。さかき喜き一いち……あ、喜一でいいです」

「キイチ様、ですね。……えへへぇ」

　な、なんだろうか？　様付けで呼んでそんな幸せそうな顔をされると、困ってしまう。

　なにせ、これほどの美少女だ。笑うとその魅力が倍増する。面と向かっているだけで、ドキドキしてきた。

　隣の羽の生えた子も気になるけど、ここは我慢。ずっと気になっていたことを優先する。

「えっと……この土地を救ってほしい、って？」

　やはり、あれだろうか？　街に人影が見あたらないことと関係あるのだろうか？

　僕の問いに、アイシャが身を乗り出す。唇くちびるが触れそうな距離なのにもかかわらず、アイシャはそんなことを気にしないかのように告げてくる。

「そっ、そうです！　この土地にもっと、笑顔を！　あなたの力なら、それができるはずなんです！」

　寄ってきた顔は引くどころか、ますますこちらに近づいてくる。僕は思わずのけぞって、心拍数の安定に努める。

「ま、待って待って！　まるで全然、状況が飲みこめていないんだけど！」

「そ、そうでしたね。では、一から説明しましょう」

　アイシャはソファに座り直し、深呼吸をすると決意のこもった瞳ひとみをこちらに向ける。

「この世界と、この領地の現状と、あなたに何をしてもらいたいかを」
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「まだ、世界地図が十分の一も完成していなかった時代……新たな土地を切り拓ひらく『冒険』というのは、この上ない娯楽でした」

「冒険が、娯楽？」

「はい。まだ見ぬ世界を求めて進んでいく。それ自体が娯楽であり、また、その話を聞くことも楽しみだったのです。キイチ様の世界では、そんなことはなかったですか？」

「娯楽って言っていいかどうか微妙だけど……似たようなことはあったかな」

　ぱっと思いついたのは、大航海時代。僕らの祖先が島国で小こ競ぜり合あいをしている間、異国では遥はるか遠い地を目指し荒波に乗り出していた。

　マゼランやコロンブスがなぜそんなことをしたのか。もちろん、航路の開拓による利益もあったのだろう。だけどそれ以上に……勝手な妄想だけど、彼らもしてみたかったのだろうと思う。冒険というやつを。

　僕が漠然とイメージをつかめたと察したのか、アイシャは話を進める。

「ですが、わたしたちは気づくのです。世界は、無限ではないと」

　当然と言えば、当然のこと。僕は先回りしてアイシャの顔をうかがう。

「未開の土地が、なくなってしまった？」

　アイシャは静かにうなずき、続ける。

「冒険の舞台となっていた土地のモンスターは狩り尽くされ、秘宝も掘り尽くされました。地図から、『未知の世界』がなくなってしまったのです」

　娯楽の一つ──しかも、最大手が消える。

　その光景を想像して声を失う僕に、アイシャも真剣な眼まな差ざしで続ける。

「冒険を失った民衆たちの間に漂う、閉塞感。それを解消するために各国の重鎮が集まった場で、一つの案が出されました。それが、《代戯の儀プロジエクト・ハイランド》」

　沈黙で先を促す僕に、アイシャは続ける。

「拓ひらいた土地を再利用して冒険の舞台──《戯迷宮ランド》とする、『偽いつわりならぬ戯たわむれ』を興す計画です」

「《戯迷宮》──って、僕がさっきいた、ダンジョンみたいなところ？」

　僕の問いに、アイシャはうなずく。

「はい。その土地が持つ魔力を利用して構造を変化させ、新たな『未開の地』としたのが《戯迷宮》となります。構造の変化は、領主の裁量に任せられますね。冒険者が訪れるたびに変える方もいれば、クリアされるまで構造を保つ方も。わたしは後者です」

「ふんふむ」

　つまり、人工でダンジョンを造って無理やり冒険の舞台──『未知の世界』を提供しているということか。僕のいた世界だと拓いた土地の奪い合いに発展したけど、この世界の人たちは土地を巡る利権とかより冒険そのものが目的で、そういう変化を選んだ、と。

　情報を咀そ嚼しやくしていると、アイシャが説明を再開する。

「《代戯の儀》が発令されたのと時を同じくして映像魔術ビジヨンが開発されたことも重なり、『冒険』という言葉は形を変えた娯楽としてこの世界に蘇よみがえることになりました」

「映像魔術？」

　耳慣れない言葉を繰り返すと、それまで手持ち無沙汰にしていたアイシャの片割れ──白と黒、左右で色の違う翼を背中から生やした少女がステッキを回す手を止めた。

「括かつ目もくせよっ」

　意気揚々と告げ、ステッキが壁を指すとそこにホログラムめいた映像が浮かんだ。僕は、興奮して思わず立ち上がる。

「おぉ！」

「さらに、画面も増やせる」

　２カメ、３カメみたいに別の視点からの映像を出す少女。これが……魔術、か。

　ファンタジーの世界に来たことはイヤっていうほど実感したつもりだったけど、まだまだ驚かされる。映し出されている薄暗い部屋は広く、いかにもボスの待つ間まといった風情ふぜい。頭上に王冠を乗せた巨きよ軀くの髑どく髏ろは、次々としもべを生み出す。

　それに臆せず突っこんでいく大剣を構えた女剣士やドワーフの中年。エルフの青年の放つ矢がしもべを牽けん制せいしたかと思えば、年老いた魔法使いの放つ火球が別の敵を焼き尽くす。

　おぉ……冒険だ。いかにも冒険って、冒険だ。

　感動しながらも、自分の持つ知識に当てはめて解釈しようとしてみる。

　最初の印象としては、映画をリアルタイムで配信している感じ。もしくはスポーツという解釈もできる。パルクールをよりハードにしたもの、みたいな。

　極まった人間の動きっていうのは見ているだけで心を震わせるもので。これはたしかに、娯楽として人気が出るのもわかる。

　冒険に出るか、それを見るか。娯楽が限られた世界、ね。なんとなく、この世界のことが摑つかめてきた。

　気になるのは、画面の横に出ている文字と数字だ。見たこともない文字を僕は、すんなりと理解できているけどこれは召喚されたときに都合よく知識がインストールされた、みたいなことだろう。並ぶ文章を一言で言い表すと、『コメント』だ。

　冒険者たちに送られる。称賛や失笑。この画面構成は、見慣れたものだった。そう考えるとコメントの下に表示されている数字は──

「横のこれはコメントで……その下の数字は視聴者数、ってところかな？」

「はいっ。そのとおりですっ」

　察しの早い僕に感激するように、アイシャは手を組んで満面の笑みを浮かべる。再び画面に視線を戻して、僕は考えこんだ。……なるほど。これがこの世界での娯楽、か。

　配信されている番組のタイトルは『暴君の陵りよう墓ぼ（聖水持ち込み不可縛り）』とのこと。縛りプレイもするのかよ、この世界の冒険者。

　もう少し、情報が欲しいところだ。僕は、アイシャに向かって疑問をぶつける。

「この土地を救ってほしい、っていうのは？　さっきの話からすると、別に魔王軍が攻めてきてるとか、邪神が復活しそうになってるとかってわけじゃないんだよね？」

「はい。わたしたちを苦しめているのは、それよりもっと恐ろしいものです」

「もっと恐ろしい……もの」

　鸚おう鵡む返しにし、ごくりと緊張で唾つばを飲みこんだ。戦慄する僕にアイシャが明かした『敵』とは──




「財政赤字です」




　沈みこんだ声に、僕は思わず尋ねる。

「……え？」

　ザイセイアカージ、というモンスターだろうか？　とりあえずアイシャの説明を待っていると、アイシャから次第にそれまでの凛りんとした気品が失われる。心配していると、どんどん背中が丸まっていくではないか。

　女の子にこんな顔をさせてはいけない！　ハンサムを目指す僕は、見過ごせず声をかけるのだが。

「だ、大丈夫？」

　次の瞬間、アイシャが豹ひよう変へんした。

「この土地に……わたしの造った《戯迷宮ランド》に冒険者が、ほとんど来てくれないんですよちくしょおおおおお！」

「えっ？　……えっ？」

　部屋に轟とどろく魂からの叫びに僕が呆ぼう然ぜんとしている間にもアイシャは「なんでだよぉおおお！」「景気がキンキンに冷えてやがる……っ！」などと濁点が付きそうな声で叫んでテーブルをたたき割っていた。

「なんの罪もないテーブル君が！」

　残酷な仕打ちに思わず声を上げた。僕の奇人変人センサーガイガーカウンターがビンビンでいらっしゃる。これは……仔猫キテイちゃん級クラス、だと──ッ!?

　相方の子が止めてくれるのを期待したが、むしろ僕以上にドン引きしてるし。こちらに助けを求めるような視線を向けられても困る。

　僕たちが戦慄する一方、アイシャはますますヒートアップする。

「ムカつきますよ！　わたしのサービスを、ことごとく拒否りやがって！」

「い、いったん落ち着こう！　事情がまだ、これっぽっちも見えないんだけど！」

　僕の制止にアイシャは、はっと目を見開き、恥ずかしげに肩を縮める。

「し、失礼しました。ちょっと、興奮しすぎてしまいました」

　と、小さくなっていくアイシャ。……『ちょっと』？　翻訳ミスかな？

　まぁ……驚いた。こんな、極東エリアのデュエルチャンピオンみたいな激しい気性の持ち主だったとは。

　深呼吸をしたアイシャは、再び僕に瞳ひとみを据える。

「冒険者が《戯迷宮ランド》で採れる素材を持ち帰り、街はそれを買い取って新たな装備やアイテムを開発する。冒険者はそれを買い、また冒険に出る。強くなった装備でまた新しい素材を持ち帰る──これが昔からの街と冒険者の在り方であり、経済の中心です」

　そのサイクルを示すようにくるくると動くアイシャの指。それを見ながら、僕は尋ねる。

「中心……っていうけど、他の産業もあるんだよね？」

「たしかに農業とかありますが、それ以上に冒険者が領地にもたらす利益は大きいのです。装備代やアイテム代、宿代──この世界では冒険者があってこそ経済は回っている、と思っていただければ」

「つまり、冒険者こそがこの世界で、最大の『お客様』だと？」

「はい、そうなんです。だからこそ、冒険者を集めなければいけないのですが」

　アイシャは深いため息をつく。ますます嫌な予感がしてきた。

「……いざ父の遺志を継いで《戯迷宮》を造ってはみたものの、冒険者が集まりませんで。この地が、最後の最後まで未開の地で、『終しゆう焉えんの地』なんて呼ばれているから敬遠されているみたいなんです」

　異い名みようから、ラストダンジョンっぽさが漂ってくる。そんなところならあの難易度も納得だし、そこに平和な日本でへらへら生きていた平凡な男子高校生を放り込んだら必死で逃げ惑うこと必ひつ至しだ。

　でも、だからこそ、冒険者は集まりそうなものだけれど。世界がすべて開拓──ゲームでいえば『クリア』されたというのなら冒険者のレベルも高く、そんな連中が今さら『始まりの街』の周辺なんかをうろついていても満足できないと思う。それとも、一部の冒険者だけが際立って優秀だったのだろうか？

　疑問は残るが、それは一いつ旦たん置いといて──

「話の腰を折って悪いけど一つ、いい？　ご両親って、もう」

　言葉を濁す僕に、アイシャは切なげなに唇くちびるを嚙かみしめ、それでも気丈にうなずく。

「はい。一年前──《代戯の儀》が始まる直前に、この世を去りました。冒険をしていた時に受けた呪いが、どんな魔術でも解けなくて」

　僕と変わらない年頃の女の子が領主なんてやっているのだから何か理由があるのだろうとは思っていたけど……やっぱりか。慰める言葉も思いつかず黙りこむ僕に、アイシャはぎこちない笑顔を向ける。

「気にしないでください。たしかに両親の死は辛つらかったですけど、みんなに笑顔を与える、という想おもいは受け継いでいるつもりです」

　その話題を逸そらしたがるかのように、アイシャは早口で続ける。

「で、ですね。冒険者が集まらない＝経済のサイクルが滞る、ということになっておりまして。恥ずかしながら、領地を離れる民も最近では少なくないのです」

「世せ知ち辛がらいね」

　そっか……領民が離れれば税収も減るだろうしマジで、財政的にピンチなんだ。異世界にも、過疎化の風が吹き荒れていようとは。

「最初は父のギルドメンバーの皆様が来てくださったんですけどね、その人たちですらクリアできず、いつしかこの地を訪れる人も一人二人と減り、領民にまでも見放され……そんなところに、こちらの友人が来てくれまして」

「うむ」

　鷹おう揚ようにうなずく翼の少女にアイシャは微笑ほほえむと、説明を続ける。

「古いにしえからの盟約？　とかでわたしの願いを叶かなえてくれるというので、この地を盛り立てるような存在──英雄の召喚を望み、キイチ様がこの地へと呼ばれてきたのです」

　どうやら、本当にラノベやアニメの主人公みたいに召喚されたらしい。そのことについて異論はないのだけど、

「えっと……つまり、僕はなにをすればいいのかな？」

　アイシャは今一度情報を整理するように間を挟むと、口を開く。

「冒険、ですね。きっと、みんなイメージだけでこの土地を敬遠しているのだと思うのです。『どうせクリアできっこない』、と。ですからキイチ様に、示してほしいのです。異世界からの英雄がこの領地の《戯迷宮ランド》を華々しく攻略したとウワサが広がれば注目も集まり、その魅力を広く知らしめてもらえるでしょう」

「そのために、あのダンジョンに放り込まれた、と」

　納得しかけた瞬間、アイシャはぱたぱたと手を横に振る。

「いえ。本来ならわたしたちの目の前に呼び出されるはずだったのですが……なにやら手違い？があったみたいで。ですよね？」

　アイシャからの問いかけに翼の少女は、ぎくっ！という擬態語が頭上に見えそうなほど動揺して、声を震わせる。

「ま、まぁ……」

「まさかのうっかりミス!?」

「ですが、結果的にキイチ様に冒険を体験してもらったのは、むしろ幸運と言えます！」

「おかげでこっちは酷ひどい目にあったよ!?　ちゃんと目の前に呼び出して、事情を説明してほしかった！」

「ともあれ、キイチ様とこの地の復興ができれば、と！　そのためなら手段は問いません！　異世界の知識でもなんでも、お借りしたいのです！」

　ぐっ、と両の拳こぶしを握って意気込みを告げるアイシャには悪いが、僕の返事は切れが悪い。

「復興、か」

　右も左もわからない世界で地方自治体の再建？　しかも、『冒険』っていう独特のルールに縛られて？　正直、平凡な男子高校生には荷が重すぎる。

　そんな僕の内心が伝わったのか、アイシャは慌てて続ける。

「わ、わたしもサポートしますっ。他の世界から来たなら、わからないこともいろいろあるでしょうし！」

「我も力を貸そう」

　と、告げたのはアイシャの隣にいる少女だ。

　年頃は僕より少し幼いくらい──僕の世界でいえば、中学生くらいだろう。銀髪をツインテールにしていて、なにより特徴的なのが背から生える、左右で色が違う翼だ。

　ファンタジーらしくそういう種族なのかと思うけど、彼女のゴイスーにロリータな服装のおかげでファッションの可能性も否定できない。……いや、でもパタパタと動いたりしてるし、体の一部なのか？

「えっと、そういえば、そっちは──」

　僕が問うたその瞬間、満を持してと言わんばかりに彼女は立ち上がった。

「我を生み落とせし存在はこう呼ぶ──『ユーフォリア』！　悠久の時まで、よろしくお願いすることを所望する！」

「標準語は分かるか？」

　ショックのあまり、いささか棒読みっぽくなってしまったけど、ユーフォリアとやらは気にせず続ける。

「『混こん沌とん』の力を身に宿した我の言の葉を理解できぬのも、必ひつ定じよう。ならば、汝なんじの精神的位階に合わせるのもやぶさかではない」

「異世界にもいるの、こういうタイプ!?　光と闇が両方備わり、最強に見えちゃってるの!?」

　僕の指摘に、ユーフォリアは満面の笑みで激しくうなずく。

「いかにも！　翼の民と双角の民に交わされた盟約を果たすため、今、ここに現出した！　我が盟友の願いに応え、いざ羽ばたかん！」

　ばさぁっ！　と言葉通り羽を広げてみせるユーフォリア。仰ぎよう々ぎようしい言葉遣いに頭痛がしてきた。

　落ち着いて解読を始める。つまりは──

「……アイシャとの約束を果たすため、協力しに来てくれた……ってこと？」

「然しかり！」

　ぴょんぴょんとその場で跳ねながらうなずくと、満足したのか着席するユーフォリア。なるほど、アイシャ側の事情は分かった。誰もクリアできず閑かん古こ鳥どりが鳴いている《戯迷宮ランド》を異世界から召喚した英雄である僕がクリアすることによって、この土地の知名度を上げて地方再生を成そう、と。












　分かったはいいのだが……肝心なところを、念押ししておこうか。

「ところで僕、英雄でも何でもないよ？」

「はい？」

　責められるのならまだよかった。だが僕に向けられるのは純じゆん真しん無む垢くな疑問であり、罪悪感に耐えきれずテーブルに額をこすり付ける。

「すみませんすみません！　呼び出されちゃってすみません！　でも本当なんです！　むしろ冒険とか向いてないインドア派ですみません！」

「あの、えっと……ユーフォリア？　どういうことですか？」

「し、知らない！　わ、わたしの術式に落ち度はないもん！　た、ただ、単に、アイシャ様に一番ふさわしい人物を呼び出しただけ、というか！　そういう術だもん！」

　動転のせいか、がらっと口調が変わるユーフォリア。本来はそういう口調なのか。

　小動物めいて震えていたユーフォリアは、「はっ」と一いち縷るの望みを思い出したかのように顔を輝かせる。

「そ、そうだ！　呼び出した人物には特別な力が与えられるから！　インドア派だろうと、それで解決！」

　すがりつくような瞳ひとみが僕に向けられるんだけど──

「うん、それに関してだけどね。やっぱり、期待には応えられないっていうか」

　不可抗力的に《戯迷宮ランド》とやらを経験したおかげで、理解させられたのだが──

「たぶん、僕に与えられた特別な力って死なないこと……『不死』っぽいんだよね」

　そのフレーズだけなら無敵に見えるけど、実際は違う。僕は、僕の無力を知っている。

「脱出するだけでもあれだけ苦労したのに、攻略するような力は持ってないかな。……ってわけで、悪いけど、《戯迷宮》の攻略には役立てそうにない。代わりに、街の住民として働くよ。街の入口で、えっと……ニームレス領、だっけ？　『ようこそ、ここはニームレスの街です』って言う役とか！」

　重要なポジションだ！　頑張るぞい！

　死ぬまで街の名前を告げる役とか次第に頭がおかしくなっていきそうだけど、その時は冒険とやらに出てみるのも悪くない。楽しみだなぁ、異世界ライフ！　なにより、あの仔猫キテイちゃんがいないというのが素晴らしい！

　浮き浮き気分でいると、アイシャはなおも食い下がってくる。

「そこを、どうにかっ。お力を貸してくださいっ」

　テーブルに手をついて身を乗り出してくるアイシャは、まつ毛の数が数えられるくらい近かった。その距離の近さもさることながら、ここで断ったら泣き出してしまいそうなほどに揺れる瞳が僕を動揺させる。

「え、って、言われても──」

　僕が目を泳がせるのと対照的に、アイシャの瞳ひとみはまっすぐに僕を見据える。

「お願いします！　父が残してくれた土地を、このまま寂れさせたくないんです！　もっともっと、父が拓ひらいたこの土地のいいところを知ってもらいたいんです！」

　アイシャの瞳から『諦あきらめたくない』という想おもいが伝わってくる。それに揺れ動かされないほど僕は薄情でも冷徹でもなかった。

　動揺を突くかのように、ユーフォリアの援護射撃が入る。

「稀まれ人びとよ。汝なんじが知り得たのは『旅路』の片へん鱗りん。孤影にて挑み、闇よりも深き絶望を抱いだいたのだろうが、真理を求める悦よろこびに指先すら触れていない。今一度我らを輩ともがらとし、新たなる地平を目指してはもらえないだろうか？」

　訳：ソロ特攻したからネガティブなイメージを抱いているんだろうけど、冒険の楽しさが伝わったとは言えません。今度はわたしたちと一緒に冒険に出てもらえないでしょうか。

　──ってところか。たしかに、素人しろうとが一人で放り込まれたからあの《戯迷宮ランド》もクソのように感じたのだろうけど、パーティを組めば……イケる、のか？

　と、僕の返事を待って聡そう明めいな光をたたえた眼まな差ざしを向けてくるユーフォリア。腕組みをした姿は泰然としたもので、これからいくらでも説得されそうだった。

　何万という言葉を重ねるよりは、僕の無能っぷりを実際に見てもらうのが早いだろう。そう判断して、僕は渋々首を縦に振る。

「……まぁ、ものは試し、か」

　僕の返事にアイシャは感極まったように目を潤ませたかと思うと、バネ仕掛けかってくらいの勢いでこちらに身を乗り出してきた。

「ほ、本当ですか!?　ありがとうございます！」

　だから、近い！　反射的に背を反らしてしまう。

　ここまで猛烈な感謝をされたことなんて、人生で一度もない。仔猫キテイちゃんは持もて囃はやしてくれるけど、それはこちらにはなんの心当たりもないことなわけで。

　けど、今は違う。僕の決断が、一人の女の子をこんなステキな笑顔にしていた。

　胸の奥から、恥ずかしさの入り混じった『なにか』がこみ上げてくる。その正体がつかめないまま僕は、若干の戸惑いを覚えながら言い繕つくろう。

「いや、まぁ、そんなに期待しないでね？　しょせん、ただ死なないだけの人間だから。ほんと、魅せるようなアクションとかもできないし」

「そんなことはありません。キイチ様の冒険は、きっと多くの笑顔を生み出すに違いないですよぅ！」

　アイシャはそう言うと、なにか天てん啓けいを得たかのように目を見開き、力説し始める。

「そ、そうっ！　笑顔、です！　先ほどユーフォリアが言った通り、わたしの求めに応じてキイチ様が来てくれたのならば、きっとそれが理由です！」

　笑顔、か。

　僕も決闘者デユエリストとＰプロデユーサーを兼任するだけあって、そのキーワードには共感する。冒険でみんなに笑顔を──これが、僕がこの世界に呼ばれた意味か。

　僕の冒険がエンターテインメントとなり、世界中の人を楽しませる──そんなこと考えたこともなかったが、やってみたい。さらにそれがアイシャを救うことになるなら、なおさらだ。

　そんな気持ちが芽吹く一方で、アイシャの主張は加速する。

「吹き荒れるドラゴンのブレス！　しかし、今まで勝てなかったモンスターに打うち克かつキイチ様！　栄光を手に入れるんですよ！」

「うん、いいね！」

　自分の雄姿を想像してわくわくする。僕の肯定に後を押されたのか、アイシャの持論はますます過熱する。

「直後、なんということでしょう！　卑劣なトラップにかかって倒れるキイチ様！　希望を与えられ、それを奪われる！　そんな絶望に抗あらがう瞬間にこそ、人の命は輝くんです！　そして、そしてぇ、ふふっ、へへっ、えへへぇ……」

「ん、ちょっと待って。流れ、変わってない？」

　僕の制止などお構いなしで、アイシャは自分の体をかき抱いだいて続ける。

「その試練を乗り越えた時、最っ高の笑顔が生まれるんですよぅ！　きゅんきゅんしますねぇ！　ああっ、もう考えただけでもう、わたし、わたしぃ……っ！」

「ハーブかなにかキメてる!?　そんなくっそ酷ひどいコンセプトだったら過疎るのも納得だよ!?　っていうか、実際にあの《戯迷宮ランド》に放り込まれた立場から言わせてもらえば冒険者も寄りつかなくなるに決まってるんですけど!?」

　僕の声が耳に届いていないかのようにアイシャは、ぞくぞくと体を震えさせて陶酔している。ほんのり染まった頰ほおといい荒い息遣いといい腕に寄せ上げられることで強調される胸といい、エロスの塊であることには違いないのだったが、全力で遠ざかりたい。そう思わせる、ヤバさがあった。

　うっとりと遠くに焦点を合わせる瞳ひとみにはなにが見えているんだろうか？　異常者から逃げてきたかと思えばまた異常者に巡り合うなんて僕の運命はどうなっているんだろうか？

　そんな疑問を抱いていると、アイシャはこちらに最高の笑顔を向けてくる。

「深い絶望があるからこそ味わえる、激しい喜び。そんな笑顔で、この土地を満たしたいんです」

　うそ……なんで、あんな持論を垂れ流してそんな笑顔ができるのん？　……え、なに？　この世界の人、全員そんな価値観なの？

　すがるようにユーフォリアに視線を向けると、ドン引きして小さく震えていた。

「やばい……。おうち、帰りたい」

「わかりやすい反応で助かる！」

　言動がアレなだけで、感性は普通の子ですね！

　まぁ、おかげ様でこの領地が栄えていない理由がわかった。きっと、この領主のせいだ。

　冒険が娯楽、というのもあくまでクリアできての話。適度な難易度というのは楽しみになるけど、それが度を過ぎれば『楽しさ』を求める人間が離れていくのも無理はない。

　ソファに背を預け、状況を整理する。僕に求められていることはつまるところ、こうだ。

　まずは、アイシャのダンジョンを攻略すること。

　それによってこの領地への注目を集めること。

　そして何より重要──というか、最終目標。この領地の復興だ。

　そこに至るまでの方針を自分なりに練っていると、アイシャから声をかけられる。

「……キイチ様。どうか、力を貸していただけないでしょうか？」

　迷いはなかった──と言えばウソになる。領主の妙なこだわりのおかげで没落した土地を盛り返す力なんて、僕にはない。

　それでも、僕はアイシャの笑顔を思い出す。あんな笑顔ができる人間の期待を、裏切れるわけがない──力になってあげたかった。

　僕は嘆息を一つ。覚悟を決めると、うつむいていた顔を上げ、アイシャに向き直る。

「手伝わせてもらうよ。なにができるかわからないけど、この領地に、笑顔があふれるように」

　アイシャは信じられないように目を丸くする。やがて感極まったように目じりに涙を浮かべ、僕の手を握ってきた。

「あ、ありがとうございますっ」

　僕の手を包む手は思った以上に小さくて、そのことに目を白黒させてしまうのだけれど──

　とにかく、こうして、僕の異世界生活がスタートした。









２．酒場に集う奇人たち






「では、さっそく冒険の準備を整えましょう！」

　意気揚々と告げるアイシャには申し訳ないが、僕はそれを制して尋ねる。

「出発の前に確認しておきたいんだけど、二人の種族や職業？っていうか、役割みたいなのはどうなっているの？」

「わたしはオーガ。力と耐久力に優れます。職業は、クレリック。回復魔法を扱うほかに、肉弾戦もいけます。キイチ様には関係ないですが、蘇そ生せいもできますよ」

「我は翼の民、フリューゲル。もっとも魔術に秀でた種族であり……た、体力には自信がない。職業はメイジ。森しん羅ら万ばん象しよう、あらゆる魔術を司つかさどるが、中でも光と闇の属性に長じる」

　僕は戦力を計算する。前衛もいけるヒーラーに、万能魔法使い、そして役立たずか。

「バランスのいいパーティじゃないか。（震え声）」

　もうこの二人だけでいいんじゃないかな──と思ったけど、僕が呼び出された理由を考えると目立つのが存在意義みたいなものか。とりあえず、不死の体質を利用しての壁役というのが妥当なところだろう。

　役割も確認できたところで、いざ冒険に──と思いきや、アイシャが申し訳なさげに告げる。

「あ、ちょっとお待ちください。わたしの装備、取ってきますので」

「あぁ、どうぞどうぞ」

　アイシャの装備か……肉弾戦もいけるクレリックっていうから、やっぱり棍こん棒ぼうみたいな武器かな？

　元いた世界の知識に照らし合わせて想像していると、だ。

「あの……」

　ユーフォリアが、おずおずと声をかけてくる。期待と不安が入り混じったような複雑な瞳ひとみに僕は、できるだけ優しく問い返す。

「なにかな？」

「ま、稀まれ人びとよ。汝なんじは、なにゆえに我の言の葉を理解する？」

　もっと理解しがたい存在との対話が僕のコミュ力を鍛えたわけだけど……そういう説明ではユーフォリアの心に響かないだろう。僕は、ユーフォリアの口調に合わせる。

「うーん……強いて言えば、僕が君の、眷けん属ぞくだからかな？」

「眷属！」

　お気に召してくれたのか、ユーフォリアはこちらに身を乗り出す。

「なるほど！　で、あるのなら我の言の葉を理解するのも然しかりである！」

　パタパタと、翼を羽ばたかせて笑顔を見せるユーフォリア。かと思いきや、僕の胸元から不安そうな視線を向けてくる。

「我の言の葉が通じなかったり、あろうことか嘲あざ笑わらう輩やからがいる。……やっぱり、変？」

　無む垢くな瞳ひとみで見上げられては、否定することなんてできなかった。

「いやいや、変じゃない！　そのままの君でいいよ！」

「で、あるかぁ！」

　僕に言われた途端、顔を輝かせるユーフォリア。うわ、なにこの子。めっちゃかわいいんですけど。

　とはいえ、僕にとってよくっても、ユーフォリアのことを思えば、一言言っておくべきだろう。

「でも、アイシャには伝わりづらいみたいだから。日常のコミュニケーションはもちろん、冒険で意思疎通ができないと危ないし、ちょっと注意しようか」

「うむぅ。善処する」

「うん。それでいいと思うよ」

　素直な子だ。良い育てられ方をしたのだろう。

　感心していると、足音が聞こえてくる。アイシャが戻ってきたようだ。

「お待たせしましたー」

　と、アイシャが携えていたのは、中国系の猛将が持っているような長く、トゲの生えたゴツい金かな棒ぼうだった。

「「なんかすごいの持ってきた！」」

　ユーフォリアと声が重なった。僕は、アイシャの持つ武器を指さして尋ねる。

「そ、それ、振れるの？」

「え？　振れますよ？」

　アイシャが軽々と金棒を振るった瞬間、僕の顔を風圧が襲い、指さしている方の腕の手首から先が虹色の霧となって吹き飛んだ。

「手ぇええええ！　僕の右手が、行方不明だよぉおおお！」

　藤ふじ原わら竜たつ也やのモノマネをする人みたいに腕を抱えて床に転がる僕に、アイシャは慌てて頭を下げる。

「すみません！　間合いを見誤りました！」

「気をつけて！」

　と、言っている間に僕の腕は再生している。自分の体質ながら、やっぱ怖いわ。不気味だわ。ピッコロさんみたいに生えてくるんじゃなくて、いつのまにか治ってるんだもん。

　ともあれ、アイシャの膂りよ力りよくはこれで証明できたわけだ。力が強いとは言っていたけど、これほどとは。

　準備はできたので、今度こそ出発だ。館を後にした僕たちが向かう先はさっきいたダンジョン、もとい《戯迷宮ランド》ではなく──

「たしか、ここに来るまでに街があったよね？」

　僕の選択が正解だと言うように、アイシャは顔を綻ほころばせる。

「はい、まずはそこで装備をそろえたり情報収集をしたり、ですね。とりあえず冒険者ギルドに向かいましょう」

「おぉ。いかにも冒険っぽい！」

　備えなく《戯迷宮》に突っこむなど、愚の骨こつ頂ちよう。まずは準備を整えてから、ということでアイシャが僕たちを引率する。

「では、行きましょう。わたしたちの……冒険の、始まりです！」

　相変わらずとびっきりの笑顔に僕たちはうなずきを返す。アイシャの笑顔は最高だ。最高なんだけど──

　だからこそ、嫌な予感がした。





　　　○






　やってきた街の様相は先ほどと変わらず、人はもちろん猫の子一匹見当たらない。この街をここから立て直さなきゃいけないのか……。

　イ●ンが進出してきた田舎いなかの商店街くらいやばい状況。立ち尽くす僕の隣でアイシャは、恥ずかしそうに小さくなった。

「これが、この土地の現状でして」

「……うん。ああ、うん。ヤバいね」

　そりゃ、異世界から英雄を呼び寄せるなんて裏技に手を出しますわ。正攻法だと手の付けようがないわ、これ。

　かといって僕程度がここからこの土地を盛り返せるかというと、大変怪しいわけで。僕の不安を察したかのように、アイシャがまくしたてる。

「じ、時間帯っ！　時間帯が悪いのですよ！　この領地に残ってくれている人、ほとんど農家で！　朝早いから、もうみんな家に帰ってて！」

「なるほど。ちなみに、実際のところこの土地に人ってどれくらい残ってるの？」

　アイシャの顔が引きつった。笑顔をギリギリ維持して、震える声で答える。

「……これくらい、ですかね」

　と、アイシャは数字を示すように指を立てる。カニのように二本ずつ指を伸ばした手。ダブルピース、というわけではないだろう。

　さすがに四百ということはないだろうし、街の様子からして四万というのもありえない。で、あるとすれば四千。意外と住民が残っている、というのが僕の素直な感想だった。

　その四千人はなにを思ってこの土地にとどまっているのだろうか。彼らの思考をトレースしようとするとともに、アイシャに尋ねる。

「その人たちは、みんな農業を？」

「ですね。農家とその家族、というところです」

　たしかに、僕が召喚された《戯迷宮ランド》からアイシャの館に行くまで、巨鳥に揺られて眺めた景色は一面の畑だった。なにを育てているのか知らないが、農業がこの領地の頼みの綱になっているのだろう。

「と、とにかく、件くだんの冒険者ギルドを目指そう」

　石造りの街の中心近く──涸かれた噴水の傍そばにその店はあった。やたらと看板が連なっており下から順を追っていくと『道具屋』『宿屋』『冒険者ギルド』となっていたが、一番上には『酒場・煌こう々こうたる甘あま瓜うり亭』と記されている。

　その不思議な業務形態に首をかしげる。まぁ、入ってみればわかるだろう。

「いらっしゃい！」

　ドアを開けるなり、快活な声に迎えられた。よもやこんな寂れた街で、聞くことはないと思ったそれに、僕の足が止まる。

　この店の看板娘だろうか。ドイツあたりで着られているような、エプロンっぽい民族衣装──いわゆるディアンドルに身を包んだエルフは僕を見ると、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「うわっ、マジで生きてる！　うそうそっ！　なんで生きてんの!?」

　初しよっ端ぱなから酷ひどい暴言を吐かれた気がしたけど、彼女に他意はないらしい。圧倒されてしまった僕は、リアルのエルフ（しかも巨乳）に出会えた感動も吹き飛んで、日本人らしく曖昧にお茶を濁す。

「はっ、や、まぁ……」

「へぇ……これが、異界から呼び寄せられた英雄の力、ってところかな」

　勝手に得心がいったようにうなずくエルフの少女。一つ気になるのは──

「知ってるの？　僕が、別の世界から来たってこと」

「ちょうどこの店で、領主さまとそのお嬢ちゃんが、キミをこっちの世界に呼ぼうって話をしててね。そしたら、キミが《戯迷宮》に召喚されちゃって、しかも即昇天かと思いきや、こうしてぴんぴんしてるわけ。やー、びっくりだね」

　はっ、とそのことを思い出した。あの時、僕に逃げろと言ってくれた青年たち──

「あの人たちって」

　この世界の死生観がまだわかっていなくって焦る僕を、エルフの少女は笑い飛ばす。

「ん？　あぁ、そのうち死体、回収されてくるから、領主さまに蘇そ生せいさせてもらえるよ」

「そっか。……よかった」












　安心した。生き返れるんだ、あの人たち。

　胸のつかえがとれた。安あん堵どすると、エルフの少女も頰ほおを綻ほころばせる。

「挨拶が遅れたね。アタシはリゼ。ここの……まぁ、一応、店長かな？　本当の店長、あそこで吞のんだくれてるけど」

　リゼは、ちらりと店の隅に視線を送る。ご夫婦と思われるカップルが仲よくジョッキを片手にしたままテーブルに突っ伏していたけど、気にしないことにした。

「僕は、キイチ。よろしく」

「こちらこそ。で、ご注文は？　お近づきの印だ。一杯だけならタダにしとくよ」

　告げられた言葉に、僕はここぞとばかりに返す。

「ミルクでも貰もらおうか」

「あいよっ。領主さまたちは？」

「メロンソーダを」

「我もこの世のすべてより清い純白を所望する（わたしもミルク下さい）」

　少々お待ちー、と軽い足取りでカウンターに向かっていくリゼ。その間に僕は店内を軽く見まわしてみる。街の寂れ方に比べると、そこそこ客が入っているように見える。ファミレスほどの広さの店内には、冒険者らしい装いの団体が三グループほどテーブルを囲んでいた。いかにもファンタジー世界の酒場、って雰囲気だけど、特徴的なのは、アレだ。

　プロジェクターみたいに壁に映し出されている映像。さっきもユーフォリアに見せてもらった、映像魔術ビジヨンってやつだろう。冒険者たちは休息中らしく、《戯迷宮ランド》の中で狩ったり採ったりした材料で料理をしているところだった。

　材料を適当に煮込んだ、野や趣しゆあふれる料理。しかし立ち上る湯気は、こちらの食欲を刺激する。……いいなぁ。ファンタジー、って感じで。

　映像に見とれていると、リゼが木製のカップを手にして戻ってくる。

「はい、お待ち」

　軽快な音を立ててテーブルに置かれるカップ。僕は席に着きながら、ふと気になったことを訊きいてみる。

「ところでリゼ。表の看板なんだけど」

　指摘にリゼは、苦笑を浮かべる。

「あぁ、アレね。ほら、この街、人口の流出止まらなくて店も閉店しまくりっていうの？　他にやる人もいないから、アタシが引き継いでるわけ。本業は酒場だよ」

「なるほど。下から順に新しく始めた、ってこと？」

「そういうこと」

　おかげで店内はカオスなことになっていた。カウンターの上に『ギルド登録届』とお堅い書類が積まれていたり酒棚の脇に『宿帳』と記されたノートがぶら下がっていたり、『鉱石高価買取中』というチラシが店の短冊メニューに並んで貼られていたり、という具合だ。情報量の多さに頭がくらくらしてくる。

「リゼさんにはご迷惑をおかけしています」

「いやぁ、アタシも働くのは好きだし。座右の銘は『勤労＆勤労』、みたいな」

　うなだれるアイシャにフォローを入れるものの、リゼは肩をすくめる。

「とはいえ、アタシじゃできることに限界あるっていうかさー。まず、鍛か冶じはできないし薬草の知識もないから回復薬が作れない。装備やアイテムが頭打ちなんだよ。《戯迷宮》の難易度は『終しゆう焉えんの地』って異い名みようのとおり、クッソ高い癖にね」

「技術者の呼び込みも、課題の一つってことか」

《戯迷宮》の攻略はあくまでも通過点で、目的は領地の復興だ。自分の技術を活いかそうと、職人たちが集まってくるようなＰＲも大事、と。

　考えたところで都合よく妙案が思いつくわけじゃないので、流されるままにしよう。激流に身を任せる精神でいたところ、リゼが急に僕の肩に腕を回してきた。ナニコレ!?　めっちゃ柔らかいし、いい匂いなんですけどぉおおおお!?

「わかってんじゃーん！　そこで、キミってわけ！」

「えっ、え、なんでっ!?」

「キミがあのキチ──『笑顔』溢あふれる《戯迷宮》を攻略してくれたらさー、この土地にも注目が集まるっていうの？　もともと悪名だけは高いから一気に宣伝になると思うんだよね。そしたらこの土地にも人が戻ってきて、アタシは本業の酒場に専念できるの。ってわけで、期待してるから！」

「は、はいっ！　ガンバリマス！」

　チョロい童貞からしたら、こんな激励をされたらがんばるしかない。……それはいいけど今、キ●ガイって言いかけたよね？　領民からも、そんな扱いなんだ。

「ちなみに、アレってリゼが映してるの？」

　と、僕が例の映像に目を向けるとリゼは、軽くうなずく。

「そ。今は誰も領地の《戯迷宮ランド》に入っていないんで、別の領地の映してるけど」

「へぇ、別の領地」

　相あい槌づちを打つ僕に、アイシャはにこにこと、領民を誇るように告げてくる。

「映像魔術ビジヨンの受信と送信には魔力がかかわるのですが、リゼさんは魔力が高いおかげで、別の大陸の冒険も受信できるんですよ」

「ふふーん。これでもエルフ、みたいな？」

　と、ご立派な胸を張るリゼ。そっちに目が向いてしまいそうになるが、僕にとって大事なのはこの世界の核となる『冒険』で。

　映し出される映像は野営をやめ、冒険を再開している。《戯迷宮》を進んでいくその様子を見ているうちに、疑問が浮かんだ。

「あのさ、アイシャ」

「はい、なんでしょう？」

　気のせいかな、と思ったけど、念のため、まぁ、確認のつもりで尋ねてみる。

「さっきユーフォリアに見せてもらった時もちょっと思ったんだけどさ、他の領地の《戯迷宮》ってここのに比べて随分ヌルくない？」

　アイシャは映し出される映像をまじまじと見つめると、軽く握った拳こぶしを小さな顎あごに添えて考え込み、ややあってから結論を出す。

「そう……ですね。多少、難易度が低めかと」

「いや、多少ってレベルじゃないよ!?　明らかに難易度がかけ離れてるよ！」

　映像魔術の中では、順調に《戯迷宮》を攻略していく冒険者たち。その先には、脈絡のないトラップも理不尽な強さのモンスターもいないけど、たまにヒヤリとする場面はあって気は抜けない。ただ、その程度だ。

　いま上映されている《戯迷宮》の難易度をノーマルだとしたら、僕が経験したのはヘルっていうくらいに世界が違う。アイシャの《戯迷宮》を楽しめるとしたら、人間やめてるに違いない。

　悪魔が振りかざした一撃をかわし、すれ違いざまに一ひと太た刀ちを入れる剣士。悶え苦しむ悪魔に追撃を仕掛けろと、剣士は仲間たちに号令を上げる。

　目が離せない攻防に、僕は思わず声を弾ませる。

「そうそう！　冒険ってのはこういうのじゃないかな!?」

　一人盛り上がる僕に対し、アイシャは申し訳なさそうに眉尻を下げる。

「お言葉を返すようですが……あのモンスター、それほど強くないっていうか、勝てて当たり前って感じなんで危機感に欠けるんですよね」

「そりゃ、アイシャの定義する『サービス』からすればクソ雑ざ魚こなのかもしれないけどね？　そこはもっとこう、需要との折り合いをつけようっていうか」

「折り合い……あぁっ！　モンスターと骨を折り合うような、激しいバトルがお望みですか!?」

「解釈が斜め上すぎる！　物騒だしぶっ飛んでるんだけど!?」

　そんなことを話していると、不意に横合いから声が放たれた。

「ふふっ。これはこれは、ぼうけんのなんたるかをしらないやからとみた」

「これだから、しんざんものはこまる」

　それぞれ、白と黒のローブに身を包んだ魔術師らしき少女たち。こちらに挑発めいた視線を送ってくる彼女たちを、奥の席から制する声がする。

「やめないか、おまえたち」

「「だんちょう」」

　ドレスの上に胸当てだけつけた軽装の女剣士。深い青の髪を腰まで伸ばした彼女は立ち上がり、こちらに頭を下げる。

「なかまたちが、しつれいをした。おわびに、みせよう──」

　スカートを翻ひるがえし、歩き出した彼女は背中越しに告げる。

「ほんとうの、ぼうけんというものを」

「お勘定ね。７５００Ｇだよ」

「あ、はい」

　カッコよく歩き出したわりには、しっかりリゼに会計をさせられる三人組。その横顔を見ながら、僕はアイシャに尋ねる。

「あの人たちは……？」

「ギルド・『暁あかつきの翼つばさ』──この領地に滞在する、最強の冒険者たちです」

「ほほぅ……。この混こん沌とんの翼に比する名を持つ者たち、か。よいぞ、よいぞ」

　なにやら目を輝かせて嬉うれしそうなユーフォリア。ほほえまー。

　それはともかくとして、

「最強っていうのは、つまり、どういう？」

「キイチ様が出会ったドラゴンがいる部屋。あそこが現在、攻略されている最深層なのですが、最初にそこに到達したのが彼女たちです」

「……あれが？」

　大声で問い返したくなるのを耐えた僕に、アイシャはうなずきで返す。

「もともと彼女たちは、他の領地で名をはせた冒険者でした。『海底神殿』最速クリア、『空をさまよう庭園』持ち込みなし縛り達成、『絶望の城じよう塞さい』ノーダメージクリアなど、冒険者としての功績は枚まい挙きよに暇いとまがありません。ですが、冒険に歯ごたえを求めていくうちに、流れ流れてこの地にたどり着いたと聞いています」

　少し早口になるアイシャ。なんだろう……あの人たちのファン？

　なんにせよ、すごい実績の持ち主らしい。思った通りの、人間やめてるタイプの人たちなのかな？

　そういう人間が存在することを否定するつもりはない。それでも僕は、まだ半信半疑だ。

「その割にはあの人たち、なんか喋しやべり方かたに知性を感じなかったんだけど」

「あぁ、キイチ様には無縁なので説明し忘れていました。蘇そ生せい魔術には副作用があって、生き返る代償としてアホになるのですよ」

「なにそのデメリット!?」

　さらっと言われたことに衝撃を受けていると、魔術の専門家であるユーフォリアから注釈が入る。

「改良は進めているが、むしろそれくらいのリスクがあるべきではないかという意見もあり、この命題については議論が混こん沌とんとしている。ふふっ……混沌、か。我好みだ」

「ご満悦か」

　ニヤニヤしているユーフォリアを置いておいて、アイシャは説明を続ける。

「しばらくすると回復するのですがそれを待たずにまた蘇生魔術を受けるようなことになるとアホが累積していき……最終的に、あのようになります」

　それに続いてリゼが、快活に笑う。

「この前の冒険、良かったよねー。せっかく宝箱からリープクリスタル手に入れてたのに、アホなせいでそれ持ってること忘れて全滅するって」

「誰か止めてあげてよ！　アホが回復するまで冒険はやめようって！」

「冒険に向かいたいと思う心。誰がそれを止めることができましょうか。抑えきれない探究心が導く、未知との出会い。そしてその先に、笑顔があるんです！　きゅんきゅんしますねぇ！」

「改めてやばいなこの領主！」

「眷けん属ぞくぅ。我、帰りたい」

　ユーフォリアも隣で、なんかげんなりしてるし。古いにしえの契約とはいえ、同情する。

　完全にキマっちゃっている領主を置いといて、僕とユーフォリアはミルクを飲む。ホットミルクはこっちの世界でも変わらない味で、ほっとしますね。

　どこぞのアイドルめいた感想を抱いだいていると、リゼがこちらに書類を差し出してきた。

「あいつらが《戯迷宮ランド》に着く前に、ギルドの登録やっておくよ。はい、これ記入用紙」

「おぉう……お役所的というか意外としっかりしてるんだね、この辺」

　書類に記されているのは未知の字だったが、問題なく読める。転移の際に都合よく僕の脳に知識がインプットされたとか、そういうパターンだろう。言葉についても、普通に理解できていたし。

　ギルドマスターの欄に自分の名前を記入すると、ある欄で筆が止まった。僕はメンバーの顔を見回し、尋ねる。

「ギルドの名前かぁ……」

　こういうの決めるの、苦手なんだよな。ゲームでデフォルトネームが決まってないと困るタイプだ。

　眉み間けんにしわが寄っていくのがわかる。僕の懊おう悩のうを見抜いたのか、リゼが口を挟んできた。

「あのさ、迷ってるならアタシからいい？」

「うん、どうぞどうぞ」

　ありがたい。先を促すと、リゼは照れくさそうに小首を傾かしげて提案してくる。

「『サティスファクション』──なんて、どう？」

　満足──その名を自分のギルドに冠するのに、やぶさかじゃなかった。店の隅でお客がなにやらコーヒーを噴き出しているのが気になったけど、僕のハートをつかんでいる！

「いいね！　気に入った！　それにするよ！」

「そう？　えへへ、あんがと」

　ギルド『サティスファクション』の誕生である。僕は記入用紙にギルド名を書き込むと、書類をアイシャに回す。アイシャ、ユーフォリアと続いて自分たちの名前を記入し、リゼは書類を受け取った。

「確かに、受理したよ。ってわけで、支度金」

　と、リゼは布製の袋を差し出してくる。中を覗のぞくと、硬貨が何枚か入っていた。

　それを確かめる僕に、リゼは笑いかける。

「５０００Ｇ。新規のギルドには与えることになってるのさ」

「これで、冒険の準備を整えるってことだね」

「そういうこと。さっきから話が早いけど、別の世界でも冒険してた？」

「まぁ似たようなものかな」

　ゲームっていう概念から説明するとややこしくなりそうなのではぐらかすと、リゼもそれ以上は追及してこなかった。むしろ僕としては──

「アイシャ。領主特権でこの支度金に上乗せってできないの？　《戯迷宮》をクリアするんだったら、まず先立つものが必要っていうかさ」

　腐敗の匂いがする提案にアイシャは、きっぱりと拒否を唱える。

「たしかにキイチ様の言うことはごもっともです。特殊な事情で結成されたギルドですし、わたしたちは冒険者である前に施し政せい者側──だからこそ、冒険者としての初心を忘れてはならない。他の冒険者と同じ条件にて冒険を始めたい。どうか、ご理解いただけないでしょうか？」

　毅き然ぜんとした態度は、確かにこの地を治める者らしかった。僕は素直に、白旗を上げる。

「たしかに。僕が浅はかだったよ」

「それに資金も無限にあるわけじゃないというか、むしろそれ借金ですし」

「……は？」

　いきなり飛び出した不穏な言葉に僕が固まると、アイシャは真顔で続ける。

「冒険者に与える支度金がないので、本国に無心しているという現状でして。領地の経営は基本、領主の裁量に任されているのですが、このままキイチ様が盛り返してくれないと、そろそろ本国からの介入もあり得ます」

「やめてよ───ッ！　なんで僕にそんな重大な責任与えるの!?　重い、重い！　急に硬貨の入った袋まで重くなった気がする！　しっかり握ってなきゃ落としてしまいそうで、手が震えてきてるよ!?」

　そのうち足までガクガクさせていると、リゼはそ知らぬ顔でカウンターの向こうに回り、足もとから木箱を持ち上げる。

「次は、装備やアイテムか。これが、いまの在庫だね」

　これから僕と苦楽を共にする装備がここに──と思い、身を乗り出すように箱の中を覗のぞきこんだところ、

「うん？」

　そのラインナップに顔を引きつらせる。すりこぎみたいな粗末な棒に、ライブＴシャツよりも強度が低そうな服。唯一、箱の底で光る短剣だけが装備らしいと言える。

「え、なにこれ？」

　リゼは箱の中の紙を取り上げ、その内容を読み上げる。

「棍こん棒ぼう、布の服、銀のナイフ──ってなってるね。商品リストによると」

「えっ……、これだけ？」

「うん、これだけ」

「こ、こう見えて、なにか特別な効果を持っていたり？　こう、服とか、物理的には頼りないけど魔法の威力を半減できたりとか」

「いや服は服だよ、これ。綿１００パーセント」

「コットン！」

　渾こん身しんのツッコミが出た。

　こんな装備であのドラゴンを退治しろと？　青ざめる僕を、リゼが鼓こ舞ぶする。

「そう焦りなさんな。装備は、たしかに貧弱だ。でも、アイテムは豊富にあるんだよ！」

「すごい自信だ！　これなら期待できる！」

「うんうん。現物、店に入りきらなくて倉庫の中だからリストだけ見せるね」

　と、用紙が差し出される。さて、ゲームなら体力を回復する草とか毒を消す草とかが定番だけど、この世界ではどうだろうか？

　わくわくしながらリストを見ると、僕は自分の目を疑った。何回も死んだ結果、視覚に影響が出ているのかな、なんて思っているとそうじゃないらしくユーフォリアが僕の脇腹をつつく。

「眷けん属ぞく……これは、錯覚か？」

「いや、違うと思うよ」

　ないんです。商品の名前が、二つしか。

「あの、リゼ？　豊富とは言えないラインナップなんだけど」

「そう思うじゃん？」

　意味深に片頰ほおをつり上げるリゼ。なにか隠し玉があるのかと思うと、リゼは両手で顔を覆って白状した。

「在庫が……すごいことになってるんだよ」

「豊富って、量かよ！　本当に大丈夫かこの領地!?」

　僕のツッコミに対しリゼは、現実逃避するように宙を見上げる。

「エーテルフルーツは腐る前にジャムにするとして、あの大量の薬草どうしよう……。ちょっとした傷しか治せないのに。ここの《戯迷宮ランド》じゃ回復追いつかないっつーの……」

「なんだってそんなに入荷が偏かたよることになっちゃったのさ？」

「アタシに言わないでよ。今日、道具屋引き継いだばっかりなんだからさ」

「あぁ、ごめん」

　そういや表の看板、即席っぽかった──とか思っていると、リゼは話を続ける。

「ま、強いて言うなら『暁あかつきの翼つばさ』とは別の意味で最強の冒険者がいて、そいつのせいかな。この領地の《戯迷宮》に挑んでいながら、一度も死んだことはないっていうやつ」

「はぁっ!?　なにそれ、それこそ無敵じゃん！」

　僕なんか召喚しないでそいつに《戯迷宮》の攻略させればいいじゃん──なんて思ったが、そうはいかないようでリゼは小さく肩を落とす。

「っていうのにも、理由があるの。戦闘しないんだよね、そいつ。モンスターや罠わなの感知とか、《戯迷宮》で採れる素材を集めるのに特化してるっていうか」

「あぁ、エンカウント抑制＆アイテム集め係ね」

　ゲームの知識に置き換えて解釈する。話が早くて助かる、とばかりにリゼは苦笑する。

「そそそ。そんなわけで、戦闘しなくても採れる草やら実やらばっかり集まったわけ」

　戦闘に直接関われなくてもパーティに貢献できるというポジションは、今の僕にとって望むところだ。不死の体を持っていようと、アクシデントを恐れていないわけではない。

　考えれば考えるほど、その人物の技術は魅力的だ。むしろ僕がこの世界で生き続けていくのに、必須とすら思えてくる。どうだろうか──

「その人、紹介してもらえないかな？　ちょっと、教えを請いたいっていうか」

「へぇ。珍しいところに目をつけるね。もっと派手に立ち回りたいもんじゃない？　冒険者って」

「適材適所、ってね。目立つポジションは、うちのギルドにもういるし」

「なるほど。……だってさ、スマリ！」

　と、リゼが店の隅に向かって呼びかける。……ん？　あれって、さっきコーヒー噴いてた人じゃないか？

　窓際の席に座っていた少女は、静かにカップを置いて微笑する。

「そうだね。考えなくもないよ」

　歳としは僕と同じくらい。銀髪を背中まで伸ばし、ポンチョで半身を包んだ彼女の特徴は、なにより頭の上に生える獣耳だろう。

　よく観察してみれば、ポンチョからキツネらしき尻尾がはみ出している。ケモナーからすれば大憤慨かもしれないが、僕にとってはこのくらいの獣人度がちょうどいい。

「君は？」

「さて、それは私が客観的に言って何者か、ってことかな？」

　……うわぁ、また面倒くさそうなのが来ちゃったよ。

　飄ひよう々ひようとした態度に渋じゆう面めんを浮かべていると、ユーフォリアがささやいてくる。

「眷けん属ぞく、気をつけよ。あいつ、イヤなやつだ」

　耳ざとくそれを聞きつけ、キツネ耳の少女はユーフォリアに向かって笑いかける。

「また会ったね、お嬢さん。相変わらずおかしな口調でキャラ作りかい？」

「虚構にあらず！　我が言の葉は心の泉より湧き出るものであり、それは真実の光と闇を備えている！」

「難しい言葉を使えば賢く見える──なんていかにもミニマム的な考えじゃないかな？　そうすることによる利益があるとするのならば、教えてもらいたいんだけど」

「ぐぬぬぬぅ……っ！」

　突然いがみ合う二人を横目に、僕はアイシャに問う。

「なにか、因縁が？」

「はぁ、ユーフォリアがこの領地に着いて早々、二人が揉もめちゃいまして」

　と、不和の原因がわからないとばかりに首をかしげるアイシャ。先ほどのやり取りを聞くに、ユーフォリアの独特な口調──というか、キャラ作りをからかいでもしたのだろう。ちょっと大人げないんじゃないかと思う。

　性格はともかく、今は彼女の能力が気になるわけで。僕は改めて、スマリと呼ばれた少女に向き直る。

「えーっと、スマリ、さん？　今日、この世界にやってきた駆け出し冒険者で、キイチっていいます。どうか、その技術を指南していただきたいんですけど」

「さて、それは君次第だよ。物覚えが悪い奴やつに付き合うほど、私も暇じゃないからね」

　のれんに腕押し、といった態度のスマリをけしかけるように、リゼがその背中を叩たたく。

「いいじゃん、協力してあげなよ。っていうかさー、アンタも採集しに行くなら、鉱石の一つや二つ掘ってきてくれない？　装備、全然強化できないじゃん。……まぁ、素材だけあっても今、職人いないからどっちみちムリなんだけど」

「鉱石を？　私が？　ツルハシかついでかい？　そんな泥臭い作業、脳筋のドＭどもにやらせておけばいいのさ。私が担うのは、もっとイノベイティブな役割だ。いまはその、準備期間ってところかな」

　どやぁ！　とキメ顔のスマリ。うわぁ……これはまた一人、厄介さんが増えましたね。

　嫌な予感がした。それを確定させるのも怖いのだけど、僕は尋ねてしまう。

「……参考までに聞かせてもらえると、君にとって『冒険』ってなに？」

　僕の問いにスマリは、ろくろを回すような動作を交えながら答える。

「自分磨き？」

「そんなことだろうと思ったよ！」

　決定。この人、あれだ。僕がいた世界だと、ス●ーバックスでＭ●ｃＢｏｏｋをタッーン！　してるような輩やからだ。想像してみたら、超似合う。

　関わりたくねぇ──心底そう思いながらも、彼女の持つ技術は魅力的であり、なんとか彼女の関心を惹ひこうとする。

「いやー、でもすごいよねー。モンスターやトラップの位置を把握できるなんて。自分の強みを生かした効率的な冒険の仕方、っていうの？　あこがれちゃうなー」

「そ、そうかい？」

　幸い、スマリはこちらに興味を持ってくれたようだ。妙な魅力を感じさせるつり上がった目を、はにかみ混じりに向けてくる。

　いい反応だ。このまま、たたみかけるのじゃーっ！

「もっと、君の技術が有用であることを伝えていくべきだよ。草や果物を取ってくるだけでなく、後進の育成。この土地にそういう貢献の仕方で携わるのもベターじゃないかな」

　イメージしうる限りの意識高い系を装ってみると、スマリはキツネ耳をぴこぴこ動かしながらまんざらでもなさそうにニヤけている。

「ま、まぁ、そう言われるのもやぶさかではないかな。……うん、ちょっとはロジカルシンキングができる人物のようだね」

　すました顔でコーヒーを飲んでいても、尻尾がぐるんぐるん回っている。こうかはばつぐんだ！　思ったよりチョロいぞ、この人！

　もうひと押し。手応えを感じた僕は、つい身を乗り出す。

「君の力で、領地復興の結果にコミットしてみない？」

　すぐそばにある、スマリの顔。目を見開いていたスマリは僕から目を逸そらし、カップの中身を口にしてから小声で尋ねてくる。

「……私にとってのメリットは？」

「講習一回につき、ここでの飲食費をこちらが持とう。なにより、教えるということで君自身のスキルアップにつながる」

　とりあえず、資材を充実させないことにはこの領地に未来はない。有能な人材を遊ばせておけるか、という話だ。なにを考えてこの少女がふらふらとしているかはわからないが、今は少しでも人材が欲しい。

　スマリは少し考え込むように佇たたずむと、やがて口を開いた。

「まぁ、ｗｉｎ‐ｗｉｎってところか」

「──って、いうことは」

　スマリは相変わらず、賢者めいて泰然としたまま告げる。

「私の技術を教えるよ。君のその、熱意に免じてね」

「ありがとう！　助かるよ！」

　にわかに盛り上がる僕たちだけど、スマリはそれに水を差す。

「ただし、君のギルドへの加入はナシだ」

「……と、いうのは？」

「気分屋でね。妙なしがらみに縛られるのが嫌いなんだ。いつも風が導くままに歩くのが私のスタイルさ」

　意識高いんならモチベの管理くらいしてほしいものだけど、この際ぜいたくは言うまい。僕は二つ返事でスマリからの提案を吞のむ。

「わかった。その条件でお願いするよ。さっそくこれから頼めるかな？」

　僕の依頼にスマリは、微笑する。

「これから、か。今はモチベーションが上がらないかな。うん、そんな日はコーヒーでも飲みつつ、他人の冒険を眺めるに限る」

「働け。勤労＆勤労！」

　リゼが背後から頭をはたこうとするが、それをひょいとかわすスマリ。僕は思わず、声を上げる。

「おおっ！　これが、気配察知！」

「ふふ。そういうことさ」

　と、ドヤ顔のスマリ。リゼはなにか物申したそうだったけど、その衝動をため息に変換して、こちらに向き直る。

「で、どうする？　なに買う？」

　予算と相談して考え込む。そうだな──

「じゃあ、ナイフと……草は、アイシャもユーフォリアも回復魔法使えるから必要ないか。このエーテルフルーツっていうのは、魔力を回復するもの？」

「そうなんだけど、回復量があんまり多くないっていうかさ。たとえば低級魔術の『ヒール』を使ったとするじゃん？　その消費分の回復をしようとすると、実を五個くらい食べなきゃいけない」

　五個。ピンと来ないな。戦闘中に回復する余裕があるものなのだろうか？

「それって、どれくらいの大きさなの？」

「桃が一番近いかな」

「お腹なかいっぱいかよ！」

　戦闘中にモグモグしてる余裕なんてあるわけないだろうが！　敵を前にして桃をほおばるアイシャやユーフォリアはかわいいだろうけどね！

「ちなみに、ジャムに加工すると効果が上がったり？」

　期待せずに問うと、リゼはどことなく自慢げな顔になる。

「美お味いしい」

「……そっか。おいしいかぁ」

『暁あかつきの翼つばさ』みたいな喋しやべり方かたになってしまった。

　放心しかけたが、ふと疑問がわく。

「この世界、砂糖って貴重品じゃなかったり？」

　異世界モノではたまにある設定なので確認しておくと、アイシャは首を横に振る。

「いえ。むしろ砂糖大根ビートとメロンがこの領地の特産品ですね。とはいえ、どちらも高値で取引されるのは確かです。父がその手配をしてくれていたおかげで、冒険者がぜんぜん来ないのに持ちこたえられてるところがあります」

「先代様には、頭が上がらないねぇ」

　しみじみ告げるリゼ。ふと気になって、僕はアイシャに尋ねてみる。

「そういえば、アイシャのお父さんってどんな人だったの？」

「パパの話を聞きたいんですか!?」

　ナイターの照明みたいな笑顔が向けられた。リゼは隣で「あちゃー」と顔を覆っているし、スマリは音もなく席を立つ。

「一つ、教えておこう。空気に同化し、職場の飲み会からいつの間にかいなくなっても気づかれないほどに存在感を薄める。これが、気配遮断だよ」

「あぁ！　ムダにカッコいいフェードアウトしやがって！」

　残像を残しつつ消えるという、高度なテクニックだ。後で絶対教えてもらおう。

　ユーフォリアもその真ま似ねをして後をついていこうとするが、アイシャに肩をつかまれる。そうか……気配遮断をしていないと、あぁなるのか。

「くぅ……！　吞のみこまれるのか！　バベルの渦に！」

「パパの冒険はまず、ここではない別の大陸から始まります」

　その語り口に、僕は前にいた世界のことを思い出す。

　これ、校長の話みたいに長くなるやつだわ。
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　予想通りアイシャの話は長かったけど、退屈というわけではなかった。

　まだ見ぬ世界を求めて、巡り歩くアイシャパパ。謎の文明が眠る遺跡や極寒の山岳。冒険の舞台は様々だったけどなにより僕を興奮させたのは──

「あの樹きを登ったぁ!?　樹って、めちゃくちゃ自己主張してるあのクソデカい樹のことだよね!?」

　僕の反応を喜ぶように、アイシャは顔を綻ほころばせる。

「はいっ。世界中のどこからでも見えるので、『世界樹』と呼ばれる、多くの冒険者が目指してきたあの樹のことです！　最初はこの『終しゆう焉えんの地』の目印でしかなかったのですが、その頂に至ろうというのがパパ──あ、いえ、父がしてきた冒険の中でも最大のものなんですよぅ！」

　誇らしげなアイシャには悪いけど、とても信じられない。アイシャが語った樹というのは他でもない──僕が《戯迷宮ランド》から脱出したときに目にした、植物どころか建造物めいたアレのことだ。

　あの巨大な樹の頂上で待っているもの。それはいったいなんなんだろう？

　それを考えて僕は興奮し、なんとなくこの世界の人たちの考え方を理解する。

　これが、『冒険』か。わくわくして、僕は身を乗り出す。

「そ、それでっ、その樹の上に待っていたものは!?」

　僕の問いに、アイシャはいたずらっぽい笑みを向ける。

「ふふっ、なんだと思います？」

「なんだろう？　その冒険の物語を聞く人の笑顔、とか？」

　アイシャの流儀に合わせて答えると、思った以上に感動された。

「素晴らしい！　不正解ですが、わたしとしては正解にしちゃいたいくらいです！」

　きゅんきゅううん！　と両りよう頰ほおに手を当ててくねくねするアイシャに、僕は促す。

「で……正解は？」

　我に返ったアイシャは、穏やかに告げる。

「この領地です」

「ん……？」

　あの世界樹を登ったことによって、この領地を手に入れたということだろうか？　意外と俗っぽいというか、ロマンとはちょっと離れた話なので肩すかし。そういうことじゃなく、冒険の末に出会ったものについて知りたかったんだけど──

　そう思っていると、アイシャは父を誇るように続ける。

「いい景色だったと、父は語っていました」

「……」

　声を失う。あの巨大な樹きの頂上に上り詰めるほどの偉業を成し遂げておいて、感想が『いい景色だった』──か。

　なんというか……超カッコいいんですけど！　僕も、言ってみたい！　ドヤ顔で、語ってみたい！

　なれるだろうか？　僕も、そんな存在に。

　そんなことを考えていると、カウンターの上にあったステッキが点滅を始めた。リゼはそれを手に取りつつ、その先端をスクリーンに向ける。

「お。『暁あかつきの翼つばさ』が《戯迷宮ランド》に着いたみたいだよ」

　はっ、として僕は振り返る。さっきからずっと、あの冒険者たちの言い残した言葉が気になっていた。

『本物の冒険』

　固唾かたずを吞のんで、始まりを待つ。どうやったらこの領主がプロデュースする鬼畜《戯迷宮》でエンターテインメントを繰り広げられるのか──未知のものに、わくわくしてくる。

　壁に映る映像が切り替わる。それを見た僕の第一印象は、

「あれ？　さっき僕がいた《戯迷宮》と違う？」

　僕が出てきた、遺跡みたいな《戯迷宮》ではなく、時計塔らしきものの足もとに彼女たちはいた。僕の疑問にアイシャは、おもちゃを自慢する子供のように無む垢くな笑顔で答える。

「はい。現在、この領地には三つの《戯迷宮》があります。『暁の翼』が選んだのは最新にして最難関、『黄昏たそがれの時計塔』。探究心を忘れない、冒険者の鑑かがみですね！」

「街から一番近いし、一刻も早くキミに冒険を見せたかったんだろうね。まぁ、確かにそこを見せるのが最適かな」

　と、リゼも告げるがなにやらその表情には苦々しいものが見える。その意味を知るのに、時間はかからなかった。

『いくぞ！』

　スクリーンの中では、リーダーらしき青い髪の少女の号令に、白と黒の魔導士が付き従い、《戯迷宮ランド》に踏み込む。

　次の瞬間、三人はまとめて、脈絡なく壁から飛び出してきた丸太で潰つぶされていた。

　映像魔術ビジヨンとやらが切れたのか、砂嵐になるスクリーン。あっという間の出来事に僕は呆ぼう然ぜんとするしかなかった。片やアイシャは、誇らしげに目をキラキラさせる。

「この《戯迷宮》は、一歩床を踏み間違えるとトラップが発動するギリギリ感が売りなんですよ！　最初の一歩で死なれてしまったから見せられませんでしたけど、あれ、進んでも進んでも、ずーっと緊張感が続くんです！　きゅんきゅんしますねぇ！」

「いや、おかしいでしょ!?　そんなストレスかかる冒険、したくないよ！　これじゃ冒険者も寄りつくはずないっていうかさぁ！」

　視聴者からは「いつもの」「伝統芸能」「親の顔より見た光景」なんてコメントが寄せられてるし！　やっぱりこれがこの領地クオリティかよ！

　財政赤字になるのも納得だ。だれも、こんな《戯迷宮》に行きたくねぇ。さっき僕がいた《戯迷宮》も、モンスターの殺意がひどかったし。

　僕の反応にアイシャは、自信なさそうに指をつんつんしながら横に視線をやる。

「そ、そうでしょうか？　ユーフォリアはどうですか？」

　それまで他人事のように、カップを両手で抱えてミルクを飲んでいたユーフォリアは、アイシャと目を合わせないようにしながら、小さく震えだした。

「あ、あそこに行くのはちょっと……」

　ユーフォリアがまともで本当に良かった。これでユーフォリアまで笑顔厨ちゆうだったら完全に詰んでいただろうけど、まだ希望が持てる。

　それに、アイシャの《戯迷宮》のさらなる欠点を僕は告げる。

「即死するようなトラップじゃ、アイシャの言う『笑顔』にはならないでしょ。希望を与え、それを奪う。それがこの領地のサービスだろ？」

「もっと先まで行けば、希望要素もあったのですが。もうちょっとでゴールできるという最上階まで来ると、ランダムで落とし穴が開いて入口に戻されるんです」

「うん、ストレスたまるだけだからやめようね！」

　そんなクソ以外のなにものでもないトラップが実装されてしまうというのは、クリエイターとユーザーの間で認識の齟そ齬ごでもあるんだろうか。不思議ですね。
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　すっかり冷めてしまったミルクを飲み干すと、僕は立ち上がる。

「じゃあ、僕たちも行こうか」

「いよいよ、ですね！」

「叙事詩に新たなる一ページを刻もうぞ！」

「行ってらっしゃーい」

　と、リゼに見送られて僕たちは『煌こう々こうたる甘あま瓜うり亭』を後にし、店の外に繫つないでおいた巨鳥にまたがった。

　いつの間にか日は沈んで、夜になっていた。さて、アイシャの話によれば、三つの《戯迷宮ランド》がこの土地にあるとのことだ。僕が最初に召喚された遺跡と、先ほど映像魔術ビジヨンで見たトラップだらけの時計塔。となると──

「もう一ヵ所、《戯迷宮》があるんだよね？　そこに行ってみようか」

　僕の提案に、アイシャは潑はつ剌らつと声を弾ませる。

「残る《戯迷宮》、『渺びよう茫ぼうの樹海』こそ冒険初心者に訪れてほしいところなのですよっ！　あそこならきっと、キイチ様もご満足いただけますっ！」

　なにやら確信めいたものがある言葉だったが、これまでに体験したり見てきたりしたものがものなので、期待は薄い。とりあえず、ハードルを限界まで下げておいてアイシャの案内に任せた。

　夜道でも迷うことはなく、巨鳥は僕たちを運ぶ。休憩を挟みつつ進み、《戯迷宮》の入り口にたどり着いたのかアイシャは巨鳥を御して、その背から降りる。僕もそれに続き、しげしげと《戯迷宮》を眺めた。

　樹海、とアイシャが言った通り密集した木々が濃い闇の向こうに感じられる。このままじゃ進めたものじゃない。明かりをつけようと僕がスマホを取り出しかけると、

「ではユーフォリア。お願いします」

「任せよ──映像魔術・起オ動ン！」

　ユーフォリアがステッキを手にしてそう唱えた途端、一帯が明るくなっていく。闇に包まれていた舞台は徐々に、夜明け前くらいの藍色の世界に染まった。

　映像魔術には、こんな効果もあるのか。たまげる一方で、ふと疑問を覚える。

「僕たちがこれから冒険を始めますよ、っていうのは他の人たちに伝わるものなの？」

　冒険してても、それを知らせる手段がなくては意味がない。そんな不安に、アイシャは頼もしげに解説する。

「映像魔術の発信によって、受信側に通知が行くようになっているのですよ。リゼさんのステッキが点滅していたアレです」

「あぁ、なるほどね」

　そういえば、なんか光っていた。

「ちなみに、視聴者数は？」

　自分がどれだけ注目されているのか、気にならないわけがない。そわそわと尋ねると、アイシャがユーフォリアに促す。

「ユーフォリア。視聴者数を出してもらえますか？」

「心得た」

　光の軌跡が目前に走り、数字を記す。空間にふわりと浮かぶ数字は、『２』──

「『２』ってぇえええ！　そんなに注目されてないの!?　この土地の冒険！　やっぱり無理だよ！　この土地を復興させるなんて！」

「まだ配信したばかりですし、ここからです！」

　どこまでも力強く断言するアイシャに影響されて、僕は正気に戻る。

「そ、そうだね。早計だった」

　取り乱したことを恥じながら、疑問を抱く。はて？　視聴者の一人はリゼだとして、もう一人は誰だろうか？　こんな不人気な土地の冒険を気に掛ける酔すい狂きような人間が、たまたまいたとでも？

　この世界がどれだけ広いか知らないけど、まぁ、いるのかもしれない。思っている一方で、順調に増えていくコメント。『銀髪の子かわいい！』『かなり推せる』『今年の冒険者ランキング一位、ありえるんじゃないかな』と、ユーフォリアを称たたえるものばかりで、当の本人は恥ずかしげにしゃがみこんでしまう。

「はうぅ」

「照れなくてもいいじゃん！　さっそくファン一号、できたんだからさ！」

「そうですよ！　ほら、ユーフォリア！　ピースですよ、ピース！」

　からかうつもりではなく、全力で喜ぶ僕たちだったけど、ユーフォリアは顔を上げようとしなかった。

「……違う」

「「え？」」

　首を傾かしげる僕たちに、ユーフォリアはぷるぷると肩を震わせたまま、蚊の鳴くような声で告げる。

「……これ、お母さんだ。コメントのパターンで分かる。いつも、お母さんが誰か推す時のコメントだ」

「身内からのステマかよ、これ全部！」

「うぅ……やめてほしい」

　思春期だし、親の過度な応援が恥ずかしいってのはあるよね。

　執しつ拗ようなステマに耐えられなくなったのか、ユーフォリアはコメント欄を消す。しかし……冒険して再生数稼ぐとか、ユーチューバーかニコ生主になった気分だな。異世界までやって来てやることが、動画配信かよ。

　内心、複雑な気分の僕に、アイシャが呼びかけてくる。

「では、行きましょうか」

「う、うん」

　アイシャに促されるまま《戯迷宮ランド》に踏み込む。ワクワクというよりはハラハラが止まらないわけだけど──

「とりあえず僕が先に行くから、二人は後からついてきて」

　警戒して進む。先ほどの《戯迷宮》とコンセプトが違うのか、いきなりトラップに襲われるということはなく歩みを進めていく。

　その後も罠わなはなく、たまに植物系のモンスター（歩くキノコとか）が出てくるくらい。拍子抜けというか退屈というか、警戒しすぎているのが滑こつ稽けいな道中だった。

　順調な進行に、「いけるんじゃね？」と希望が持てる。視聴者数は相変わらず少ないけど、クリアできたという事実がこの《戯迷宮》への注目を生んでくれるだろう！　そしたら冒険者もこの土地に集まってきて、僕は晴れてお役御ご免めん。冒険なんて危険なことはせず、街の入り口で街の名前を告げるご隠居になるんだ！

　幸せな夢がどんどん広がっていく。モチベの上昇が止まりませんわ、これ！
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　それから何日、攻略を進めただろうか？

　進めども進めども、進展がみられない。マッピングをしているが、ゲームでよくある『迷いの森』みたいなループ地帯にはまっているとかじゃなく、単純に広いのだ。

　さすがに不安になった僕は、アイシャに尋ねてみる。

「アイシャ。ここのマップって、どうなってる？」

「極秘です」

　ということは、知らないわけじゃないってことだ。大事なことなので、いつもより根気強く頼みこんだ。

「冒険者じゃなく、この領地の運営に携わる立場として確認したい」

　アイシャは眉み間けんに皺しわを寄せ、うつむいたり逆に天を仰いだりすると、やがて両肩の力を抜いた。

「……しょうがないですね。こんなのは、反則なのですが」

　と、アイシャは武器の柄つかの部分を開くと、指先で挟めるくらいの妙な立方体を取り出す。キャラメルを思わせるそれを、アイシャの細い指がもたもたと展開していき──

　やがてそれは、一つの地図になった。それはいいんだけど、

「広すぎでしょ、これ！　なんでこんな《戯迷宮ランド》にしちゃったの!?」

　地図を開いた結果、四畳半くらいの大きさにまでなったんですけど！　僕の部屋くらいなら覆い尽くせるよ、これ！　オシャレなカーペットにできちゃう！

　アイシャは「えへへぇ」と責めるのがためらわれるような笑顔で答える。

「できるだけ長い間、冒険をしていただけたら、と」

「限度！」

　僕の指摘を後押しするように、ユーフォリアは儚はかなげに告げる。

「一回、帰る。お風呂入りたい……」

　それにアイシャは、ぽんと手を打つ。

「《戯迷宮》内に、温泉施設を造るんですね！　ナイスアイディアです！　新しい！」

「それはたしかに、アリかもしれないけど！」

　そのアイディアはいったん置いといて、自作の地図とアイシャの地図を見比べる。比較するに僕らが今いる場所は──

　その事実に戦慄した。それを認めたくなくて──否定してもらいたくてアイシャに問う。

「あの……まさか、まだ、二割にも達してない……？」

　何日も歩き通してきたのに？　震える僕にアイシャは、満面の笑みで答える。

「二割だなんて、とんでもない！　その気になればこの戯迷宮に永住できるようにしてありますよ！　無限に冒険ができるとか、夢みたいですよぅ！」

　即断即決。今の備えで攻略するのは不可能だろうとして僕は告げる。

「よし、帰ろう！」

　僕の提案に、アイシャは声を裏返らせて言い返す。

「えぇ!?　な、なんでですかぁ!?」

「なんでもなにもないよ！　用意が足りないっていうか、このままじゃ全滅不可避！　嫌だよ、僕は！　二人の死体引きずって街まで戻るとか！」

「そんなぁああああああああ！　お願いですよぅ！　もっと奥まで！　ねぇ！」

　半泣きで縋すがり付ついてくるアイシャには悪かったが、気持ちは変わらない。

「ユーフォリア。結局、視聴者数は？　トータルで出せるなら、そっちで」

「うむ」

　僕の呼びかけに応じ、ユーフォリアは消していた視聴者数を映し出す。ステッキの先端が向けられる先にドキドキしていると、だ。

　そこに浮かぶ数字を、ユーフォリアは呆ぼう然ぜんと口にする。

「よんじゅう、はち」

「……マジか」

　けっこう長期間潜っていたと思うのだけど、それでなおこの数字。リゼの酒場で見た冒険なんかは、四ケタに届いていたというのに。ついでに言うとコメント欄のほとんどはユーフォリア母のものだった。

　僕とユーフォリアの間に立ち込める、暗い雰囲気。

　それを吹き飛ばすように、アイシャが身を乗り出した。

「五十人まで、あと少しじゃないですか！　お二人が来てくれたおかげですよ！」

　その笑顔のまぶしさに、僕もユーフォリアも何も言い返せなくなってしまった。

　……いや、でも、二桁って。どうなの？　実際のところ、こんな状況でクリアして注目集まるの？

　想像以上にこの領地は詰んでいる。考えれば考えるほど悪い方向に行きそうになるので幼児退行したくなる。僕もう、考えるのやめゆ！
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　と、いうわけにはいかなかった。

「広すぎなんだけどマジ！」

　風呂に入ってから、最初に連れてこられた応接間にて作戦会議というか反省会。開かい口こう一番、僕はそう告げていた。

　議題はもちろん、先ほどまで潜っていた『渺びよう茫ぼうの樹海』について。さっそく僕は、息を吸い込むと一いつ気き呵か成せいにまくしたて始める。

「ありえなくない、あの広さ!?　遠いよ、ゴールが！　歩いても歩いても、かなり先にあるんだよ、ゴールがさぁ！　どうなの、これって!?」

　予想通りというかなんというか。

　僕の迫真の糾きゆう弾だんに涙目になったアイシャは、指先をつんつんしながら告げてくる。

「ですが、この《戯迷宮ランド》のアピールポイントはなんと言っても広さ──超巨大《戯迷宮》という肩書きなのではないでしょうか？」

　アイシャにとって、譲れないポイントらしい。たしかに『世界最大』とかいう売り文句に惹ひかれる冒険者もいるだろう。実際は、ただ広いだけのコピペ繰り返したような《戯迷宮》なんだけど。

　さらに、アイシャはご機嫌な調子で続ける。

「それに、広いということがわかれば対策は簡単です。長期の冒険に耐えられるだけの備えをしていけばいいだけじゃないですか」

「いいや、無理だね！　あの《戯迷宮》の規模を考えると持ち込みだけじゃどうにもならないっていうか、そもそも店で売ってるアイテムが草と桃しかないんだよこの領地！　なんかもっとこう、さくっとクリアできる《戯迷宮ランド》はない!?　とりあえず、クリアできるってことをアピールしたい！」

　僕の懇願にアイシャは、朗らかに顔を綻ほころばせる。

「さくっと、ですか。でしたら、『ロッカ遺跡』はどうでしょうか？　キイチ様が初めて来られた《戯迷宮》です」

　初めて来られた──そう言われて、散々な記憶がよみがえる。

「あそこ!?　いや、無理無理無理！　死ぬよ、僕は!?　いや、不死かもしれないけど死ぬような目にあいますよ何万回だって！」

　みっともなくわめいたけど、アイシャの態度はまるで揺るがない。

「まぁまぁ。今回はわたしたちもいますから。ねぇ、ユーフォリア」

　アイシャから呼びかけられるユーフォリアだが、その顔は神妙そのものだ。

「我が威を示すのはやぶさかではないが、『世界』からの視線がこの地に収束しない事象はいかにせん？」

「あー、うん。たしかに」

　視聴者数が少ない件はどうする、というユーフォリアの指摘はもっともだ。クリアをしたとしても、その冒険を見てくれている人が少なければ宣伝効果は見込めない。『あのクソ難易度《戯迷宮》をクリアした冒険者がいるらしい』と口コミになれば多少は興味も持たれるだろうけど、どうせならばリアルタイムでクリアの瞬間を見てもらいたい。

　零細領地、無名の冒険者が一気に注目を集める方法。そんな都合のいい手段なんてあるわけが──

　いや、待てよ。……ないこともない、か。

　でもやっぱり、できれば使いたくない。いや、リスクは高いけど、やらずにジリ貧で衰退していくよりは──

　僕はごちゃごちゃした思考をまとめるように一つ、嘆息する。出した結論は、

　──やってみるしかない、か。

　腹をくくった。アイシャたちに向かって口を開く。

「行ってみよう。その《戯迷宮》に」
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　そんなことで会議はお開き。夜も遅いということで出しゆつ立たつは翌朝となった。

「館の、お好きな部屋をお使いください」

　と、アイシャが言うので南向きの窓を持つ一室を使わせてもらうことにした。ベッドにテーブルだけという、ビジネスホテルめいた殺風景な部屋は長い間使われていなかったのか、少し埃ほこりっぽい。

　掃除しなきゃなぁ、と思いつつ寝転がった久しぶりのベッドは、すぐに僕を眠りに誘いざなう。例の計画について考え直す間まもなく、気づけば朝になっていた。

　朝食を済ませるとさっそく例の《戯迷宮ランド》に赴く。《戯迷宮》の難易度といいこれからやろうとしていることといい、僕の気を重くさせる要素ばかりだったのだが隣を歩くアイシャは遠足に行く小学生のような笑顔だ。

「『ロッカ遺跡』の特徴は、なんといっても戦闘っ！　強いモンスターとの、歯ごたえのあるバトルを提供するのが売りです！」

「そう」

　喜々として告げるアイシャには悪いが、戦闘能力を持たない僕としては、どうしても塩対応になる。とりあえず、入ってみよう。

　……と、その前に。

「ユーフォリア。コメントと視聴者数、出してもらえる？」

「心得た。映像魔術ビジヨン・起オ動ン！」

　ユーフォリアがステッキを振ると、ホログラムのように浮かぶコメント欄と視聴者数の数字。視聴者数は29とかなり厳しかったが、わざわざこの冒険を見ていてくれる人たちに僕は呼びかける。

「えー……どうも。異世界出身、サカキ・キイチです。今日は、ニームレス領の『ロッカ遺跡』に来てるわけなんですが」

　これを告げたらもう後戻りはできない。手のひらに嫌な汗がにじむのを感じたが、僕は小さく息を吸い込んで続ける。

「誰も攻略できてないこのクソ雑ざ魚こ《戯迷宮》を、さくっとクリアしちゃいたいと思います。見逃したら損ですよー」

　策があるわけじゃない。ぶっちゃけ、ただのはったり──というか、挑発だ。

　この程度の《戯迷宮》もクリアできないの？と世界中の冒険者を煽あおることで、注目を集める。すなわち目的は、売名！　炎上マーケティングって、この世界にあるのかな？　なかったとしたら、僕がそのパイオニアだ！

　再生数の伸びは鈍い。まだフックが弱いか。

　そうなると、奥の手を使うしかない。

「クリアできなかった暁には、この二人が僕プロデュースの異世界ドスケベ衣装で領地の宣伝をします」

「「えぇええええええええ!?」」

　突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出した僕を、二人は両側から責める。

「キ、キイチ様!?　なぜそうなるのですか!?」

「わたし、きいてない！」

「いきなりこんな世界に呼び出されたんだよ、僕は！　ちょっとした役得くらい欲しいっていうかむしろ無条件でドスケベ衣装の歓待を受ける権利があるところ、クリアできたらそれを免除してやろうって慈悲深さを見せてるんですけぉおおお！」

　たまっていた鬱うつ憤ぷんが爆発して奇声をあげているうちにウワサが広がったのか、再生数が見る見るうちに跳ね上がっていった。エロは偉大だ。冒険だけが娯楽のこの世界でも、それは同じである。

　コメントも続々寄せられるわけだけど、

『最初からそうしろ！』『失敗してください！　払うから！』『死ねぇええええ！』

　その多くが、僕たちの失敗を望む声だった。この世界の人間、びっくりするほどモラル低いな！

　止まらない呪じゆ詛そに空そら恐ろしさを覚えつつも、いよいよ《戯迷宮ランド》に踏み込む僕たち。なんとなく記憶を頼りに奥を目指すと、思った以上に順調に進む。戦闘は本当にアイシャとユーフォリアがなんとかしてくれたので、僕の仕事はマッピングくらいだ。

　攻略の間も頻ひん繁ぱんにコメントをチェックするわけだけど、極めて目立つものがある。

『ユーフォリアちゃんマジ天使』『やはり天才か……』『あぁ～心がぴょんぴょんするんじゃ～』

「……お母さん、今日も絶好調みたいだね」

「出発前に、やめてって直接言ったのにぃ……っ！」

　からかったつもりじゃないのだけれど、ユーフォリアは耳まで真っ赤になって羞恥心に耐えている。逆にそういう反応が他の視聴者の心にも響くのか、反応は上々だ。いいぞ！　もっと辱はずかしめてやろうよ！

　そんな邪よこしまさを罰するように、飛んできた矢が僕のこめかみを貫いた。

「ぐえーっ！」

　見れば、リザードマンの弓兵が、集団でこちらを狙っている。狭いダンジョンだけに逃げ場がなく、僕の体に矢が刺さっていく。

「痛っ！　これ、痛っ！　どうするの!?　っていうかお前らマジいい加減にしろよ！」

　モンスターたちに向かって叫んでいる間にもぷすぷす、ぷすぷす追加される、おびただしい矢の数々。おかげで激しくパンクみたいな格好になってるじゃないか！

　いったん、退こうか。いっそ公約通りアイシャたちにドスケベ衣装を着てもらうというのも一つの手段だ。

　そう思った直後、僕の横を金色の疾しつ風ぷうが横切った。

　それは矢の雨をすり抜けて、一瞬で弓兵たちの前に到達。次の瞬間には、凶悪なフォルムの金かな棒ぼうで彼らは血煙と化していた。

　あっという間の出来事に声もない僕とユーフォリアに、アイシャは金かな棒ぼうを肩に担いで笑いかけてくる。

「ちょっと、わたしも目立ってみたくなっちゃいました。えへへぇ」

　Ｖサインを掲げたその笑顔はまぶしくて、

　最初から本気出せや、というツッコミがすぐには出てこないくらいだった。
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　ほどなくして僕たちは、件くだんのドラゴンの部屋の前までたどり着く。

　ドア越しに伝わってくる禍まが々まがしい気配に、自然と苦虫をかみつぶしたような顔になった。またきっと、炎の息ブレスで黒焦げにされるんだろうなぁ。死なないけどめっちゃ熱くてイヤなんだよなぁ。

　そんなことを言っていても仕方ない。僕は仲間たちに振り返る。

　緊張で喉のどが渇く。戦闘が売り、というわりにはここまでのモンスターは拍子抜けにもほどがあったが、あのドラゴンを相手にアイシャたちの力がどこまで通じるか──唾つばを飲み込んでから、僕は尋ねた。

「──二人とも、準備はいい？」

「はい」

「笑止千万」

　目を閉じて深呼吸を一つ。ゆっくりと息を吐き出してから目を開くと、僕はドアを押して自身を鼓こ舞ぶするように声を上げる。

「行くぞ！」

　ドアを開けると、すぐ目に入る威い容よう。ドラゴンはあいさつ代わりと言わんばかりに口を開き、炎を噴き出す。

「『フォローウィンド』！」

　ユーフォリアの詠唱とともに背後から風が吹き荒れ、炎を押し返した。また、僕も風に押されるまま突っこむ。できれば目を狙いたいところだったが、加速がつきすぎて手元が狂う。結局、ナイフはドラゴンの鱗うろこに弾はじかれ、傷一つつけることができなかった。

　すぐにその場から離れる。次の瞬間、さっきまで僕がいた場所を炎の息が焦がした。

　さらに、爪の追撃。避よけきれずに切りさかれるが僕は、加護のおかげで一命を取り留め、虹色の血を流しながら絶叫する。

「アイシャ！　やっぱりこれ、無理だよ！　無理無理！　普通の冒険者、死んじゃう！　殺されちゃう！」

　僕の呼びかけに、アイシャは戸惑いを含んだ声で返す。

「で、ですが、父はソロでこれを倒したと！」

「そうか！　うん！　ちょっと後で、話し合おうか！」

　なんとなく「そうじゃないかなー」くらいに思っていたけど、ようやく確信を得た。なぜ、アイシャの造る《戯迷宮ランド》がこんなにも無む茶ちや苦く茶ちやで、理不尽なのか。

　絶望から這はい上あがるからこそ得られる笑顔、というコンセプトもあるのだろう。それに加えてアイシャの想定する冒険者の基準は、父上なんだ。

　あの世界樹の登頂を果たすほどの冒険者。当然、並の力量じゃないだろう。それを基準にされたら、大概の冒険者はひとたまりもない。

　余計なことを考えている暇はなかった。ドラゴンが前足を振り上げ、ユーフォリアから注意を呼び掛けられる。

「眷けん属ぞくっ！」

　──間に合わないっ！　残念ながら、もう一回やり直し。あっけらかんと覚悟を決めたつもりだけど、

（やっぱ、怖ェ……っ！）

　死ななくなったからといって、恐怖がなくなったわけではない。依然、生きようという本能は残っている。

　嫌だ。死にたくない。嫌だ、嫌だ、嫌だ……っ！

　何とかして生き残る道を探そうとする。考え付くそのすべてが僕の死を示していて、身動きが取れなくなる。

　終わりだ。このまま叩たたき潰つぶされて、また虹色の血を噴き出し、カートゥーンみたいにぺらぺらにされる。

　その覚悟を決めた瞬間、




「──ねぇ。あんた、お兄ちゃんになにしようとしてるわけ？」




　頭上から降ってきた人影が、ドラゴンの首を薙なぎ払はらった。

　たぶん、ドラゴンは自分が死んだことにすら気づいていないだろう。大鎌デスサイズによる一いつ閃せんは、それくらい鮮やか過ぎた。

　噴き出る鮮血。闖ちん入にゆう者しやに声を失う仲間たちだが、僕はそれ以上の衝撃を受けていた。

「な、なんで、君が……」

　なぜかってそれは、雨の様に降り注ぐドラゴンの血を浴びながら大鎌を担いで笑いかける少女が──

「来ちゃった」

　僕が異世界への転移を望むきっかけとなった張本人──仔猫キテイちゃんだったからだ。
















３．スクラップ＆ビルド






　かつて僕は、メンヘラから逃れるために異世界への転移を願い、それは果たされた。

　思ったのと違う異世界生活だけどそれなりに順応し、楽しめるようになってきたつもりだった。

　それなのに──

「来ちゃった」

　来ちゃった、としか言いようがない。

　振り切ったと思った災厄が、僕の目の前に現れていた。

「キ、仔猫キテイちゃん？　どうして君、ここに──」

　ボブ風にカットしたふわふわの髪。小さな体をセーラー服に包んだ『自称』妹は、その目を細める。

「どうして？　またまた冗談が好きね、お兄ちゃんは」

「や、お兄ちゃんじゃないんだけど」

「は？」

「あ、いえ、お兄ちゃんでいいです」

　久しぶりだったせいで、一日に一回の否定権をさっそく使ってしまった。ウカツ！

　……イヤ、ていうか、マジなんでここにいるの？　なんで来ちゃったの？　僕と同じように『呼ばれた』の？

　そう思ってアイシャたちを振り返ると、言葉に出さずとも疑問が伝わったのか二人とも首を横に振る。……え？　じゃあ、なに？　この子、自力でこっちの世界に来たの？

　背中から嫌な汗がどんどん出てくる。それなのに仔猫キテイちゃんは、得体のしれない笑顔で告げる。

「どうしてって、そんなの決まってるでしょ？　あたしとお兄ちゃんは、ずーっと一緒なんだから。まさか、こんな遠くにまで行ってるとは思わなかったけど」

　遠く、って。仔猫ちゃんにとっては異世界ですら、そんな扱いなのかよ。

　どうなってるの、と僕をこの世界に呼び寄せた張本人ユーフオリアに目線を送ると、なにやら白目をむいていた。

「あ、ありえぬぅ……召喚されることなく、異界の人間が渡ってくるなど！」

　ガクガク震えるユーフォリアに対し、仔猫ちゃんは小首を傾かしげてあっけらかんと告げる。

「え？　お兄ちゃんを追いかけてきただけよ？　簡単でしょ？」

「莫ば迦かなぁあああああ！」

「そう？　お兄ちゃんを転移させた魔法陣を解析したら、向こうからこっちに来る術式の構築なんて、ガンプラ組み立てるよりも簡単だったわよ？」

「『がんぷら』がなにか知らぬがぁああああ！　我、渾こん身しんの術式をこうもあっさりと再現されるなどぉおおおお！」

　よくわからないけど、ユーフォリアにとってはよほどショックなことだったらしい。頭を抱えるユーフォリアをスルーして仔猫ちゃんは僕に歩み寄ってくる。

「そんなことはどうでもいいのよ。せっかくだから、お兄ちゃんの助けになるものを持ってきたわ！」

　異世界に来た手段を「そんなこと」で済ます仔猫ちゃんにはさすがとしか言いようがないけど、僕は『助けになるもの』に食いついた。

「なになに!?　小火器とか!?」

「ふふーん。ざーんねん。でも、きっとお兄ちゃんがもっと恋焦がれていた──」

　意気揚々と仔猫ちゃんが取り出したのはタッパーに詰まった、

「味み噌そよ」

　味噌だった。

　味噌以外の何ものでもなかった。

「これで、こっちの世界でも豚汁を作ってあげられるわ！」

「あ……うん、でかした」

　たしかに、リゼの料理がおいしいんで忘れてたけど味み噌そや醬しよう油ゆといった、日本人の魂に響く味がこちらの世界にはなかった。大豆自体は『煌こう々こうたる甘あま瓜うり亭』のメニューにもあったし、開発するのもアリか。

　でもね、持ってくるにしてももっと、別にあるんじゃない？　よりにもよって、味噌って。精神的ダメージが大きかったのか僕のところだけ、画風が細くて儚はかない感じになってしまってるじゃないか。

　ちょっとした大気の揺らぎにすら耐えられずゆらゆらしていると、視線に気づく。はっ、とするとアイシャたちが距離を取ってこちらに冷たい視線を送っていた。

「あれって、その……アレですよね？」

「やばい……アレをタッパーに詰めて持ち歩いてるとか、完全に理解を超えてる」

「待った、異世界人ども！　ありがちな誤解をしているんだろうけど、これはれっきとした僕の世界のおいしい調味料だ！　決して、君たちが思っているようなものじゃない！」

「「ほんとぉ？」」

　二人そろって、疑わしげ。これだから、異文化交流というやつは。

　僕がため息をついていると、仔猫キテイちゃんが苦笑交じりに提案してくる。

「せっかくだし、ご飯にする？　お味噌のおいしさ、味わってもらおうじゃないの」

　その心遣いはありがたいけど、それを阻はばむ問題がある。

「でも、調理器具とかないんだよね。鍋でもあれば話は別だったんだけど」

「そうね……あ、じゃあ、こうしましょ。ちょっとこのドラゴンの肉を拝借して、っと」

　大鎌デスサイズを振り回して、ざっくざっくとドラゴン解体ショーを始める仔猫ちゃん。サバイバル力が高くてなんとも頼りになる。

「ナンコツもあったほうがいいんだけどドラゴンのナンコツってどこかしら？」

　首をかしげる仔猫ちゃんに、アイシャはドラゴンの関節を指さす。

「あ、ここです」

「ありがと」

　と、作業を再開する仔猫ちゃん。あっという間に、ドラゴンがお肉になっていた。

「お肉とナンコツを叩たたくんだけど、あたしの武器じゃやりづらいわね。そうだ、お兄ちゃん。そのナイフ貸して」

「う、うん」

　ナイフを渡しつつ僕は、仔猫ちゃんの見れば見るほど禍まが々まがしい大鎌について尋ねる。

「仔猫ちゃん。この武器、どうしたの？　セーラー服に大鎌とか、クールジャパンみたいなことになってるよ？」

「貸してもらった」

　親切な冒険者でもいたのかな？　そんなわけありませんね。

　僕は、アイシャに横目を送る。その意図を汲くみ取とったのか、アイシャは戸惑いつつも僕の疑問に答えてくれる。

「レアモンスターのドロップアイテムなのですが。ドラゴン以上に強く、出会ったら事故、みたいな」

「うん、その人がね。『どうぞ』って」

　現実とどれほど乖かい離りしていようが関係ない。仔猫キテイちゃんがそうと思えば、彼女の中では『そう』なのだ。

　アイシャたちは仔猫ちゃんではなく、僕に『どういうこと？』みたいな視線を送ってくる。もはや仔猫ちゃんとのコミュニケーションを諦あきらめているらしい。

「……まぁ、こういう子なんで」

「な、なるほどー」

「そう、であるか」

　仔猫ちゃんがどういう人物か、わかってもらえたようだ。二人とも、僕を気の毒に思うような顔をしている。

　仔猫ちゃんは捌さばいた肉をミンチにしていくと、さらに調理を進めていく。

「さっき摘んだこのいい匂いのする葉っぱも混ぜて、骨を串代わりにして叩たたいた肉を棒状につけて……あ、いけない！　火、起こさなきゃ！」

「わ、我が起こそう」

　と、ユーフォリアが詠唱もなしに焚たき火びを生み出す。その手際に仔猫ちゃんは、目を輝かせた。

「あ、これが魔術ってやつね！　すごいわね、こっちの世界の人は！」

「た、大したことではない」

　まんざらでもなさそうなユーフォリアだが、僕は仔猫ちゃんに苦笑する。

「いやいや。仔猫ちゃんも魔術、使ったでしょ？　僕を追いかけてきたっていう」

　僕の指摘に仔猫ちゃんはしばらくぽかんとしてから、ようやく得心がいったように手を打ち鳴らす。

「気づかなかった！　ただ、お兄ちゃんを追いかけてきただけだから！」

　無意識に魔術使うほどのメンヘラに付きまとわれるらしいですよ、僕。

　天井を仰ぐ。そんな僕を怪け訝げんに思ったのかユーフォリアが声をかけてくる。

「眷けん属ぞくぅ。どうした？　どこか怪け我がした？　治ち癒ゆする？」

「……ううん。なんでもない」

　目め頭がしらが、めっちゃ熱い。なんだろう、これ──涙が止まらないわ。

　もう、あれかな？　『化物には化物ぶつけんだよ！』の理論でアイシャと仔猫ちゃんのダブルＫＯを狙うか。実験だよ実験！

　僕が声にならない慟どう哭こくを上げている間に、仔猫キテイちゃんは着々と準備を進めていく。

「火の周りに串をさして、しばらく待てば──」

　漂ってくる芳しい香り。僕たちは出来上がりを待ち──

「かんせーい！　ドラゴンつくね味み噌そ田楽！　さ、どうぞ、お兄ちゃん！」

　味噌の焦げる匂いがたまらなく食欲をそそる。この誘惑に抗あらがえるわけがない。

「いただきます」

　かぶりつく。その途端、予想以上の肉汁が僕の舌に押し寄せた。

「うまっ……！　これ、鶏にわとりっぽいけど、より味が濃い肉の旨うま味みを、味噌が上手にまとめてるっていうか！」

　そうか。ドラゴンは爬は虫ちゆう類るい──つまり、鳥の祖先みたいなものだ。焼き鳥の応用がきくのも、うなずける。

　仔猫ちゃんも自分が作ったものをもぐもぐして、なにやら考え込んでいる。

「うん、即興で作った割には、いい出来だけど、もうちょっと改良したいわね。味噌だけだと味が単調だわ。お酒とか、みりんとかも持ってくればよかった」

　充分おいしいけど、妥協を許さない仔猫ちゃん。最初は味噌に躊ちゆう躇ちよしていたアイシャたちも僕たちのリアクションや香ばしい匂いにそそられたのか串に唇くちびるを近づけていった。

「なんで、です……っ!?　アレなのに、こんないい匂いがするなんて！　ダメ……口にしちゃダメなのにぃ！」

「ありえぬ！　暗黒物質が、ここまで我を誘惑するとは！」

　それでもまだ抵抗感があるのか、アイシャはユーフォリアに呼びかける。

「ユ、ユーフォリア！　１、２の３で一緒に行きましょう！」

「こ、心得た！」

　二人は深呼吸をすると視線を交わし、

「１！」

「２の！」

「「３！」」

　目をつぶって、串にかぶりつく。さて……反応はどうだろうか？

　息をひそめて見守る。もぐもぐ。もぐもぐ。

　やがてふたりは、顔を輝かせた。

「こ、これは、新しい味です！　領地の再興に使えるかも！」

「うむ！　新たなる境地が見える！」

「だから言っただろ？　おいしいって」

　僕はつくね串を食べ進めつつ、ふと思って仔猫ちゃんに尋ねる。

「これ、鍋にしてもいいやつだよね」

「本当はそうしたかったの。お鍋がないから、今回はこんな風にアレンジしてみたわけ」

「ナイス機転」

　マジで美う味まい。これだけで冒険者集められるんじゃ？　とか安易なことまで思うほどに。異世界の調味料×ドラゴンとか、冒険者として惹ひかれないはずがないだろう。

　実際コメント欄を見ても、『ミソってあれ、ニームレスに行けば手に入るの？』『ドラゴン食ってみたいけど倒せるわけないし、酒場で売られないかな』『ドラゴンとか、数年食ってないわ』と、反応は上々。領地復興のため、採用できそうだ。

　そうなると安定した供給が必要なのだけど倒したこのドラゴン、また復活するのかな？　考えていたところで、アイシャがそわそわと問いを口にする。

「と、ところで、その……『ナベ』というのは、この料理よりおいしいんですか？」

　アイシャが味み噌そを気に入ってくれたことに、上機嫌になりながら仔猫キテイちゃんは答える。

「好みによるけど、他の食材と一緒に煮られるからいろんな味がお互いを高め合っておいしさアップ！　みたいな？　キノコとかゴボウと一緒に食べたいんだけど、この世界にある？」

「あります！　次回から鍋を必需品としましょう！　『ミソ』……素晴らしいです！」

　幸せそうに頰ほおを緩めて、串にかぶりつくアイシャ。無我夢中という感じで、食べ終わった骨にしゃぶりついてまでいたアイシャは、我に返って尋ねる。

「し、失礼しました。自己紹介もまだでしたね。この領地を治める、アイシャ・ニームレスと申します」

　恥じらうように頰を染めるアイシャに、仔猫ちゃんは笑いかける。

「なんも、なんも。そんな、かしこまらないで。お兄ちゃんの妹の、ヒナタよ。お兄ちゃんともども、これからよろしくね」

　そう告げられて僕は、初めて気づく。

　仔猫ちゃん、そんな名前だったんだ。





　　　○






　予想外の事態はあったが、晴れて《戯迷宮ランド》のクリアということになり、食材に使わなかったドラゴンの部位──爪やら角やら鱗うろこやらを道具袋に詰め込んだ僕は意気揚々と声を上げる。

「凱がい旋せんじゃーっ！」

「「「おーっ！」」」

　帰るまでが冒険、という言葉があるがその心配には及ばない。ユーフォリアが生存したまま冒険を終えられたおかげで、彼女の活躍が光る。

「じゃ、ユーフォリア。頼むよ」

「うむ、『リープアウト』！」

　ユーフォリアがそう唱えると同時に、体が立ちくらみのような不思議な浮遊感に包まれる。歪ゆがむ景色。耐えられず目を閉じ……それを開けると、僕たちが立っていたのは街の入り口だった。

　見覚えのある景色……間違いない。そうか……帰って、来られたんだ。

　感極まっていると、アイシャに手を引かれた。

「キイチ様！　街のみんなに、この成果を報告しに行きましょう！」

「う、うん！」

　いざ、『煌こう々こうたる甘あま瓜うり亭』へ！　僕たちは冒険の疲れも忘れて走り出す。

　見えてくる『煌々たる甘瓜亭』の灯あかり。そのドアを開けた先に待っていたのは、

「やったな！」

「すごいじゃないか！」

「たいしたやつだ！」

　無数の、笑顔だった。

　駆け寄ってくる、『暁あかつきの翼つばさ』のメンバーたち。僕は彼女たちの称賛に応えようとし、

「いやぁ、それほどでも──」

　彼女たちは、僕をスルーしていった。

　え……どういうこと？　と、振り返ると彼女たちが群がる先はヒナタだった。ヒナタを囲み、『暁の翼』の面々は興奮冷めやらぬように詰め寄っていく。

「なんであのどらごんをたおせた!?」

「そうだ！　なぜだ！」

「なぜだ、なぜだ！」

　質問攻めにヒナタは、はにかむように頰ほおを染める。

「強いて言うなら……お兄ちゃんを守りたいっていう、愛の力？」

　ヒナタの答えに、『暁の翼』たちが詰め寄る。

「あいッ！」

「なぜそこで、あいッ!?」

「もっとくわしくッ！」

　ついでに店の映像魔術ビジヨンは凱がい旋せんしてきた僕らを映していて、コメントが画面の横に並んでいる。

『飛び入りの子スゴくね？』『新入りの子カワイイヤッター！』『戦闘能力もさることながら、異世界から持ってきた調味料も気になる』『ギルマス、なにかやったっけ？』『結局、あのギルマスはどうやってドラゴン倒すつもりだったわけ？』『意外とドラゴンって弱い？』『←それな』『今度行ってみようかな』『今後、チェックしていくべき領地かと』

　……あれ？　なんだろう、この気持ちは。いや、別に、この領地を救う英雄になるなんて高望みしてませんでしたよ？　僕みたいなインドア派としては、ちょっとこの領地に貢献してみたいと思っていただけだし。いいんだ、別に。この土地に注目を集めるっていう、当初の目的は達せられたわけだし。

　それでも、英雄としてちやほやされるヒナタを見ていると内心、複雑だった。

　その時だ──店の入り口から口笛が聞こえてきた。

「と、いうことは！」

　振り返ると案あんの定じよう、そこにはポンチョに身を包んだワーフォックスがキメ顔をつくって立っている。

「誰かが『英雄』になるのなら誰もが『英雄』になれるはず」

「来たな、荒野と口笛の意識高い系２ｎｄイグニッションッ！」

「スマリだよ」

「そんな名前だったね。ごめん、ごめん」

　スマリは特に気にもしないように僕の近くの席に座ると、カウンターで皿を洗っているリゼに振り返る。

「リゼ。コーヒーを」

　注文に顔を上げたリゼは、いたって真顔で告げる。

「あ、結局なにもしなかった人だ」

　そういえばスマリからモンスターやトラップの位置を把握する技術を伝えてもらうイベントがあるのかと思いきや、そんなことはなくクリアしてしまった。いや、この意識高い系もなんらかの形で貢献していたはずだ。回想してみるが、僕は恐るべき結論に辿たどり着つく。

「ほんとだ。なにもしなかった人だ」

　なんて残念で不名誉な称号だろうか、『なにもしなかった人』。だというのにスマリはいつものすました顔を崩さない。

「まぁ、ミクロ的に考えれば、そうなるのかもしれないね」

「おう。じゃあマクロ的な観点からどういう働きをしていたかプレゼンしてみろや」

「……さて。リゼも忙しそうだし、自分のコーヒーくらいは自分で淹いれようか」

　露骨に話題を打ち切ろうとするかのように、カウンターの向こうに向かうスマリ。まぁ、これ以上は弄いじってやるまい。意識を切り替えて僕は、声を弾ませる。

「今日はクリアのお祝いだし豪華に行こうか。リゼ、メニューのここからここまで全部」

　一度やってみたかった注文の仕方を、ここぞとばかりにしてみる。ドラゴンを倒した素材を売却すればそこそこの値段になるだろうし。……なるよね？　なると、いいなぁ。

　一気に注文してしまってリゼに負担をかけてしまうんじゃないだろうか──というのは杞き憂ゆうだった。むしろリゼはテンションを上げて、ディアンドルの袖をまくる。

「よっしゃあ！　働くよ！　今夜は、宴うたげだぁあああ！」

　リゼの咆ほう哮こうで、店内のテンションが爆発し、

　その夜は、僕がこの世界に来てから一番騒がしい夜になった。
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　トイレから戻ってくると、腕相撲大会が白熱しているところだった。

「ぬぅうううう！」

「はぁああああ！」

　準決勝第二試合。店の中央のテーブルで、お互いに気合の入った声を絞り出す壮年の冒険者と『暁あかつきの翼つばさ』の団長。拮きつ抗こうする両者を、周りはやんややんやと囃はやしたてている。

　ちなみに僕は初戦で団長と当たり、敗退。結果、腕が前衛芸術みたいにひしゃげたことはともかく、美人さんと手をつなげて大いに満足である。

　席に戻ると、盛り上がりを楽しそうに眺めていたアイシャから声をかけられる。

「こんな騒がしい夜が来るなんて、正直思っていませんでした。キイチ様。ありがとうございます」

　それはもう、反則級の笑顔。だからこそ、後ろめたさに僕の声は沈む。

「や、結局ヒナタの手柄みたいなものだし」

「キイチ様がいたからこそ、ヒナタもこの世界まで追って来たのでしょう？　そうさせた魅力こそが、ドラゴンを倒したと言えるのではないのでしょうか？」

「解釈、ポジティブすぎるよね!?」

　僕のツッコミにも微動だにせず、アイシャはご満悦。

「おかげで、この領地の《戯迷宮ランド》がクリアできないという汚名がそそがれました。きっとこれで、冒険者が砂糖に群がるアリのように集まるでしょう」

「だと、いいんだけど」

　そう甘くはないだろう。楽観的になれない僕に、アイシャは不意に真顔になる。

「今後のことですが、キイチ様はどう、なさいますか？」

　痛いところを突かれた。とりあえず《戯迷宮》のクリアでこの領地を宣伝することを第一にしていたために、ここからのプランまでには頭が回っていなかった。

「宣伝はできたと思うから、来てくれた冒険者をどうやって留とどめるかって──」

「いえ、そうではなく」

　僕の言葉を遮さえぎるようにアイシャは言い、真剣な顔でこちらに身を乗り出す。その割には歯切れの悪い調子で、訥とつ々とつと続きを口にした。

「この領地ではなく、キイチ様自身のことです。その、やはり……役目を果たしてもらった以上、元の世界に帰る、というのも一つの選択かと。勝手に呼び出してしまったわけですし」

「あー、うん。そのことね」

　ぶっちゃけ、その発想はなかった。もともとはヒナタから逃げるために願った転移だ。元げん凶きようがこっちに来てしまった以上帰るのが正しいのかもしれないけど、無意味だと断言できる。僕が戻ればヒナタも必ずついてくる。Ａｃｔ４みたいな漆黒の意志をあの子からは感じる。今回の件でそれを思い知らされた。

　そういうネガティブな理由だけでなく、むしろもっと強い想おもいが僕の胸には宿っていて、自分自身に確認するように僕は言葉を紡ぐ。

「最初に、ユーフォリアが言ってたよね？　アイシャに一番ふさわしい人間として、僕がこの世界に呼ばれたって」

「なんだか、懐かしいですね」

　と、顔を綻ほころばせるアイシャ。僕も同感だ。いろいろありすぎたせいでずいぶん昔のことに思えてくるんだけど、

「その意味を、僕はまだ見つけられていない。そんな気がする。だから──」

　言葉にすることで、胸の奥でぼんやりしていた意志を、僕は改めて確かなものとする。

「残るよ。まだ、ここにいたい。そう思うんだ」

「……キイチ様」

　アイシャの大きな目がさらに見開かれる。アイシャは戸惑いで瞳ひとみを揺らし、

「その、なんでしょう。今の言葉、すごく嬉うれしいというか……こ、こんな気持ち、初めてなんですけど」

　顔を伏せると同時に、勝負がついたのか店の中央から喝かつ采さいが上がる。続けて、アイシャに声がかけられた。

「領主さまーっ！　決勝、始まりますよ！」

　それで現実に戻されるようにアイシャは、「びくっ！」と肩を縮める。

「はっ、はいっ！」

　決勝まで残った選手として、アイシャは『暁あかつきの翼つばさ』の団長が待つテーブルに向かう。その背中を見ながら僕は、想う。

『こんな気持ち、初めてなんですけど』

　その後に続く言葉を想像して、勝手に胸を高鳴らせる。勘違いなのかもしれないけど、胸の高鳴りは抑えられない。

　なお、腕相撲大会はアイシャが勝って領主の貫録を示した。
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　宴会の翌日──

　冒険しか娯楽がないこの世界に召喚されてから、一つの楽しみができた。

「あぁ～……」

　と、僕の気の抜けた声が浴場に反響する。そう──つまり、冒険を終えて一っ風呂浴びるのが今のところ、僕にとっての最大の癒いやしだ。昨日は夜通し宴会をしていたので、朝風呂としゃれ込んでいるわけである。

　中世ヨーロッパあたりをモデルにした異世界だと風呂とかないパティーンもありえたんだけど、幸いアイシャの館には立派な大浴場が設しつらえられていて、僕はそれを独り占めさせてもらっている。異世界に召喚された特権がこれかぁ……と思わないこともないのだけど、ネガティブに考えるのはやめよう。風呂に入れるだけで、ラッキーだ。

「ＦｕＵＵＵＵＵ！　お風呂、サイコー！」

「異世界召喚って不安だったけど、ちゃんとしたお風呂があるのはありがたいわよねー」

「ほんとだよね！　……ん？」

　上ゲ上ゲだった僕のテンションが、急速にニュートラルになる。数秒の沈黙を挟んだのち、僕は悲鳴を上げながらタオルで股間をガードして後ずさった。

「なんで!?　なんで君いるの!?」

　いつの間にか──過程を吹っ飛ばしたかのように僕の隣にいたヒナタは、あっけらかんと告げる。

「今さらなに言ってるの？　あたしとお兄ちゃんの仲じゃない」

「いやいやいや！　兄妹きようだいとはいえ、そういうのはいけないですよ！」

「えー、昔はいつも一緒に入ってたじゃない。お風呂広いし、久しぶりにいいでしょ？」

「よくないよ!?　節度！　守って、越えちゃいけない一線！」

「なら、いい方法があるから。こっち向いて」

「いい方法？」

　鸚おう鵡む返しにすると、ヒナタは湯気越しにＶサインを掲げて、

「えいっ」

　僕の眼がん窩かに向けて、突きつけてきた。

「危ネッ！」

　間一髪だった。っていうか、避よけきれなくて頰ほおからなんか虹色の液体がにじみ出てる。

　プロボクサー並みのディフェンスセンスを発揮する僕に、ヒナタは不満げな声を上げる。

「もうっ！　なんで避けるのよ！」

「避けないわけがないんですけど！　なんで!?　なんで僕の目を潰つぶそうとしたの!?」

「目を潰せばお兄ちゃんが私の裸を意識することなく一緒にいられるでしょ!?」

「そうだね！　それどころじゃないからね！　なにせ、目が潰れてるわけだからね！」

　視覚を失うとかそれ以前に、激痛による精神的ショックで隣に全裸の女子がいるなんてどうでもよくなるよ！

　ここにいては、確実に目を潰されてしまう！　一刻も早く大浴場を出なくては、と僕は出口に向かって駆けだした。

「あ、待ってよ！　もー、恥ずかしがり屋さんなんだから」

「ひぃいい！　背中にぴったり貼りついてくる!?　回り込んでこないとか、圧倒的強者の余裕だよ！」

　異世界──そこに僕の安住の地はない。

　まったく、異世界転生などするんじゃなかった。
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　トラブルもあったけど、昼下がり。僕たちギルドメンバーは『煌こう々こうたる甘あま瓜うり亭』にて、作戦会議をしていた。

「あまり増えてませんね……冒険者」

　しょんぼりと肩を落とすアイシャを、僕は励ます。

「まぁ、昨日の今日だし劇的には増えないでしょ。むしろ、ちょっとは増えてるよ」

「そうですねぇ……ヒナタさん目当ての冒険者が」

　アイシャの言うとおり、さっきから僕の隣の席が騒がしいことになっている。

「うちのギルドに、ぜひ移籍を！」

「サインください！」

　異世界に来たばかりで、なんとも人気者になったことで。まぁ、あれだけ鮮烈なデビューを決めれば分からなくもない。

　ヒナタはさっきから断続的にやってくる冒険者たちに、人懐っこい笑みで応対する。

「アタシにとっては、お兄ちゃんがすべてだから、移籍はゴメンね？　サインなら、いつでもするわ！　はい！」

　サインを受け取った冒険者はそれを家宝のように掲げて店を出ていくが、ヒナタを勧誘しに来たチャラい系の冒険者は、なおも食い下がる。

「まぁまぁまぁ、こんなギルドなんかよりうちのほうが優遇するよー？」

　その誘いにヒナタは、大鎌デスサイズの柄つかに手を伸ばす。

「ん？　あなたは、『笑顔』になりたい人？」

「ひっ……！　い、いや、すみません！」

　そそくさと去っていく冒険者。さすがヒナタだ。昨晩の宴会を通じて、この土地の『笑顔』の意味をもう理解していらっしゃる。

　さて、第一の目的である《戯迷宮ランド》のクリアはできたけど、次はどうしたものか。同じ《戯迷宮》を何度もクリアしても宣伝にならなそうだし、次の方策をすぐに打ち出さなければならない。

　難攻不落と言われていたクソ《戯迷宮》がクリアされた。間違いなく今が一番、この土地が注目されている瞬間だ。ここで注目が離れる前に次の一手を打つべきだったんだけど……冒険に夢中で、それを思いついていなかった。

　とんだ悪あく手しゆだけど、やりなおすことはできない。この状況から、人の注目を集め続ける手段を思いつかなければ。

　考えろ、僕。そのために、この世界に呼ばれたんだろうが。

　興味本位でこの土地に来てくれた冒険者をつなぎとめるようなもの。それは、すなわち──

「あの……《戯迷宮》の種類を増やすってできない？　こう、もっとバリエーションっていうのかな？　難易度に幅を持たせて、広い需要に応えられるような」

　以前見た別の領地の冒険。ああいう《戯迷宮》がこの領地にもあれば、冒険者たちも定着するんじゃないだろうか？

　僕の提案に、アイシャはしょんぼりと肩を落とす。

「バリエーション、ですかぁ。それぞれコンセプトを変えた《戯迷宮ランド》を用意したつもりなのですが」

「うん。実際、冒険に行ってみて、それはよく伝わってきた。アイシャが色んな方向性で冒険者を『笑顔』にしたい、っていうのが」

「そ、そうですか？　……えへへぇ」

　と、顔を綻ほころばせるアイシャ。無む垢くな笑顔にこちらの頰ほおまで緩みそうだけど、僕はプレゼンを続ける。

「だから、そこに難易度っていう概念も加えたらどうかな？　冒険者の好みに合わせて挑めるような」

　そんなアイディアを提示すると、ヒナタも援護をしてくれる。

「難易度を選べるっていうのは、いいんじゃない？　あたしは最初から『ハード』じゃないと気がすまないタイプだけど、そうじゃない人もいるだろうし」

　さらには、ユーフォリアもヒナタに同調するかのように腕組みをしてうなずく。

「頁ページを飛ばすのは、愚の骨こつ頂ちよう。序文より紡ぐのが真理であるな」

「『いきなり高難易度に挑まず、一からコツコツやっていくのが王道です』……みたいな解釈でいいかな？」

「然しかりっ！」

　確認を取る僕に、ぶんぶん首を縦に振るユーフォリア。アイシャはしばらく「むむむっ」と考え込んでいたかと思うと、長い時をかけて口を開く。

「なるほど。そういう考え方もあるのですね。いいアイディアなのですが……」

「なにか、問題が？」

　僕が訊きくと、アイシャは頭を抱え込んでテーブルに倒れこんでしまう。

「難易度の低い、いわゆる手軽な冒険、でしょうか？　そのイメージが、ピンとこなくて。父に話してもらった冒険は、いつも手に汗握るようなものでしたから」

　そういうことか。だからこの領地の《戯迷宮》、あんな難易度なのね。

　得心がいったのと同時に、どうしたものかとも悩む。アイシャが思いつく《戯迷宮》が全部、血なまぐさいものになってしまうのだとしたら──

「アイシャ。《戯迷宮》って、アイシャしか造れないもの？」

「……？　いえ、基本的には領主だけの特権ですが、他者に移譲することもできます」

「オッケイ」

　新しい風を起こす、手っ取り早い方法。それは、

「みんな。一つ、お願いがある。みんなに、新しい《戯迷宮》を考えてほしい！」

　アイシャ以外に、《戯迷宮》を造らせてしまえばいいのだ。

「わ、我が造っていいの!?」

　真っ先に食いついたのは、ユーフォリアだった。顔がくっつくほどこちらに身を乗り出す彼女に、僕はうなずき返す。

「そうだよ！　混こん沌とんの時代をこの地に招くんだ！」

　合言葉はスクラップ＆ビルド！　一度根付いてしまったイメージをぶっ壊してやらないと、この領地詰んじゃう滅んじゃう！

「さすがお兄ちゃん！　面白そう！」

　ヒナタも乗ってくれたということで、僕は背を押された気分になる。後は──

「いろんなアイディアをぶつけ合って、それで、より良い《戯迷宮ランド》にしていこう……ってので、どうかな？」

　アイシャの心を、どれだけ動かせたか。内心ハラハラしてアイシャに向き直る。

　そこにあったのは、僕が彼女の助けになろうと決めるきっかけとなった笑顔だった。

「はい！　ステキです！　皆さんの考える冒険……楽しみです！」

　気に入ってもらえたようだ。

　ほっと胸をなでおろしたその時、口笛が聞こえてきた。しかもこれは……『ニュルンベルクのマイスタージンガー』!?

　はっとして振り返る。そこに座っていたのは──

「面白そうな話をしているね。たしかにそれだと、ブラッシュアップにつながるんじゃないかな」

「いたのか。ブギーポッ──」

「スマリだよ」

　ちょっと食い気味に訂正されたけど僕は気にせず、尋ねる。

「一つ、疑問なんだけど君って、僕以外に異世界から来た知り合いとかいる？　ちょくちょく、僕がいた世界でのメロディとか言い回しとか使ってるんだけど」

「そうなのかい？　なら、偶然じゃないかな。私は風の導きのままに旋せん律りつを吹き、言葉を紡いでいるだけだよ」

　相変わらず泰然とした態度のスマリには、ウソや誤ご魔ま化かしのようなものは感じられなかった。……ってことは、マジでたまたまなのか。

　なんて思っていると、スマリが尻尾を振りながら身を乗り出してくる。

「で、新しい《戯迷宮》を造るというディスカッションだろう？　まずなにから始める？　ブレスト？　ブレストなのかい？」

「しないから！」

「むっ……そうか」

　ややこしくなるかと思いきや、意外とあっさりと退ひいてくれるスマリ。たしかにブレストもありだがそれよりはいっそ──と、僕は提案する。

「一回、それぞれで《戯迷宮ランド》を造ってみないかな。みんなが造りたい方向性とか、見えるだろうし」

　ここでごちゃごちゃ意見を交わすより、一度それぞれの理想とするものを造った方が個性的なものが生まれるんじゃないだろうか。安易なアイディアだったかもしれないが、みんなはこれを受け入れる。

「いいですねぇ！」

「異議なし」

「もちろん、文句ないわ」

「まぁ、そうしようか」

　とりあえず、一歩前進。といったところで──

「ところで、《戯迷宮》ってどうやって造るの？」

　根本的なことを、僕は分かっていなかった。
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「では、実際に《戯迷宮》造りを体験してみましょう！」

「「「いぇーい！」」」

　教育番組的なノリでアイシャの後に続く僕たち。アイシャが連れてきたのは、『ロッカ遺跡』だ。

　アイシャは入ってすぐのエントランス──教会を思わせる天井の高い部屋で足を止め、滔とう々とうと説明を始める。

「おさらいですけど、《戯迷宮》とはその土地に漂う魔力を用いてそこを新たな冒険の地としたもの。ですので、その土地が保有している魔力によってできることは限られます」

「って、いうと？」

「たとえば、この『ロッカ遺跡』が持つ魔力量を一〇〇としましょう。それが、こうしてトラップを設置すると──」

　見た目は変わらないが、トラップが設置されたらしい。アイシャはこちらに振り返り、告げる。

「今ので一、魔力を消費しました。この辺のやりくりをしつつ、モンスターやトラップの設置をしていただければ、と。さぁ、どなたかどうぞ」

　当然のように促すアイシャに、僕は問いかける。

「……えっと、どうぞ、とは？」

「せっかく設置しましたので。せっかくですから。ね？　ね？」

　なにがせっかくなんだろうか。やっぱこの人、おかしいよ。

　戦慄しているところに背後から口笛が響いた。ということは──

「じゃあ、私が行こうか」

　予想していたとおり、スマリがいつもと変わらない微笑をたたえながら進み出ていく。

「スマリ、正気!?」

　そう言うとスマリは、「やれやれ」とばかりに小さく肩をすくめる。

「私はトラップ探知のスペシャリストだよ？　このトラップがどこにあって、どんなものなのかすでに見抜いている」

　なるほど。それならあの悠然とした歩みも納得というものだ。

　同時に気になるのは──

「そういえば、敵やトラップの探知ってどうやってるの？」

　以前、指南を請うたはずだけど結局いまに至るまでその機会はなかった。ちょうどいいし教えてもらおう。

　僕の問いにスマリは、ブーツを床にコツコツさせながら答える。

「簡単なことさ。風が導くままに進めばいい」

「そういう詩的なことではなく。もっとあるんだろ、こう、具体的なこと」

「だから、口笛を吹いたり靴でリズムを刻んだりすれば、風が《戯迷宮ランド》の様子を届けてくれるだろう？」

　うん？　さらっと言ってくれるけど──

「……つまりは、なにか？　ソナーみたいに、音の反響で《戯迷宮》の構造を把握してるの？」

「聴覚だけじゃない。肌でも、匂いでも、《戯迷宮》を感じるんだよ」

　抽象的な説明にそろそろ異議を申し立てようとしたところ、ヒナタが僕の袖を引いた。

「お兄ちゃん。つまりは、こうよ。『フィールを高めろ』ってこと」

「フィール」

　そう言われるとできるような気がしてきた。片やユーフォリアは、気に食わなそうに頰ほおを膨らませている。

「風ごときになにができる。光と闇の方が強いもん」

「どちらが強い、という議論はナンセンスかな。その状況に応じて個性を生かしていくのがこれからの時代の冒険じゃないだろうか」

「むかつくぅー」

「まぁ、まぁ」

　率直に言うユーフォリアをなだめる僕。たしかに僕も、いまの渾こん身しんのドヤ顔はどうかと思うけど。

　ユーフォリアの罵ば倒とうはまるでダメージにならないらしく、涼しい顔でスマリは振り返る。

「さて、トラップの解除もできるんだけど……領主さまとしては起動するのが望みなんだろう？　それでいて殺意に抗あらがえ、と」

「そうですね。ぜひ、引っかかってみてください。ギリギリ死なない、絶妙な感じにしているんで」

「相変わらず笑顔でなに言ってるのかな君は!?」

　やれやれ、と肩を落としているうちに、スマリは再び進み出す。

「え、スマリ？　ほ、本気で行くの？」

「キミたちの冒険を見て分かったんだ。私が冒険に求めるのは富や名声でも、ましてや死でも痛みでもない」

　覚悟を決めたような背中で語るのは──

「スリル、だよ」

　と、口笛を吹きながら踏み出した瞬間、トラップが起動した。

　頭上から落ちてくるギロチン。あっという間にそれは床に到達する。あれで即死じゃないって、どんなやつを想定してるんだよ、アイシャは！

「スマリ！」

　土煙が舞う先に向かって、声を上げる。のしかかる沈黙。だが──そこに無残な死体はなく、数歩先でゆったりと尻尾を振っているスマリの姿があった。

　スマリは体のほこりを払うと、微笑を浮かべる。

「へぇ──ケーキを切り分けるには便利そうだ」

「絶対それ言いたいだけでトラップに挑んだろ!?」

「ふふ、どうだろうね？」

　と、ドヤ顔をした直後、こちらに戻ってくるスマリの足もとから「カチリ」と不吉な音がしたかと思った瞬間──

　逆バンジーめいた勢いで、スマリが天井に向かって逆さづりになっていた。

「ひぃあああああああああああああ！」

　響き渡る、スマリの絶叫。トラップが発動した拍子にポンチョが脱げ、スマリの体を包むのは例の布の服だけ。しかも裾がめくれ上がって、ヘソがちらりと見えてしまっている。それを隠そうとスマリが裾を引っ張ると胸が強調されて……けしからん光景だった。

　っていうかポンチョの下、あんなすごいことになってたのか。リゼほどではないけど、アイシャ以上だ。

　僕が絶景にみとれていると、隣で笑い声が上がる。

「ぷーくすくす！　だっさ！　十二番目のアルカナみたい！」

　ユーフォリア、楽しそうだなぁ。一応あのお姉さんも、一緒にこの領地を救おうっていう仲間なんだよ？












　ともかく、僕は頭上高くで揺れているスマリを見上げて尋ねる。

「どうしたの？　トラップ、感知できるんでしょ？」

「ち、違うんだ。これは、油断したんじゃなく……そう、俯ふ瞰かん的てきな視点で物事を考えてみたくなってね」

　おっと、死んだことないのにアホになってるやつ発見。

「えぇ……。そこで強がる必要ってある？」

「おや？　君にはこの状況がピンチに見えるのかな？」

「ピンチ以外のなにものでもないよね!?」

「そうだね。でも逆にこうは考えられないかな？　むしろチャンスだと」

　ドヤ顔でなに言ってんだこいつ、と思ったけどアイシャは納得したように手を打つ。

「なるほど。自分から逆境を味わうことで、『笑顔』になろうと！　さすがスマリさんの考える事は奥が深いです！」

「領主さま。前から言いたかったんだけど、あなたのビジネスモデルはノイジィマイノリティの声に耳を傾け過ぎているんじゃないかな？」

「スマリさんは、どんな考え方なのですか？」

「うん、じゃあディベート……の前に、いい加減に下ろしてはもらえないかな？」

「えぇ～？　そうであるなぁ、汝なんじが我の言の葉を愚ぐ弄ろうしないと聖せい廟びように誓いを刻むのならば考えなくもないが──」

　言いかけたユーフォリアに、スマリは食い気味に答える。

「は？　全力で煽あおり続けるけど？」

「冥めい府ふで詫わびよ」

　ユーフォリアはそう告げるなり、頰ほおを膨らませて知らん顔を決める。スマリとしては他の助けが入るのだろうと期待していたのだろうが──

「ん……まさか、本気でこのまま？　このまま放置する流れかい？　このままだと頭に血が上って死んでしまうよ？」

　アホなようで現状はしっかり理解できているようだ。いつものすまし顔が引きつり始めると、アイシャがダメ押しをする。

「あの、スマリさん。せっかくなので、もう少し自力で抗あらがってみませんか？　きっとそこに『笑顔』があるので。冒険には無限の可能性があるってわたし、スマリさんに知ってほしいんです！　キイチ様も、そう思いますよねっ？」

「え、あ、はい」

　語気の強さについ、反射的にうなずいてしまっていた。慌てて訂正しようとすると、ヒナタが逃げ道を塞ぐ。

「この状況を打破する方法をすでに思いついてて、スマリさんなら成し遂げられるって信じているわけね!?　お兄ちゃん、ギルドマスターの鑑かがみ！」

「やめてハードル上げないで！」

　なにもできなかったときに、いたたまれなくなっちゃう！

　結局スマリは四し面めん楚そ歌かを悟ったのか、早々に白旗を上げた。

「ごめんなさいぃいい！　もう厨二病を見下したりムダに横文字使いませんからぁああ！　やだぁああ！　死にたくないんじゃぁあああ！」

　あの飄ひよう々ひようとした風ふう来らい坊ぼうによる、渾こん身しんの訴え。部屋に響く悲鳴を耳にして、僕は仲間たちに問いかける。

「ああ言ってるけどどうする？」

「無論、あのままに処す」

「スマリさんに、『笑顔』を知ってもらえる。楽しみですね」

「お兄ちゃんに任せるわ」

　ユーフォリアには悪意しかないけどアイシャは完全に善意だわ、これ。





　　　○






　さすがにスマリを宙ちゆう吊づりにしたままでは気が散ってしまうという僕の嘆願が通り、いったんスマリを下ろすことになった。

「ディバインセイバぁー……」

　すごく気が乗らない調子でユーフォリアが唱えると、光の刃やいばが上空のロープを断ち、スマリが落ちてくる。受け止めようとしたけど、その必要はなかった。

　空中で猫みたいにくるっと体を回して、見事に着地。さすが獣人系の種族と言ったところか。身軽な動きが得意なフレンズなんだね！　すごーい！

　スマリは僕たちに背を向けたまま、首だけをこちらに傾けてキメ顔で告げる。

「なかなか勉強になった。やはり俯ふ瞰かんは大事だね。いい機会を得られたよ」

「膝めっちゃ笑ってるけど？」

「下半身のエクササイズさ」

　強がったところで微笑ほほえましいことには変わりない。うんうん、そうだよねー。怖かったよねー。

　なんてニヤニヤしていると、不意にスマリが真顔で尋ねてきた。

「ところで上から見て思ったんだけど君、頭皮の見える化が進んでないかい？　ストレスかな？」

「うるせえ」

　声の大きさこそそれほどでもなかったが渾こん身しんの力をこめて言い返した。……マジか。不死でも抜けた毛は戻らないのか。毛根までは不滅ではないのか。

　僕の悩みなど知らぬように（むしろ知られたら困る）、アイシャは本題に戻る。

「では、さっそく実践です。トラップを設置してみましょう。まずはキイチ様から」

「えっ？　僕、魔術って使ったことないけど、それでもいいの？」

　デザインだけ考えて後は外注（ユーフォリアあたりに）って思ってたんだけど。アイシャはにこやかにうなずく。

「はいっ。誰でも出来る簡単な魔術なので。魔術に対する知識よりも大事なのは、イメージです。イメージが大切です」

「そうか。イメージか」

　目を閉じて、集中する。脳裏によみがえるのは今まで僕を散々苦しめてきたトラップの数々。

　イメージというなら、完璧だ。さんざんあの殺意を味わったんだからな！

　しばらく僕は集中。魔術なんて分からないけど、この通路にトラップのイメージを描く。ここに、こんな感じで──

「よし、できた！」

　僕がみんなに呼びかけると、口笛が響く。スマリはその場に佇たたずみ、少し間まを置いてまた踵かかとで床を叩たたく。

「──なるほど。じゃあ、また私が行こうか」

「ちょっと待って。お兄ちゃんが初めて造ったトラップよ。あたしに挑む権利があるわ」

　どういう理屈だ──と思いきや、ユーフォリアまで進み出る。

「け、眷けん属ぞくが造ったというのなら、我だって興味がある！」

　火花を散らしあう三人に戸惑っていたアイシャは、あたふたとしながらも告げる。

「あ、あのっ！　わ、わたしも是ぜ非ひ、挑んでみたいな、って！」

「「「どうぞどうぞ」」」

「息ぴったりだな君たち！」

　会ったばかりとは思えないほどだよ！

　一方でアイシャは、自信に満ちた笑みを浮かべて歩き出す。

「わたしとて、多くの冒ぼう険けん譚たんを聞き、幾多の《戯迷宮ランド》を造ってきた領主。知覚はできなくても、経験からトラップの設置場所は推測できます！」

　ドキドキと、目を輝かせて進んでいくアイシャ。短い通路の奥まで行くと、喜々として少し色の違う床を踏む──が、なにも起きず、

「あれ？」

　小首を傾かしげると、すぐに切り替える。

「──なるほど。こちらはおとりで本命はこっちのパターンですね？」

　引き返し、通路の真ん中くらいまで来るとまた、よいしょ！　と、足を踏み出すが、それもハズレ。

「あれれ？　え？　ここのはずなんですが」

　しばらくその場で足踏みをし続け──

　やがて、床を踏み抜いた。

「お兄ちゃん。あれがトラップ？」

「違います」

　だけど、僕が想定したトラップとは別の結果を生み出していた。脛すねを打ったのかアイシャは繰り返し回復呪文を唱える。

「『ヒール』！　『メガヒール』！　『ギガヒール』！」

　初めて聞く、っていうくらいにアイシャの声は切実だった。こっちの脛まで痛くなってくるほどに。

　足を引き抜き、体を起こしたアイシャは戦慄しつつこちらを振り返る。

「なるほど……。すごいトラップです」

「いや、それトラップじゃないんだけど。ちなみに、正解のスイッチはここね」

　何気なく示すつもりで僕は、壁に手をついてしまう。刹せつ那な、矢が僕の頰ほおをかすめる。

「危ネッ！」

　うっかりにもほどがあった──と安心してはいられない。たちまち、めまいと吐き気が襲ってくる。

「アイシャ！　毒塗ってあるからこれ！　解げ毒どく！　死ぬ前に！」

「『リフレッシュ』！」

　魔法少女のステッキみたいに金かな棒ぼうを振り回すアイシャ。途端にスーッと、体が楽になっていく。危ないところだった。

　胃の不快感がおさまらず腹をさすっていると、アイシャが一同に呼びかける。

「では、他の皆さんも」

　それに続いて、スマリが挙手した。

「せっかくだから、トラップ講座としようか。設置、感知、解除を一セットにするみたいな感じで」

　異議なし。満場一致で僕たちはうなずく。

「「「よろしくお願いしまーす」」」

　講座は深夜にまで及んだが、その甲か斐いあってか僕たちはトラップについて一通りの知識を得たのだけれど、

「ぐえーっ！」

「かはっ！」

「がぁああああ！」

　その間に僕は、両手の指でも数えきれないくらい死にかけた。
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　それぞれが次回戯迷宮ランドのアイディアを持ち寄ろうということにして数日後。僕は一人、『煌こう々こうたる甘あま瓜うり亭』でその構想を練っていた。

　こちとら、元いた世界でさまざまな冒険をしてきている。ゲームにマンガ、ラノベといった擬似的なものだけど、こういう知識を活用して復興してやろうじゃないの。

　いよいよ異世界転生の醍だい醐ご味みですよ！　こんなん、余裕ですわ！

　……なんて、最初こそ浮かれていたものの、僕、別にクリエイターでも何でもないんで。そんなもの唐突に考えろって言われてもアイディアなんか出ないんで。

　とりあえず、戯迷宮のベースとなる土地に目星だけでもつけよう。ニームレス領のマップとにらめっこし続けていたところ、

　目の前におっぱいが現れた。

「──」

　大迫力に声を失っていると、頭上から声をかけられる。

「お客さーん。コーヒー一杯で六時間粘るとか、度胸ＭＡＸ人間かい？」

　視線を上げると、リゼがこちらに身を乗り出す形でテーブルの向かい側から僕の顔を覗のぞきこんでいた。からかうような笑顔に僕は戸惑いつつも、告げる。

「あ……あぁ、ごめん。それじゃ、おかわりで」

「あいよっ」

　リゼは僕からカップを受け取ると、カウンターでコーヒーを淹いれて戻ってくる。さっそく、それを一口。深い香りに、切迫していた気分が綻ほころんだ。

　リラックスしたところで、リゼから問われる。

「例の、新しい《戯迷宮ランド》造りの件？　テキトーにぱぱぱっと造っちゃえばいいでしょ。領主さまのよりはマシになるだろうし」

「テキトーってわけにはいかないでしょ。この領地の、未来がかかってるんだから……」

「ふぅん……。じゃあさ、アタシにもその話、乗らせてよ」

　と、言うなりリゼは僕の対面に腰を下ろす。相談に乗ってもらうのは助かるけど──

「店、いいの？」

「いいの、いいの。いま、常連だけだし」

　と、苦笑した直後に客からのオーダーが入るがリゼは、「自分でやりな！」と怒鳴り返す。……っていうかあれ、客じゃなくてリゼの父上だわ。

　素直に従う父上を見届けると、リゼは改めてこちらに向き直る。

「んで、なにか方向性くらいは見えてる？　舞台にする土地とかさ」

「いや、それもまだ」

　目の前に広げたマップには雪山に、湿原。自然物だけでなく、廃城もあれば研究所跡もある。この領地、最果ての僻へき地ちらしい小さなものかと思いきや、むしろ逆だ。無駄に広い。

　そんな中で、自分だったらどこを冒険してみたいだろうか──考えているとリゼがこちらの顔を覗きこんでくる。

「だったら、こっちから注文いい？」

「あぁ。どうぞ、どうぞ」

　前から思っていたけど、この世界の女の子たちは距離感が近い。童貞を殺す気か。

　そんな僕の心境など知る由よしもなく、リゼは潑はつ剌らつと告げる。

「アタシ的にオススメは、ここ！　《ヴォバラ鉱山》！」

　リゼの指が示すのは街の北西。ほう？

「と、いうのは？」

　促す僕に、リゼは得意げに説明を始める。

「この土地に何より足りないのは装備！　やっぱ、まずはその材料を集めなきゃでしょ」

　なるほど。一理ある。

　たしかにそうなのだが──

「でも、鉱石採ってきても加工できる人がいないんじゃないかな？　鍛か冶じ屋、今ないんでしょ？」

　僕がそう指摘すると、リゼは頭を抱えて叫ぶ。

「はっ！　そうだった！　やっぱこの土地、詰んでるーっ！」

　いや、待てよ。僕は思い直す。結局のところ資材がないことには始まらないんだから、真に必要なのは──

「鉱石が集まってますっていう、アピールか。それができるんだったら、来てくれる鍛冶屋の一人や二人もワンチャン……？　いや、むしろ『仕事がある』ってことを前面に押していくべきなのか」

　そう考えるのならば、ここを《戯迷宮ランド》の舞台にするのはありだ。

「マジ!?　じゃあ、採用!?」

　嬉うれしげに顔を近づけてくるリゼ。だから、近い近い。

「ここに眠る鉱石を採さい掘くつしてくるってコンセプトで、ボスは、水晶竜……だと、ドラゴンで前の《戯迷宮》と被かぶるか。安直だけど、わかりやすい脅きよう威いだよなー、ドラゴン」

　わかりやすさは大事なんだけどなー、なんて考えていると、リゼが思いつく。

「なら、ゴーレムなんてどう？　鉱石っぽいし！」

「お、いいね！」

　ゴーレムかぁ。シンプルな岩石製の巨人でもいいけど、思い切ってロボにしちゃってもいいよなぁ。倒す際のギミックに、体に刻まれた『ｅｍｅｔｈ（真理）』の文字を削って『ｍｅｔｈ（死）』にするっていうのも定番だよね。

　超カッチョイイゴーレムとそれに向かう冒険者たちを思い浮かべていると、ふと気づく。

「あれ？　そういやリゼって、自分で冒険したいとか思わないの？　ここの《戯迷宮》がアレだっていうなら、よその領地のとかさ」

「まぁ、昔はそう思ってたんだけどね」

　僕の質問にリゼはばつが悪そうな苦笑を浮かべる。触れちゃいけない話題だったかとドキリとしたが、リゼは自分から話し出した。

「アタシって魔術も剣も、あと弓もぜんぶ中途半端でさ。冒険者としてはホント二流なの。よその《戯迷宮》行っても、活躍できない。……だったら、生まれ育ったこの土地で自分にしかできない役割をする。それで冒険者を支えるっていうのも、一つの『冒険』なんじゃないかな……とかって、思うわけ」

　そこまで告げるとリゼは、急に不安そうに僕の顔を覗のぞきこんできた。

「お、思い上がりかな？　危険も冒さないで」

　そんなはずはない。さっきの会話にしてもそうだけど、普段からリゼがどれくらいこの領地を大事に思っているのかわかっているつもりだ。

「いや。リゼの言うとおりだよ。リゼみたいに、冒険者をバックアップしてくれる存在のおかげで、僕たちは安心して《戯迷宮ランド》に行けるんだ」

「……ん。あんがと」

　照れくさそうに顔を綻ほころばせるリゼは、そのまま続ける。

「実は、《サティスファクション》ってアタシがいたギルドだったんだ。アタシがキミにその名前を提案したのは、アタシの冒険を受け継いでほしかった、っていうかさ」

「え？」

　予想外の言葉にロクな反応もできないでいると、リゼは苦笑する。

「っていっても、本物のギルドじゃない。アタシがまだ子供だった頃に、街の中でだけ冒険をしてた、ちびっ子ギルド。街の石畳、白いところと赤いところあるじゃん？　赤いところは溶岩、って踏まないようにしたりさ。まぁ、それは微笑ほほえましいことだとしてもいろいろムチャやったなぁ」

「わかる。僕も前の世界で似たようなことやってたよ」

　白線の上渡ったり、橋の上から川にダイブしたり。そんな些さ細さいなことが僕にとっての『冒険』だった。

　その時の感情を思い出していると、リゼは悪戯いたずらっぽく尋ねてくる。

「ちなみに、ギルドマスターって誰だと思う？」

「えっと……リゼじゃ、ないんだよね？」

　自分がギルドマスターだったら『アタシがいた』という表現はしないはずだ。考え込む僕にリゼは、すぐに正解を披露する。

「スマリなんだよね、これが」

　ちょっと予想してたけど、いざそれを告げられると耳を疑わざるを得なかった。

　啞あ然ぜんとする僕の顔を、リゼは頰ほお杖づえをついてにやにやと見る。

「今でこそなんか悟っちゃった？みたいな態度とってるけど昔のアイツ、超ハイテンションだったから。本人としては、なかったことにしたいらしいけど」

「あぁ、だからコーヒー噴いてたのか、あの時」

　リゼが僕たちにギルド名を提案してきたときのことを思い出す。僕としても目の前で黒歴史を掘り返されたらコーヒーくらい噴く。

　それにしても《サティスファクション》という名にそんな曰いわくがあったとは。

「じゃあ、しっかり《サティスファクション》の名前を轟とどろかせないとね」

「その意気、その意気！　まぁ、死なない英雄サマに来てもらったわけだし？　こっちも寿命の限り復興に付き合うっていうか……その、これからも、改めてよろしく」

　えへへぇ、とこぼされた笑み。酷こく使しされて固くなった小さな手を、僕はおずおずと握り返す。戦友を得たような心強さ以上に、リゼの笑顔が魅力的だった。

　……それはいいとして、

「ちなみに、エルフの寿命ってどれくらい？」

「千年」

「せんねん」

　その数字に衝撃を受け、ただ鸚おう鵡む返しにする。……いやいや。さすがに、そこまで時間はかかりませんよ？

　……かからないといいなぁ。
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　リゼから勧められた土地の開発を進めているある日、ヒナタが僕の部屋を訪ねてきた。

「お兄ちゃーん。《戯迷宮ランド》、できたの。評価してもらえる？」

　ちょうど周りの進しん捗ちよくが気になっていたところだし、ナイスタイミング。僕は喜々として、うなずく。

「いいね！　さっそく行ってみよう！」

　そんなわけでヒナタに連れられてやってきました、ヒナタプロデュースの《戯迷宮》。

「じゃーん！　題して、『幻げん惑わくの紫し晶しよう窟くつ』！」

　洞どう窟くつと聞いて僕が舞台にしたような鉱山を想おもい起こしたけど、まるで印象が違う。水晶で覆われた通路は僕の造った地味な《戯迷宮》と違って幻想的な輝きを放っていた。壁には僕たちの姿が映っていて、まるでミラーハウスみたいだ。

　とりあえず、いつもどおり警戒しつつ進んでみる。慎重にマッピングをしていると。

「あれ？」

　なにか、おかしい。いきなり、それまで歩んでいた道とはまったく別の光景が僕たちの目の前に広がり、振り返っても来た道はなくなっている。さては──

「……ヒナタ。これ、マッピングめんどいやつ？」

「さて、どうかしら？」

　ヒナタはにこにこと、こちらを見上げてくる。こんな発想を組み込んでくるなんて……意外とこの子、ゲームとか好きなタイプか？

　まずは、自分がどこにいるのか確認。こういうギミックがあると知ったからには、なにか印をつけておこうと、僕は壁にナイフで印を刻む。

　その次の角を曲がったところで、不意に通路全体が光った。

「なんだ!?」

　目をかばうように腕をかざしながら、身構える。徐々に収まっていく光に合わせてこちらも瞼まぶたを開けると──

「「え？」」

　同じ声が重なる。

　僕の目の前に、僕がいた。

「お兄ちゃんが二人!?　こんなの幸せすぎ……じゃなくて、どっちが本物なの!?」

　かなりわざとらしく驚いてみせるヒナタに、僕ともう一人の僕──おそらく、モンスターは呼びかける。

「ヒナタ！　僕が本物だよ！　わかるよね!?」

「ウソつくなや！　僕が本物だ！　ハンサムっぷりはよく再現できてるけどね！」

「お前こそ偽物のクセに、足が長くていらっしゃる！」

「ふざけんな！　お前だって全身からＳＥＸＹがにじみ出てんよ！」

　と、お互いを褒ほめちぎり合いながら揉もめる僕とモンスター。しかし目の前のモンスターは、僕自身が認めるほどにそっくりだった。戦闘力まで僕と一緒なのか、同情するくらいに弱い。

「大丈夫、見分ける方法は簡単よ」

　と、頼りになるヒナタのお言葉。それはいいんだけど──

「「……なんで武器を振りかぶっているのかな？」」

　僕たちのシンプルな疑問に、ヒナタは満面の笑みで答える。

「本当のお兄ちゃんなら、あたしの攻撃で死ぬはずなんかないわ。だから、死んだ方が偽物ってことで」

「「やめてよして！」」

　懇願にもかかわらず、大鎌デスサイズが一いつ閃せん。

「えーいっ」

「「がぁああああああ！」」

　僕もモンスターも、まとめて腰のあたりで両断された。モンスターはアイテムを残してそのまま消えたけど、僕は分かたれた下半身をくっつけようと、腕の力だけで這はっていく。

　ヒナタはそれを手伝いながら、ニコニコと笑いかけてきた。

「やっぱり、こっちが本当のお兄ちゃんね！　まぁ、あたしはお見通しだったけど！」

「お見通しなら巻きこまないでくれる!?」

　僕のまっとうなはずの指摘に対して、ヒナタは両りよう頰ほおを押さえながらうっとりと告げる。

「だってお兄ちゃん、怪け我がすると虹色にキラキラ輝いてカッコいいんだもの」

「血液！　これ、血液だから！　本来は流しちゃいけないものなの！」

　と、まぁヒナタの性格には問題があるというかあり過ぎるのだけど、

　振り返ってみれば、《戯迷宮ランド》自体は面白そうなギミックを搭載していて、挑みがいがありそうだ。細かい調整は他の冒険者の反応も見てからということで、とりあえず採用。
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　後日、なにか復興につながるようなアイディアを求めて自室でもの思いにふけっていたところ。

　ドアがノックされ、返事をする間もなく興奮したようにユーフォリアが飛び込んできた。

「眷けん属ぞく！　できた、《戯迷宮》！」

「でかした！」

　目を輝かせて報告してきたユーフォリアに、僕もテンションが上がる。厨二心を詰め込んだ《戯迷宮》、見せてもらおうじゃないか！

　と、いうわけでユーフォリア考案のダンジョンを訪れる。僕をその場まで導いたユーフォリアはこちらに振り返り、両りよう翼よくを広げた。

「これぞ新たなる叙事詩の一ページとなる舞台、『瘴しよう気きノ文庫』！　我らはこれより、最さい奥おうに封印されし魔術書の回収に向かう──というシナリオである！」

「こ、これは、いかにも……って感じだね」

　そびえ立つ巨大な建物には、蔦つたが這はっていていかにも廃はい墟きよという風情ふぜい。地図を確認してみると『文庫』の名の通り、もともとは街外れにある図書館らしい。司書も利用者もいなくなって久しいここが、ユーフォリアの選んだ舞台というわけだ。

　入ってみると、吹き抜けの天井──しかし、開放感はまるでない。まるでこちらを威圧するかのように、書架が林立しているからだ。

　本棚でできた迷路、といったところか。警戒しつつ進んでみるとやがて、僕らの身長を優に超すどでかい扉が待ち受けていた。

　僕はその扉に触れ、力を込めてみる。

「押したところで開かない、か」

　仰ぎよう々ぎようしい扉は、びくともしない。とはいえ、ここが娯楽の場として造られたのならやりようはあるものだ。ＲＰＧというジャンルには慣れているので、こういう探索は自然とできる……というか、ちょっと楽しみですらある。

　そう手間はかからず、扉の横に石碑を見つけた。表面に積もった埃ほこりを僕は手のひらで払い、刻まれている文字に目を通す。

　曲線よりも直線が多めなあたりはこの世界の文字に近い印象だけど……読めない。どうやら、この世界で一般的に使われている文字とは違うようだ。

　その時だ。僕の後ろからユーフォリアが、躍り出た。

「これは……ケイオス文字!?　莫ば迦かな!?」

「知っているのかユーフォリア!?」

　問い返す僕にユーフォリアは、神妙にうなずいて早口になる。

「うむ。まだ昼と夜とがわかれていなかった時代、強大な魔力を有しながらそれ故に滅びた種族、『混こん沌とんの民』が使っていたとされる文字。まさか、現存していようとは」

「……なるほど。例の魔術書の件。ガセじゃないかもね」

「で、あるな」

　と、まあ雰囲気を出すだけ出しておいて。

　ここまで付き合えば、ユーフォリアも満足しただろう。茶番を切り上げよう。

　要は、ユーフォリアが考えたオリジナル文字を解読しなければならないということだ。なんでこう、こじらせた人はオリジナル文字とかオリジナル暦とかとかオリジナル単位とか考えるんだろうね？

　もう一度、扉の文字を眺める。なにか法則があるかと思ったがそれは摑つかめない。

　僕が頭を悩ませていると、この《戯迷宮ランド》の創造主たるユーフォリアがご丁寧にもアドバイスを下さる。

「幸い、此こ処こは叡えい智ちが集う場所。知の集積たるこの場ならば、『未来』へと続く鍵かぎが見つかるであろう」

　ん？　翻訳ミスかな？　とんでもないこと言ってるような気がするんだけど、僕は確認のため尋ねてみる。

「まさか、この膨大な本の中からヒントを見つけろと？」

「然しかり」

「Ｄｕｄｅデユー」

　思わず眉み間けんを押さえ、うつむく。どれほどの冊数がここにあるってんだよ……。

　嘆いていても仕方ない。僕は、仲間たちに呼びかける。

「しょうがない。手分けして探しだすよ」

　二手に分かれる僕たち。手近な棚にあった一冊を抜き出してページを開くと──

　唐突に、右みぎ頰ほおを思い切り殴られた。

「かはっ！」

　吹っ飛び、本棚に突っこむ。い、いったい何事だ!?

　顔を上げると山や羊ぎみたいな頭をした悪魔──いわゆる、バフォメットが本のページから上半身だけのぞかせていた。その場から動けないのか、こちらを挑発するようにシャドーボクシングを行っている。

　動けないくせに、調子こきやがって。こうなったら、奥の手を発動してやるっ！

　意識を集中。息を吸い込むと、僕はその言葉を唱える。

「助けて、ユーフォリア！」

　仲間を頼る。これが、絆きずなパワーだ！

　幸いすぐさま駆けつけてくれたユーフォリアが、ステッキを構えながら僕に呼びかける。

「眷けん属ぞく、伏せよ！」

　言われるとおりにする。続けざまにユーフォリアの鮮烈な声が響いた。

「『セイント・アロー』！」

　ユーフォリアの背後に浮かぶ、無数の光の矢。

　それが、一斉にモンスターに向かって降り注いだ。

　矢に貫かれ、崩壊していくモンスター。僕は体を起こすと、ユーフォリアに笑いかける。

「さすが。助かったよ」

「むふー。この程度、造作もない」

　その返答に、嫌な予感がふつふつと湧いてくる。もしかして……この一冊一冊に、モンスターとのエンカウントが設定されていたり？

　本棚一つくらいだったら、そのクソ設定も我慢してやった。だけど、だ──

　僕は、そびえ立つ書架を見渡す。何万冊の本があるんだよ、この部屋ぁ!?

　さすがに、ギブアップ。僕はユーフォリアに問いただす。

「ユーフォリア？　なんでこんな仕様にしちゃった？」

　ユーフォリアは、露骨に目を逸そらして答える。

「め、盟友の流儀に従った」

　そんなことだろうと思った。僕は極力、穏やかな声で告げる。

「リテイクで」

「……うん」

　ちゃんと反省できるあたり、期待が持てた。
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　ヒナタとユーフォリアの《戯迷宮ランド》に翻ほん弄ろうされてから数日。

　館の一室で僕は、領主の仕事を肩代わりしていた。

　執務室の机に向かって黙々と事務仕事を進めていた僕だが、不意に疑問が胸の内から湧いて手を止める。

「……なんか、違くね？」

　領民の年収をまとめたり、そこから税金や保険料を計算するために召喚されたわけじゃないと思うんですけど。いや、命の危機を覚えないというのは素晴らしいことだし平和の素晴らしさを称たたえるべきなんだけど、どこか腑ふに落ちない。

　こうなっているのは、アイシャの《戯迷宮ランド》造りが難航しているからだ。自分の《戯迷宮》造りも目め途どがたってきたことだし、街をふらふらしてこの世界に慣れるくらいしかやることがなかった僕が、忙しそうに《戯迷宮》造りと領主の仕事をかけもちしているアイシャの手伝いを申し出た。

　とはいっても、まだ《戯迷宮》に関することを始めとした、この世界での各種法律・制度を勉強しながらアイシャから仕事を教えてもらいつつそれを実行する、という形。同じくヒナタも《戯迷宮》を完成させたということで、仕事を手伝ってもらっている。主にデスクワークは僕、現場仕事はヒナタが担当だけど、柔軟に割り振っている。

　冒険者から領主の補佐という、新しい立場。不慣れなことに追われてすっかり失念していたけど、仕事の手を止めた拍子にふと思い出す。

「……あれ？　そういやスマリって、どうしてるんだろ？」

　てっきりドヤ顔で意識高い系《戯迷宮》を造ってくるかと思ったら音おと沙さ汰たがない。……いや、意識高い系《戯迷宮》って、なんだ？

　そんなおぞましいものは頭から追い払う。気分転換も兼ねて、ちょっと様子を見に行って来よう。目の前の仕事が嫌になったわけではない。仕事にはメリハリが必要なだけだ。

　さて、スマリはどこにいるだろうか？　今まではリゼの店で偶然会っただけで、こちらから会いに行く手段がない。ＲＰＧだったら街の人に話しかけて情報収集するんだろうけど、この街って住人が極端に少ないからなぁ。今日も絶賛、閑かん古こ鳥どりが鳴いていますよこの街は。

　とりあえず、リゼに話を訊きいてみよう。ちびっ子ギルド時代からの仲みたいだし、スマリの行動には詳しいだろう。

　と、『煌こう々こうたる甘あま瓜うり亭』に足を向けたその時、風に乗って口笛の音色が届いてきた。この神宮球場から流れてくるようなメロディー。振り返るとそこには！

「スワローズ女子！」

「スマリだよ」

　律りち儀ぎに訂正されるけど、そんなことはどうでもいい。

「良いところに来た。ちょうど、会いに行こうと思ってたんだ」

「そうかい。これも風の導きかな」

　こいつ、いつも風に導かれてんな。

　それはさておき──

「ところでスマリ。例の《戯迷宮》の件だけど、進しん捗ちよくどう？」

「構想は固まりつつあるよ」

「頼もしい！　いや実はね、ヒナタもユーフォリアも趣味に走り過ぎ？みたいな感じで、アイシャと大差ないんだよ。ここはスマリのような、客観的に物事を俯ふ瞰かんできる存在からのプレゼンが欲しいんだよね！　で、どんな《戯迷宮ランド》？」

「ん？」

　と、意味深な微笑を浮かべるスマリ。僕はちょっと戸惑いつつも、再び問う。

「うん、だから、どんな《戯迷宮》を考えているのかな、って」

「そうだね……今までにない、イノベイティブな《戯迷宮》、といったところかな」

　……なんだろう。ふわっとしてるっていうか、まるでイメージが見えない。

「や、そうじゃなくて、もっと具体的な話を聞きたいんだけど」

「安易に具体性を求めるのは、どうだろうね？　柔軟な発想が、失われてしまうんじゃないかな？」

　おい。

　おいおいおい。

　はぐらかすような答え。これはもしかして──

「……なにも、思いついてない？」

　スマリの尻尾が逆立ったが、顔はいつものポーカーフェイスを保ちつつ返してくる。

「そんなこと、ないけど？」

「ウソつくなや！　いま一瞬、動揺しただろ!?」

　僕の指摘にスマリは、なおも不敵な顔で佇たたずむ。

「ビジネスに必要なのは、先を見通す力じゃないかな？　で、あればここはもっと長期的な視点で──」

「エクスキューズはいいから、どんな《戯迷宮》でも案を出すこと！　ＡＳＡＰとつとと提出しないと『いいね！』してやらないからな！」

　激げき昂こうして吼ほえる僕に、スマリは吐き捨てる。

「まったく。尻の穴がミクロ的な男だね」

「尻の穴がマクロ的な方が問題あるわ」

　まっとうな僕の反論にスマリは「やれやれ」とばかりに肩をすくめてみせる。煽あおり力に優れた子だ。

　長期戦を覚悟して僕は、その辺の民家の壁に寄り掛かる。

「ったく。僕もアイディア出すのに協力するから。ブレストから始めるんでいい？」

「いいね！　やろう！　ぜひそうしよう！」

「予想以上に食いついた！」

　尻尾ブンブン振り回しちゃって。正直、ヒくわー。

「この領地、アホか頭がどうかしているヤツしかいないだろう？　ディスカッションに飢えていたんだよ」

「そうね、そうね」

　テキトーにあしらっていると、スマリはろくろを回すような手つきをしながら目を輝かせる。

「まず、コンセンサスを取っておこうか。みんなが造る《戯迷宮ランド》とコンセプトが被かぶるとまずいだろう？」

　キツネがコンコン言っててなんか微笑ほほえましかったが、それを指摘して話がややこしくなるのもアレなので僕は説明する。

「ヒナタのは洞どう窟くつが舞台。水晶が視覚を狂わせるみたいで、マッピングが面倒だったな」

「なるほど。ユーフォリアは？」

「図書館を舞台にしてて、魔術書を取りに行くっていうのが目的。モンスターは悪魔みたいなやつ」

「洞窟に、図書館か。キミが造ったのは鉱山が舞台だったね。領主さまは？」

「詳しくは知らないけど、廃城を改造しようとしているみたい」

「城と図書館は人工物系、洞窟と鉱山は天然系と分類すると、バランスは取れているわけだ。なら私は、天然系にしようかな」

「うん、いいんじゃない？　既にある《戯迷宮》が洞窟と鉱山だから、開放感のある土地を舞台にしたらどうかな？」

「それに加えて、戦闘よりも採取重視の《戯迷宮》にしたいね」

「天然系の《戯迷宮》で採取っていうのは、相性いいと思うよ。それでいて今までの条件に合いそうな舞台っていうと──」

　頭に叩たたき込こんだニームレス領のマップからふさわしそうな土地を検索していると、僕が答えを出す前にスマリが口を開いた。

「フラッシュアイディアなんだが、アローナ湖なんてどうだろう？」

「アローナ湖？　あそこ、採取するようなものあったっけ？」

「魚が釣れるんだよ。あそこのヌシを釣ってくる、っていうのなら冒険になるんじゃないかな」

「へぇ。他よ所その《戯迷宮》にもないタイプだし、それこそ、客が釣れるかもね」

　僕の笑えないギャグは置いといて、スマリは珍しくはにかんだような苦笑をこちらに向ける。

「……その、ありがとう。おかげで、《戯迷宮》を造れそうだ。助かった」

「いやいや、スマリの知識があってのことだよ。さすが元祖《サティスファクション》のリーダーだ！」

「やめろ」

　よっぽど触れられたくない過去なのかスマリは、唇くちびるをかみしめて赤面する。これは、イジらない手はありませんね！

「いいじゃないか。好きだよ僕は、そういうのが。スマリの力なくして、この街に満足は訪れないよ！」

「忘れてしまったよ。満足なんて言葉」

　僕好みの言葉だ！　ますます僕はテンションを上げて、スマリに尋ねる。

「そんなにすごいギルドだったの？」

「まぁ、この街で満足するしかないと思っていたからね。思いつく限り、派手に暴れさせてもらったよ」

　ちっちゃいスマリがちっちゃいリゼを引きつれてちっちゃい冒険に臨む姿を想像すると、胸がほんわかする。僕の頰ほおは自然とほころんだ。

「ほほえまー」

「ほっ、微笑ほほえましくなんかないっ」

　それはそれとして、僕としては不思議なことがある。

「でも、意外だな。スマリならとっととこの土地に見切りつけそうだけど」

「心外だね。私がそんな薄情者に見えるかい？」

「薄情ではないけど、もっと合理的っていうかさ。あと、自分磨きとかする人って旅行好きそうだし」

　僕がそう言うとスマリは、まんざらでもなさそうに尻尾を揺らす。

「私が合理的というのは、やぶさかじゃないけどね。……まぁ、この土地に生まれた郷土愛っていうのもあるんだけど──」

　スマリの声に引き込まれる。この意識高い系がなんでこんな廃村不可避の領地でふらふらしているのか俄にわかに気になったところ──

「……から」

「えっ？」

　かすかな声に僕が訊きき返すと、

「……お母さんの料理、美お味いしいし。他よ所そに行ったら、食べられなくなるから」

　さっき以上に赤面して告げるスマリに、僕の胸がわしづかみにされた。

「そっか」

　頭をわしゃわしゃと撫なでてやりたいけど、スマリの性格的に嫌がりそうなのでここは我慢で。

　なんというか。

　スマリもまだ、僕と同じ年頃の女の子なんですね。





　　　○






　それからさらに数日後。

　今日も領主補佐として、僕はのどかな田舎いなか道を歩いていた。

　目的は、農家の顔役という人に会うため。丘を登っていくと、アイシャから伝え聞いた特徴を持つ、ドワーフのおっさんが見えてきた。

「お仕事中のところ、すみません。アイシャ・ニームレスの代理で来た者です」

　僕が呼びかけるとおっさんは土を掘る手を止め、髭ひげに覆われた口を開く。

「ああ、君か」

　この世界の人間からしたら妙な格好をしている僕の立場を示すため、腕には『領主補佐官』と記された腕章を巻いている。ヒナタがいつの間にか用意してくれていたもので、ありがたく使わせてもらっている。

　おっさんの家に招かれ、そこで今年の収穫量や、そこから売値の設定を相談。補佐官という立場とはいえ僕に決定権はなく、一度アイシャに持ち帰って意見を求める、という流れだ。

　仕事とは別に、なにか現代日本の知識で役に立てることはないかなー、なんて期待したが、残念ながらそれは叶かなわなかった。堆たい肥ひの開発くらいでちやほやされる世界観だったらよかったのだけど、おっさん曰いわく、『土の精霊の祝福がある』んだって。

　ついでに異世界で活躍する作物ツートップの大豆とジャガイモも、すでにこの土地にあるそうな。イモ植えるだけで誉ほめてもらいたかったんだけどなー、僕もなー。

　仕事の話から世間話になり、振る舞われたじゃがバターを食べ終えたところで僕は席を立つ。

「それでは、失礼します。お仕事中、ありがとうございました」

「構わんさ。領主さまにも、よろしく」

「はい。イモ、ご馳ち走そう様さまでした」

　屋敷に帰り、自室まで来ると疲労で体が自然とベッドに吸いこまれていく。今までアイシャが領主をやってこられたのって、オーガとしての体力があるからじゃないか？

　スライム由来という素材の、なかなか寝心地の良いベッドに倒れ込む。ぐんにゃりとした弾力が僕を包みこむのだが、いつもとは若干、違和感があるわけで。

　その正体を、僕はすぐに知るわけで。

「お帰り、お兄ちゃん」

　倒れ込んだ先に、ヒナタがいるわけで。

「うわぁああああああああ！」

　疲れもぶっ飛んで、僕は裏声で叫びながらベッドから飛び起きる。ついでに語ご彙いまでぶっ飛んだ。

「なんで!?　なんで!?」

　混乱する僕をよそに、ヒナタは照れくさそうに微笑ほほえむ。

「お兄ちゃんが帰ってきたときぐっすり寝られるように、ベッド温めてたの」

「お気遣いありがとう！　でも、人の部屋に勝手に入るのはやめようね！」

　この館の部屋、鍵かぎかけられないのが難点なんだよな。ユーフォリアに頼んで、結界でも張ってもらおう。……いや、ヒナタならそれすら破りかねない。なにせ、次元を超えて僕を追ってくるくらいだ。

　何か対策はないかな。考えていたところで、ヒナタは一枚のプリントを差し出す。

「あと、ここ数日の冒険者とか移住希望者の人数もまとめておいたわ」

「サ、サンキュ」

　マジ有能な妹様である。サイコパスであるという点を除けば。

　ヒナタから渡された資料に目を通す。冒険者・移住希望者ともに右肩上がり……と言っていいのだろうか。たしかに増えてはいるが、その伸びは極めて緩やか。グラフにしたら、平らに近い。来てくれる人は増えたが、そのまま土地に居つかず去ってしまうのだ。

「あー……」

　改善されない状況に言葉もなく、自分の力不足を実感させられる。しみじみと窓からの景色を眺めると、目に入ってくるのは世界樹。僕はこんなにもちっぽけなのにあいつは相変わらずデカいなぁ──なんて、思っていると。

　ドアをノックする音。「どうぞ」と返事をして現れたのは、

「……キイチ様。ちょっと、いいですか？」

「アイシャ!?　どうしたの!?」

　目の下に隈くまをつくって、いかにも疲ひ労ろう困こん憊ぱいという感じ。しかし、そこには疲れ以上の達成感がある。

「ついに……ついに完成しました」

　完成した、というのは言うまでもない。

「新しい、《戯迷宮ランド》が──」

　アイシャは小さくうなずくと、彼女のトレードマークである笑顔になる。

「これで……みんなに、笑顔を──」

　そう言ったかと思うと、急にアイシャの体から力が抜けた。僕はそれを受け止め、アイシャの部屋へと運ぶ。

　ベッドに横たえたアイシャは、幸せな夢でも見ているのか緩みきった顔で繰り返す。

「うぅん……えへへ……笑顔……笑顔……」

　そんなアイシャの寝顔を見て、僕は改めて思った。怖いわ、このスマイルジャンキー。

　そして、そんなアイシャが造った渾こん身しんの《戯迷宮》──

　正直、嫌な予感しかしなかった。





　　　○






　そんなこんなで翌日、件くだんの《戯迷宮ランド》に向かって出発する僕とアイシャ。

　街を出て、巨鳥を走らせること小一時間。やがてその、遠景が見えてきた。

　天を突く尖せん塔とう。雷雲と暗あん澹たんたるオーラに包まれ、いかにも禍まが々まがしい威い容ようを誇る古城をアイシャは堂々と紹介する。

「これがわたしの新しい《戯迷宮》、《メメント・モリ》です！」

『死を忘れるな』──そう名付けられた《戯迷宮》から、察する。さてはこの子、反省してないな？

「……へぇ」

　僕の塩対応が気になったのか、アイシャはしょんぼりと肩を落とす。

「だ、だめでしょうか……？」

「いや、名前だけじゃなくて、入ってみないとわからないよね！」

「ですよねっ！」

　僕がフォローを入れた途端、笑顔を輝かせるアイシャ。なんというか、前々から思ってたけどこの子、メンタル強いな。

　アイシャは辛抱たまらんとばかりに、僕の袖を引っ張る。

「ではっ、さっそく挑んでみましょう！」

「え、僕たちだけで？　ギルドメンバーに声をかけた方がよくない？」

　僕の提案にアイシャは、恥ずかしそうに顔を伏せる。

「そ、そのぅ……みなさん、きっと、とっても素敵な《戯迷宮》を造っているでしょうし、みなさんに見せるより一度、キイチ様のご意見をいただければ……と」

「素敵、ねぇ……」

　ヒナタはともかく、ユーフォリアはまだバランス調整に苦心しているようだし、スマリの《戯迷宮》も冒険というよりはあれ、釣り堀だ。素敵という言葉からはかけ離れていて心配する必要なんてないのだけど、せっかくアイシャから二人きりで、と誘われたのなら浮かれてしまうのが男心というもの。いやぁ、アイシャがどのくらい譲歩してくれたか、楽しみだ！

　強がるくらいの余裕が、この時点ではあったとだけ言っておく。





　　　○






　いざ、《戯迷宮》に足を踏み入れると不安は倍増した。

　初見の《戯迷宮ランド》特有の、どこからなにが来るのかわからない雰囲気。周囲の探知のために、スマリだけでも連れてくるんだった。

　後悔しても遅い。とにかく、慎重に周囲をうかがって先に進む。かつては栄華を極めていたであろう城の床は赤い絨じゆう毯たんで、足裏に伝わる感触が今までと違って落ち着かない。

　不自然なところがあれば見落とさないように、じりじりと歩きながらマップを記録していく。思いのほか、この探索は順調にいった。と、いうのも、冒険の経験を積んだからかアイシャと行動を共にしているからか、トラップの法則がなんとなくわかってしまったからだ。

「おっと」

　と、僕は足を止めて後に付き添うアイシャの歩みを制する。これは……ありますな。

　スマリから教わったやり方で、壁や床を叩たたいてトラップの位置を特定する。予想通り、数歩先の床にトラップのスイッチがあった。

　解除の仕方も習っているけど、避よけていけばいいだろう。スイッチを踏まないように気をつけながら、先に進む。

　さらに壁に身をひそめて進路をうかがう。すると、Ｔ字路の先から金属がこすれる音が聞こえてきた。

　目を凝らすと、中身が入っていないような鎧よろい──いわゆる、リビングメイルがうろうろしている。この距離なら、一気に走れば奇襲できそうだ。

　相手をしないという選択肢もある。どうしたものか、とアイシャに目め配くばせをすると、「いけますよ！」という自信ありげな表情が返ってきた。

　ぐずぐずしている暇はない。僕はすぐさま、首を縦に振ってサインを送る。

　途端に、放たれた矢のように飛び出すアイシャ。たちまち距離を詰め、モンスターの背後で金かな棒ぼうを振りかぶっていた。

　完璧な奇襲。そう確信したが──

「なっ……！」

　ぶつかり合う金属音に僕は、驚きよう愕がくする。リビングメイルはあのタイミングからアイシャの一撃を受け止めたのだ。

　ドラゴン以外のモンスターはほぼ一撃で屠ほふってきたアイシャの一撃を受け止める。その実力だけで、わかる。さてはここのモンスター、かなり強いな？

　だが、創造主であるアイシャにとってその強さは想定内。受け止められることを読んでいたように、すぐさま体を翻ひるがえす。

　華麗なステップから放たれるのは、遠心力を乗せた金棒の一振り。リビングメイルは横薙なぎの一いつ閃せんとともに壁に叩きつけられ、動かなくなった。

　控えめな拍手を、僕は送る。

「お見事」

「えへへぇ」

　照れくさそうに笑うアイシャ。先ほどまでの真剣な表情とのギャップのせいか、よりかわいらしくて直視できなかった。クソ童貞の極みである。

「そ、素材、回収しよっか。金属って、鉱石からじゃなくてこういう採り方もあるんだね」

　ぽいぽい、っと鎧よろいの欠片かけらを道具袋に入れる。アイシャもそれを手伝いながら、何気ない風に告げてくる。

「キイチ様も、冒険者が板についてきましたね」

「え、そう？」

「はい。頼もしいです」

　たしかに、ずいぶん冒険には慣れてきたけど、改めてそう言ってもらえると嬉うれしさがこみ上げてくる。こんなかわいい子に頼りにされれば、なおさらだ。

　照れくさくなって、僕は話題を逸そらす。

「アイシャこそ、成長したよ。いい《戯迷宮ランド》だと思うよ、ここ」

　回避不能な初見殺しとかないし。僕の率直な感想に、アイシャは身を乗り出してきた。

「ほ、ほんとですか!?　ありがとうございます！」

「い、いや。なんも、なんも」

　至近距離からの笑顔は、反則だ。上う手まい返事も思いつかず、ただ熱くなる顔を自覚していると、

「あっちにも破片、飛んでますね」

　小走りでそちらへ向かっていくアイシャ。しかし、嫌な予感がした。

　あれ？　たしかあそこって、さっきトラップの探知をした時に怪しいところだったような──

「アイシャァァァァ！　ストォォォップ！」

「はい？」

　僕の制止は一歩遅く、アイシャの足もとから『ガコン』と不吉な音が鳴る。

　トラップの気配は察知していたが、スマリと違い何が設置されているかまではわからない。けど、どこから来るかはわかる。

　上だ。

　駆け出し、アイシャをかばうように天井を両手で受け止めた。くっ……なんだこの、絶妙に耐えられなさそうで耐えられる圧力は！

　ぬぉおおおお……っ！　と歯を食いしばっていると、僕に馬乗りになられていたアイシャが立ち上がって顔を輝かせた。

「素敵……素敵です、キイチ様！　この苦難を脱したときこそ、笑顔になれるんです！」

「成長してねェえええ！　この子、やっぱり成長してねぇよ！」

　っていうか、むしろ悪化してない!?

　僕はこのまま潰つぶされても死なないけど、一緒に潰されたアイシャは蘇そ生せいしなければならない。そのことがわかっているのかいないのか、アイシャは興奮した目で僕を鼓こ舞ぶする。

「さあ、キイチ様！　がんばりどころですよ！　がんばれっ、がんばれっ」

「そんなこと言われたら、がんばりたくなっちゃうよぉおおおお！　とりあえず、アイシャだけでも逃げて！」

「そ、そうですねっ。キイチ様、その……すみません！」

　がんばった結果、アイシャが脱出するだけの時間は稼げたが僕は天井に潰され、例のごとくカートゥーンめいてペラペラになった。

　これまたいつものように二秒で元に戻った僕は、やけくそに告げる。

「もういい！　脱出！　とっとと脱出するよ、こんな《戯迷宮ランド》！」

　と、道具袋を広げたところで気が付いた。

　軽く視察に行くくらいの気分だったから、脱出アイテム持ってきてないんだった。

　やっべぇ──とは思いつつ、ちらりと横に視線を送る。僕の顔色から状況を察したのか、アイシャは武者ぶるいすらしていた。

「超絶ピンチ……。これは、ドラマチック止められそうにない止めたいと思わないですよぉ……！　きっとこの逆境を乗り越える、素晴らしい冒険が生まれるに違いありません！　中継していないのが、もったいない！」












　きゅんきゅんしますねぇ！　と、また絶頂しているようなアイシャの顔を見て、僕も覚悟を決めざるを得なかった。こうなったら──

「行けるところまで行ってやんよ！」





　　　○






　並の冒険者だったら十三回は死ぬ思いをしたところで宝箱にたどり着き、そこに入っていた帰還アイテムでなんとか脱出できた。

　結局アイシャのコンセプトは変わっていなかった。希望を与え、それを奪うのがサービスだという精神は揺るぎない。クリアできるわけないだろ、あんな難易度。

「やだー……もうやだー……あそこいきたくないー」

　戻ってこられた──我ながらその偉業が信じられず、死んだ目のまま繰り返す。深刻なトラウマが心に刻み込まれていた。

「キイチ様、どうでしたかっ？」

　振り向くとそこには、期待に満ちた瞳ひとみ。きらきらと輝く眼まな差ざしに僕は頰ほおを綻ほころばせ、返す。

「不採用！」

　やっぱりなにも学習してないんですけど、この子。





　　　○






　帰ってからもアイシャは、頭を抱えていた。

「うぅ……なにが悪かったのか、さっぱりわかりません……」

　執務室で事務仕事をする僕の横で、アイシャはさっきから《戯迷宮ランド》の設計図とにらめっこしている。僕は本国へ送る報告書を作りながら、その悩みに答える。

「前の《戯迷宮》よりはよくなっているから、その調子でもうちょっとハードル下げられないかな？」

「やってみますけど……うぅ……笑顔、笑顔がぁ……」

　すっごい未練がましく、アイシャは渋る。僕はとにかく理屈でアイシャを説き伏せようとする。

「ギャップ、かな。問題は。アイシャが想定している以上に、冒険者って強くないし、高難易度の《戯迷宮》を求めてないんだと思う。達成感を得るのが一番、っていうかさ」

「なるほどー」

　気の抜けた相あい槌づちを打つとアイシャは、ため息に続いて尋ねてくる。

「なにか、ありませんかね？　実力にかかわらず、平等に楽しめるような冒険って？」

「そんな都合のいいものがあれば苦労しないよ」

「ですよねぇ……」

　アイシャは肩を落とすと、窓の外に目を向けた。

　夜も更けてきたので仕事を切り上げ、僕とアイシャはそれぞれ自室に戻る。アイシャにはああ言ったけど、なにか、ないだろうか。自室で深夜まで、現代知識を活いかせないものかと考えてみるけどロクなアイディアは浮かばない。

　暗中模索。四苦八苦。頭を抱えたその時だ。ドアがノックされた。

「どうぞ」

「開けてー」

　と、ドア越しに聞こえてくるのはヒナタの声だった。僕は腰を上げ、ドアを開ける。

　そこでは、ヒナタが愛あい嬌きようのある笑顔を浮かべてお盆を抱えていた。

「お兄ちゃん。あったかいココア、淹いれてきたの。一緒に飲も？」

「サンキュ」

　お盆を机に置くと、自分のカップを抱えてベッドに座るヒナタ。僕はイスに戻って、置かれたカップを口に運ぶ。

　甘い。疲れた脳に糖分が供給されて回復する気がする。

　ヒナタなりの、気遣いってところだろうか。カップを両手に抱えてふーふーしている姿が健けな気げで、つい尋ねてしまった。

「ヒナタは、さ。こんなことに巻きこまれて、後悔してないの？」

「え、なんで？」

「……いや、やっぱりいいです」

　なぜこの少女がここまで僕を慕ってくれているのかはわからない。だが、本能としてわかることはある。

　これ以上踏み込んではならない。

『深しん淵えんを覗のぞくとき、深淵もまたこちらを覗いているのだ』

　言わずと知れた、有名なフレーズ。彼女を理解しようとすればするほど、その『深淵』に触れることになる。

　そのことを、久しぶりに思い出す。そんな僕の胸中なんて知らないように、ヒナタは楽しそうに、パタパタと足を揺らす。

「むしろ、冒険って楽しくない？　……その、お兄ちゃんと、デートしてるみたい」

「デート、ねぇ」

　どういう神経をしていればそう思えるんだか。この子にとっては、冒険がピクニックかなんかだと？

　一笑に付そうとしたその寸前──

　僕の頭に、閃ひらめくものがあった。

「──ヒナタ。ちょっと、アイディア聞いてもらえる？」

　もしかして、これならいけるかもしれない。

　今すぐ、アイディアをまとめなければ。僕の固い意志にヒナタは、どんとこいとばかりにその薄い胸を叩たたく。

「もちろんっ。まっかせて、お兄ちゃん！」

　このあと、めちゃくちゃブレストした。





　　　○






　数日かかって僕とヒナタは新しい《戯迷宮ランド》の仮作成を終え、ようやくアイシャたちを誘えるようになった。

　巨鳥にまたがって、件くだんの《戯迷宮》に向かう。道中、鼻歌まで歌って上機嫌だったアイシャは次第に、顔を曇らせていった。

「……キイチ様？　世界樹ですが、なにかいつもと見た目が違いません？」

「うん。さすがに、気づく？」

　まだまだ距離があるのに、変化は一目瞭然。堂々とそびえ立つ大樹の周りには、幹に沿ってレールのようなものがうねうねと張り巡らされているのをはじめ、明らかに自然ではありえない変へん貌ぼうを遂げていた。

「もしかして、《戯迷宮》の舞台としたのは……」

　そんなことないですよね？　と確認するような引きつった笑顔に、僕は首しゆ肯こうする。

「うん。あの、樹き」

　アイシャの父上が登ったという謂いわれもある、あの世界樹──この街の象徴ともいえるものだった。

「……」

「言いたいことは分かる。でも今は、なにも言わずこの冒険に挑んでほしい」

　絶句するアイシャが、本当はなにを言いたいのか察しているつもりだ。それでも、僕はここを《戯迷宮》とすることを選んだ。

　やがて、世界樹の根元にたどり着く。そういえば、冒険に挑む前に大事なことを話しておかないと。

「あ、ひとつ言っておく。この《戯迷宮》、死ぬことは絶対ないんで安心して挑戦して」

　僕の言葉に、アイシャが怪け訝げんそうに訊きき返してくる。

「絶対、ですか？」

「そ。絶対」

「ですが、それでは……」

　予想通り渋るアイシャだけど、僕は先を促す。

「まあ、とりあえず進んでみてよ。安全だし、ユーフォリアが先頭でもいいよ」

「ほんと!?　やる！　先頭、やってみたい！」

　いつも後衛だからか、喜び勇んで進み出るユーフォリア。アイシャも仕方なさそうにその後を追い、僕とヒナタがそれに続いた。

　どこから登ったものか、と世界樹の根に沿って歩くユーフォリア。やがて僕たちは、奇妙なものに出会う。アイシャはそれを評して曰いわく、

「トロッコ……ですか？」

「似てるけど、僕たちの世界じゃ別な呼ばれ方をしてた」

　また、トロッコとは明らかに違うところがある。人が座るためのイスがついているのだ。

　ユーフォリアはそれを注意深く観察して、眉根を寄せる。

「面めん妖ような……。如い何かにしたものか」

「乗ってもいいし乗らずに歩いて線路を辿たどってもいい」

　と、言いながら率先して乗り込む僕。続いてアイシャが「なにやら、『笑顔』の予感がしますよ、これは！」と僕の隣に、ヒナタが「ほら、ユーちゃんも」と僕の後ろの席に座る。

「け……眷けん属ぞくが用意した『存在』であるからには、拒む理由はあるまい」

　警戒をしながらも、シートに腰かけるユーフォリア。

　次の瞬間、ガチャンと重々しい音が響き、僕たちの肩にＵ字形の安全バーが下ろされた。

「え？　え？」

　動転してきょろきょろするユーフォリアだが、行けばわかる。トロッコもどきが動き出し、幹に沿って設置されたレールを登っていく。

「おぉ、楽ちん！」

　最初は上機嫌だったユーフォリアだけど、だんだん雲行きが怪しくなる。ユーフォリアは青ざめた顔で後ろの席から、尋ねてくる。

「け、眷属？　レール、この先──」

　テストで何度も乗ったけど、いまだに慣れない。この先にある恐怖を思い出し、僕は震えていた。

「うん。スピード出るから、覚悟しててね」

　トロッコもどきがレールの頂上で止まる。世界樹の中腹──とはいっても、ニームレスの街が豆粒のように見えるくらいの高さ。ユーフォリアが「やめてよして」と震える小声で言った次の瞬間──

　再び動き出したトロッコもどきは、重力の法則に従って思いっきり加速した。

「「ぎゃああああああああああ！」」

　アイシャとユーフォリアの絶叫が響き渡る。僕はというと声も出ないのだけど、風を切る音に混ざって後ろからヒナタの囁ささやきが聞こえてきた。

「大丈夫よ、お兄ちゃん。あたしがついているんだもの。へいき、へっちゃら」

　うん、正直、君の方が怖い──ッ！

　その後も、僕たちは似たような乗り物を乗り継いで、上に下にと移動しながら頂上を目指していく。

　冒険という言葉に縛られていたのが間違いだった。この世界の流儀に従って、『ダンジョン』を造らなければいけないのだと思い込んでいた。

　でも、そんなことはない。僕たちは、どこにだって冒険を見み出いだせる。

　本当に、命を賭けなくてもいいのだ。

　絶対に死なないとわかっていても怖い。そんな思いを何度も、何度も、何度もしてきた。いくら蘇そ生せい魔術があるからって、この世界の人も同じだ。

『死にたくないんじゃぁあああ！』

『スリル、だよ』

　安全を保証された範囲で刺激を求める──あの意識高い系の言葉が、こんなところで役立ってくれるとは。『暁あかつきの翼つばさ』だって、生き返られるという──何度も挑めるという前提で高難易度を求めていたわけだし。












　僕のいた世界でも似たようなものはある。あえて、恐怖を味わおうという娯楽が。ヒナタの言う、『デート』のようなものが。

　そうして行き着いた僕の答え──それが、この世界樹を舞台にした『テーマパーク』だ。

　何度も絶叫を上げることになったが、ようやく終わりが見える。とうとう、頂上だ。

　コースターが徐々にスピードを落とし、止まる。降りた先に待っていた光景に僕たちは、一様に息を吞のむ。

「これが……パパが見た、景色」

　夕焼けに染まるニームレスの領地。呆ぼう然ぜんとそれを見つめるアイシャに、僕は頭を下げる。

「ごめん、アイシャ！　勝手にここを《戯迷宮ランド》にしちゃって！」

　アイシャからの返答はない。それに甘えて、僕は続ける。

「アイシャにとって、お父さんが頑張った末にたどり着いた景色を、こんな風に安売りしたくないっていうの、あったよね？　でも僕、アイシャからあの話を聞かされて、やっぱりここを《戯迷宮》にしたいな、って！　それから、あのっ──」

　言い訳を続けようとする僕を、アイシャは遮さえぎる。

「違うんですっ」

「……え？」

　顔を上げる。てっきり怒られるものだと思っていたが、アイシャは自分の体を抱いて小さく震えていた。

「たしかに、ここは大事な場所です。でも……わたしがここを《戯迷宮》にできなかったのは……しなかったのは……ここは、パパが話してくれた冒険の中でも一番面白かった場所なんです。だから、ここを舞台にすれば絶対みんなに気に入ってもらえる《戯迷宮》になると思ってて……」

　アイシャの目じりから、ぽろぽろと大粒の涙がこぼれてくる。溢あふれてくる激情に従うように、アイシャは悲痛な叫びをあげた。

「でも、この場所まで否定されたらって……そう考えたら、わたし、なにもできなかったんです……っ！」

　自分がとんだバカだったことに気づかされる。すっかり決めつけていた。アイシャのメンタルが、タフだと。

　でも、そうじゃない。僕と同じ年頃の女の子で、それなのに領地の経営なんて重荷を背負わされて、自分なりに頑張った結果、待っていたのは批判の嵐で──

『笑顔』という、あやふやな言葉にすがりつくしかなかったんだ。

「盟友ぅ……」

　アイシャを慰めるように、ユーフォリアが寄り添う。それで落ち着いたのか、アイシャは涙を拭ぬぐって顔を上げた。

「ですが、わかりました。こういう『冒険』もあるのですね」

「これが、この世界の人たちに気に入ってもらえるかわからないけどね」

　苦笑する僕にアイシャはＶサインを向ける。

「大丈夫です。だって、とっても楽しかったので！」

　そう言ってもらえるなら安心だ。というわけで──

「じゃあ、お帰りはあちらから」

　僕が示すのは、四列シートのゴンドラ。コースはこれまでのようなアップダウンも回転もない。

　幹に沿って、ただひたすら、まっすぐ下に向かっている。いわゆるフリーフォールだ。

「……まさか、あれで一直線に？」

「察しがいいね！　その通りだよ！」

　期待と不安が半々みたいな瞳ひとみで僕に尋ねるアイシャに、サムズアップを返す僕。途端に、ユーフォリアが抗議の声を上げた。

「眷けん属ぞくぅ！　無理無理無理！　わたし、もう帰る！　帰りたいのに！　魔術が使えない！　なにゆえーっ!?」

「そういう結界を張らせてもらった」

「大丈夫ですよ、ユーフォリア。手、握っててあげますから」

「盟友ぅ……」

　差し出されたアイシャの手を、ぎゅっと握り返すユーフォリア。何とも微笑ほほえましい光景なんだけど──

「そ、それにしてもぉ……この絶景から一気に落とされるなんてぇ……はぁ、はぁ……ど、どんな気分なんでしょうねぇ！」

　ゴンドラに乗った途端、アイシャの様子が豹ひよう変へんした。安全バーを下ろされてから、ユーフォリアが暴れ出す。

「眷属！　下ろして！　やっぱり、無理！」

「もう引き返せないよ。観念して」

「ごめんね、ユーちゃん。でも、これも経験だと思うの」

　と、言うヒナタの手元には『ＧＯ！』というボタンがあって。

「だから──行っきまーす！」

　ヒナタの拳こぶしが、それを押す。その刹せつ那な──

　世界樹の頂上から、地表目がけてゴンドラが落下していった。

「あびゃーっ！」

「ふわぁーっ！」

　空高く響き渡る絶叫。絶景の余韻もそこそこに、僕たちは地上に戻っていた。

　いろんな絶叫系を設置してみたけど、やっぱりこれが一番苦手だ。降りた後も、しばらく膝が笑っていた。

　それは仲間たちも同じで、みんな生まれたての仔こ馬うまみたいになっていた。あのヒナタでさえも、だ。

　ようやく立ち上がった僕は、アイシャと目が合う。青ざめていた顔が途端に綻ほころんで、僕はつい声をかけてしまう。

「いい、笑顔だよ」

　僕の言葉に、アイシャはますます顔を輝かせてうなずく。

「はいっ！」

　その夕ゆう映ばえよりもまぶしい表情に、僕は実感する。

　この世界に僕が呼ばれた意味は、たしかにあったんだ、と。









４．ネバーエンド・ハイランド






　世界樹を《戯迷宮ランド》に改造してから数日後──

「いらっしゃい！」

『煌こう々こうたる甘あま瓜うり亭』を訪れると、いつもどおりにリゼの威勢のいい挨拶が迎えてくれる。客はまばらで、リゼの両親が飲んだくれている以外には知らない顔の冒険者が二組いるだけ。でも、ちょっとずつだけど、新規の冒険者が訪れるようになってきてくれたらしい。

　もう少し劇的な集客を期待していたが、そもそもの注目度が低いので変わった《戯迷宮》を造ったところで話題になっていないらしい。当面は宣伝に力を入れるとして、『暁あかつきの翼つばさ』を始めとする常連たちに昔のツテでこの領地のことを広めてもらえるよう頼んである。

　課題はもう一つ。世界樹の移動はコースターを基本とするので、一度に多くのパーティを運ぶというわけにはいかない。冒険者が押し寄せれば待ち時間が発生してしまうわけで、そこにストレスが発生するのは避けたい。

　冒険者を受け入れるために他の《戯迷宮》を用意するのが最優先事項で、今しがたその改修を終えてきたところ。ヒナタの《戯迷宮》はミラーハウスに、ユーフォリアの《戯迷宮》はお化け屋敷にという風に、《戯迷宮》をアトラクションに見立て、ニームレス領全体を一つのテーマパークにしようという算段だ。

　既存の《戯迷宮ランド》も、そういったコンセプトで改装中。『渺びよう茫ぼうの樹海』なんかは、アイシャがかつて言った通り温泉めぐりとして冒険者を呼び込めそうだし、『黄昏たそがれの時計塔』は、内部はそのままにして、外部に回転するゴンドラ──つまり、観覧車的なものを追加した。街に一番近い《戯迷宮》だし、そこから領地全体を見てくれれば、というつもりだ。

　復興計画はそれだけじゃない。さらに──

「頼まれてたもの、試作品なんだけど、どう？」

　と、リゼが取り出したのは毛糸で編んだマスコット。クマとメロンを融合したようなもので、発注通りキモかわいくできている。

「おお、いいね！」

「でしょ？」

　テーマパークといえば、マスコットがつきものだろうということで考え出してみた。町興しという観点からも『ゆるキャラ』っていう考え方があるし、マスコットは必須かな、と思ったわけだ。想定していた以上のクオリティに、僕も思わずほっこり。

「いいなぁ。実に絶妙なキモかわいさだ。うーん、キモい。ぴったり、狙い通りのキモ具合だ」

「誉ほめてくれてるんだろうけど、キモい連呼しないでくれる？」

　複雑そうに片方の頰ほおだけを引きつらせるリゼに、僕はとっさに謝る。

「ごめんごめん」

「ふーん」

　不服そうに半眼を向けると、リゼはそのまま続ける。

「それはともかく、量産するには材料が足りないんだよね。その辺、ちゃんと計算してる？」

「抜かりない。もう、手配済み」

「へぇ。やるじゃん」

　たぶん、そろそろだ。時計に視線をやると、ぴったりのタイミングで店のベルが鳴った。

「お兄ちゃん！　頼まれてたもの、持ってきたわ！」

「でかした！」

　ヒナタが、サンタクロースのようにでっかく膨らんだ袋を担いでやってきた。あまりにもタイミングぴったりなんで逆に怖いくらいだけど、深く考えないようにする。深しん淵えんを覗のぞかないように全力で目を逸そらす僕と対照的に、リゼは好奇心で身を乗り出してくる。

「なになに？」

「えへへぇ。じゃじゃーん」

　ヒナタが自慢げに道具袋を開いて見せるのは、モフモフした羊毛だ。ちょっと、新しい《戯迷宮ランド》に羊型のモンスターを設置して狩ってもらってきた。

　材料の調達ルートは確保。あと問題になるのは──

「ちなみにリゼ、このぬいぐるみって、一つ作るのにどれくらいかかる？」

「んー……二日で一個、ってところかな」

　他の仕事もあるし、そんなところだろう。二日に一人しか手に入れられないとなると、ちょっとしたレアアイテムになってしまうわけだ。

　できれば、もっとこの土地を訪れた人が気軽に手に取れる品にしたい。量産しようにもそれを請け負ってくれる人手がこの土地、少ないからなぁ。

　なんて嘆いていると、ヒナタが僕の顔を覗のぞきこんできていた。

「なんなら、材料狩ってくるだけじゃなくて、作るのまであたしが手伝う？」

「ヒナタも手芸、できるの？」

「うん。手芸ってのとは、少し違うけどぬいぐるみが作れればいいんでしょ？　もうちょっと、ちっちゃくなるけどいい？」

「任せる」

　僕がそう言うと、ヒナタはおもむろに羊毛をぎゅっ、ぎゅっと両手で握りしめる。お握りを握るような動作を繰り返し、そのちっちゃな手が開かれると──

「こんな感じで、どう？」

　見事、リゼの試作品を半分くらいに圧縮したぬいぐるみが完成していた。

「……わぁ」

　すごいんだけど、反応に困る。魔術かなにか？　なんで、いまの工程でぬいぐるみができあがるわけ？　仔こ猫ねこじゃなくて妖精さんだったの？

　リゼに目め配くばせしてみるけど「知らない。あんな魔術はない」とばかりに真顔で首を振られるばかりだった。

　僕たちの胸中など知らないように、ヒナタはさらに道具袋に手を突っこむ。

「あと、アレもできたから、確認してみて」

「えっ？　アレって、作るのにけっこう時間がかかるはずじゃ？」

「うん。だから、樽たるの中の時間を加速させたの」

「マジなんでもありだなキミ！」

　異次元まで追いかけてくるような相手に、今さらだけど。時間操作系の能力まで持ってるらしいですよ、この子。時間と空間を操る程度の能力かな？

　僕とヒナタの間だけで話が進んでいるのが、少し不服そうにリゼが割り込んでくる。

「なに？　いったい、なに企たくらんでるわけ？」

「まぁね」

　意味深に僕は、笑ってみる。町興しといえば観光名所のＰＲ、ゆるキャラ、そして──

「Ｂ級グルメ！　この土地ならではの味を提供するってわけだよ！」

　その先駆けとなるもの！　それを、ヒナタは披露する。

「異世界産お味み噌そ第一弾！　ここに完成！」

　木箱にみっしりと詰まった、茶色いペースト状の物体。リゼは顔を引きつらせて、興味と恐怖が半々みたいな声で尋ねる。

「そ、それ、この前の冒険で食べてたやつ？」

「そう！　しかも向こうから持ってきたのじゃなくて正真正銘、こっちで造ったやつ！」

「へ、へぇ……うわー……」

　映像魔術ビジヨンを介して味噌を見ているはずのリゼだが、いざ実物を見せられると及び腰になってしまうらしい。まずはこの街唯一の酒場を仕切るリゼに味見を、と思ったが、やはりこちらの世界の人間には抵抗があるか。

「まずは、シンプルにいこうと思ってたんだけど、初心者向けのメニューにした方が良かったかな？」

　とりあえず野菜スティックでも、と用意しておいたキュウリやニンジンを道具袋から取り出す僕に、リゼは不ふ退たい転てんの意志を込めた瞳ひとみで言い返す。

「料理人としては、素材の味を知っておきたい！　野菜スティックね！　待ってて！」

　リゼは僕から素材をひったくると、手早く調理して戻ってくる。さぁ、実食だ。

　試しにキュウリに味噌をつけて、ポリポリしてみた。……美う味まい。慣れ親しんだ味だ。懐かしさに顔を綻ほころばせていると、ヒナタも僕に続いて人にん参じんをポリポリ。

「うんっ、我ながら、上出来！」

　ヒナタも自分の造ったものに納得がいったらしく、ご機嫌だ。二人で、どんどん食べ進める。

「いやー、美味いわー」

「やっぱこの味よねー。でも、マヨネーズ欲しいかも」

「たしかに。リゼ、マヨネーズ持ってきてもらえる？」

　声をかけたところで、それまでずっと沈黙を守っていたリゼが、キュウリを手に取ると、そこに味噌をつけて口に運んだ。

「ん……っ！」

　一世一代の覚悟を決めるような気迫。しばらくポリポリと口を動かすリゼの反応をうかがっていると、

「……へぇ。これは、たしかに」

　強こわ張ばっていたリゼの顔が、途端に緩む。その表情に僕は援軍を得たような気分で告げる。

「だろ？　これを使った、名物料理とか作れないかな？」

　リゼはしばらく考えて曰いわく、

「名物にするにはやっぱ見た目がねぇ。客層がドＭからもっとマニアックな方向に行くっていうか」

「うーん……食べてもらえればわかるんだろうけど、難しいよね。あ、隠し味に使うってのは？」

　グラタンに味み噌そを使うってレシピを以前、見た気がする。しかし、リゼは難しい顔のままだ。

「それじゃ見た目のインパクト、弱くない？」

「なるほど。ニームレスでだけ食べられる、っていう印象を与えられるものか」

　考えていると、ヒナタから提案があった。

「煮込みなんかは？　モツのトマト煮込みはこの世界にもあるんだし、味噌もスープっぽくすれば受け入れやすいかも」

「悪くはないけど、テーマパークの名物としてはどうかなぁ」

　この土地を華やかで、非日常的な空間にしたいというのが僕の構想だ。そこにモツ煮込みというのは、ちょっと似合わない気がする。

　それを言いだすと味噌という素材でかなりハードルが上がる気がする。Ｂ級グルメで町おこし、と簡単に言ったものだけどそこには無数の試行錯誤があったのだなぁ、と思い知らされた。

　そんな中、ヒナタは新たな一石を投じる。

「料理の開発もいいけど、お味噌そのものを売るっていうのは？　自由に使ってもらえば、この世界ならではの新しいレシピとかできるかもしれないし」

　たしかに。僕は顎あごに軽く握った拳こぶしを添えて考え込む。

「味噌って栄養価高いし携帯しやすいし、たしかに冒険向きか。売値を設定するとして、材料費とかは？」

「この量で20Ｇってところ」

「安っ」

　思わず声が出たけど、原価だけだとこんなものか。本来の味噌造りに必要ななんやかんやを、ヒナタは謎技術で省いているから。超チート過ぎるよ、この子。

　簿記二級の知識で、ざっくり計算してみる。某アイドルに影響されて資格を取っておいたことが、役に立つとは。プロデューサーでよかった。

　……異世界ものとしては、現代知識の役立ち方が地味すぎる気もするけど。

「プレミア感を出すために、多少高めの値段設定にしてもいいかな？」

　味噌の大流行によって領地復興、あわよくば味噌御殿の建設もやぶさかじゃない僕に、リゼは眉をひそめる。

「やー、どうかな？　ただでさえ手が出しにくいビジュアルだし、値段まで高くしちゃうとねぇ」

「それだったら、試食を街で配るってのはどうかしら？　麻薬を売りさばくのに、まずは安値で広めるみたいに」

「いいアイディアだけど喩たとえが物騒だよ！」

　三人で額を集めていると、ドアベルが荒々しく鳴らされる。何事かと振り返った先にいるのは、血相を変えたアイシャとユーフォリアだ。

　二人には王都に移住者の募集──いわゆる求人広告を申請しに行ってもらっていた。テーマパーク風の表現をさせてもらえれば冒険者を『ゲスト』とするのだろうが、それに対する街の住民──『キャスト』が少なすぎる。

　まともに機能している店が『煌こう々こうたる甘あま瓜うり亭』だけという現状だと、冒険者が押し寄せてきてくれた時に対応できない。しばらくはうちのギルドメンバーで分担するにしても、将来的なことを考えるとやはり新しい住民が欲しいところだ。

　そこまではいいんだけど──

「求人の件で、なにか問題でも？」

　尋常じゃない二人の様子に、僕は身構える。問いにアイシャは、大きく息を吸い込んで、

「そのことなのですがっ」

　と言い、興奮しすぎたのか「かはっ！」とむせる。ユーフォリアに背中をさすってもらい、落ち着いてから言うことには──

「世界樹が差し押さえられますっ！」

　鼓膜から伝わって脳がその意味を理解するまで、いつも以上の時間がかかった。
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　閉店後の『煌々たる甘瓜亭』にて緊急会議が開かれた。アイシャはまだ取り乱しているのか、誰に話しかけていいのか迷うようにきょろきょろと視線をさまよわせて告げる。

「ご存じのとおり、求人に行っていたわけですが、ちょうどそこに地域振興局のお偉い様がいまして。世間話に付き合っていたつもりなのですが、その……次第に雲行きが怪しくなってきたといいますか、世界樹が本国の直轄領にされてしまいそうなのです」

　アイシャの言葉を継ぐように、ユーフォリアもぷんすかと語り出す。

「わたしたちには、もったいない舞台だって。すごくイヤなやつだった」

　いつもの方言を忘れるくらいの人物らしいが、こちらとしては事情が摑つかめずおずおずと挙手する。

「水を差して悪いけど、地域振興局っていうのは？」

　字じ面づらからして地方の経済をあれこれするお役所なのだろうと想像はつくけど、念のため。アイシャはうなずいて、

「ニームレスを始め、王都から離れた領地の発展をサポートしてくださる部署です。目的は『マイナーだけどいい《戯迷宮ランド》の発見と普及に貢献する』、といったところですかね」

　予想の大筋を外れていないアイシャの返答。一つ疑問なのは──

「その本国？が、世界樹を手に入れるメリットってあるの？　結局、冒険者たちはこの街を拠点にしてくれるわけだし、この街に金を落としていくことには変わりなくない？」

「なんでってそんなの、かっこいいからに決まっているでしょう!?　世界樹ですよ、世界樹！　誰もが憧れる、冒険の聖地！　欲しがるのは当然です！」

「さては蘇そ生せいのペナルティ受けてなくてもアホばっかりだな、この世界！」

　僕の嘆きとは別ベクトルで腹を立てているのか、アイシャは声を荒らげる。

「世界樹をよそ者なんかの好きにさせる気は毛頭ありません！　だいたい、あの人の語る冒険には、鉄の意志も鋼はがねの強さも感じられなかったです！」

「そういうことなら反逆の翼、翻ひるがえしてやろうじゃないか！　せっかく復興の兆しが見えたんだ！」

「うむっ！　その意気ぞ！」

　アイシャのテンションに釣られて気炎を上げる僕やユーフォリアの横から、ヒナタが冷静に尋ねる。

「やる気はいいけど、差し押さえって回避できるの？　もう決定事項じゃなくて？」

　その質問に僕は、はっと閃ひらめく。これはもしかして、お決まりのパティーン!?

「人口が何人に達したらとか、冒険の視聴者数が何人を超えたら、みたいな条件で見逃してもらえるとか!?」

　ありがちな展開だけど、逆に燃える！　一方アイシャは、困ったようにうなだれてしまった。

「使節団が、この領地に来ます。わたしの運営能力を直じかに見てその結果、復興の兆しありとされれば差し押さえの件も白紙になる、と」

「それ、すぐにでも来るの？」

「いえ。一週間後、とのことです」

「一週間、か」

　つい、ため息が漏れた。時間、足りなすぎんよー。

　僕が見通しているのは、領地全体のテーマパーク化だ。世界樹単品ではなく、領地全体での冒険を楽しんでもらい、ニームレスに定住してもらうことが目標である。

　世界樹はこの領地の象徴にして、計画の中心──花形アトラクション。僕のいた世界にあったものに喩たとえれば『ビッグ●ンダーマウンテン』とか『高●車』みたいなものだ。他の《戯迷宮》で魅力を補えなくもないが、やはり画が竜りよう点てん睛せいを欠く。

　せめてもう少し時間があれば、テーマパークらしい体てい裁さいが整うのだが──そんなことを言い始めても仕方ない。一週間後に来てしまうというのだから、それまでにやれるだけのことをしなければ。

　頭を切り替え、やるべきことの優先順位を整理しようとする。やはり一番のネックは、キャストの件か。

《戯迷宮ランド》の改築やら増設についてなら、こちらのやる気次第でなんとかなる。だけど、キャストが足りないという一点についてだけはどうしようもない。

　使節団が来る一週間後までに、求人広告の効果が出てくれるか。そんなお祈りめいたプランにすがるしかないか、と思っていた矢先、店の入り口から口笛が聞こえてきた。

『ファンキータウン』のメロディ──ということは！

「最終兵器タオリー！」

「スマリだよ」

　振り返った先には思惑と違い、二足歩行する布製品じゃなく、ワーフォックスの少女の姿があり、入口からカウンター席に歩み寄ってきた。

　スツールに腰かけたスマリは、目ざとくリゼが作ったぬいぐるみを見つけて鼻で笑う。

「相変わらずのセンスだね」

「うっさい」

　むすっ、と唇くちびるを尖とがらせるリゼ。スマリはからかったわりにはぬいぐるみが気に入ったようで、手元でくるくる動かしながら様々な角度で眺めている。

「これ、名前はあるのかい？」

　唐突に問われたリゼは目をぱちくりしていたが、やがて照れくさそうに声を絞り出す。

「え？　……あー、『メロングリズリーくん』、とか？」

「よせ」

　反射的に、僕の口から制止の声が出ていた。似てるなー、とは思っていたけど名前まで近づけてはいけない（戒いましめ）。

「やっぱ安直だよねー」

　てへへぇ、と苦笑するリゼだけど問題はそこじゃないわけで。……まぁ、異世界だから気にしなくていいとも思うんですけどね。

　そんなやりとりをする一方で、アイシャたちはマスコットのネーミングで盛り上がる。

「青筋太郎」「森林に君臨する覇者」「メロン大好き丸」

　この子たち、ネーミングセンス壊滅的だな。代案が思い浮かばない以上、僕も人のことは言えないんだけど。

　どんどん変なネーミング案が積み重なり、マスコットに同情する。この領地を象徴するマスコットである以上、ちゃんとした名前が必要なんだけど。

　この調子だと、どうなることやら。残り、一週間。どこまで使節団の意に沿えるものが造れるか知れないが──

　さぁ。ここが正しよう念ねん場ばだ。
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　それから僕らは、領地の改善に忙殺された。

「アイシャ！　各《戯迷宮ランド》の看板の件、どうなってる!?」

「改装、完了しました！」

《戯迷宮》ごとの特徴がわかりやすいように、ちょっとわざとらしいくらいのゲートを設置することもあれば、

「ユーフォリア！　頼んでおいたキャストは!?」

「無論、仔し細さいない！　魔導生命体、手配完了！」

　例のマスコットをキャスト代わりのＮＰＣエヌピーシーとして配備し、すこしでも街のにぎわいを出そうとし、

「お兄ちゃん！　お味み噌その量産と梱こん包ぽう、オッケー！　あと、領地の全体マップもできたから、確認お願い！」

「でかした！」

　ヒナタから渡されたマップのチェックのため、休憩がてら『煌こう々こうたる甘あま瓜うり亭』に入ればリゼから声がかけられる。

「おなか減ってない？　よかったら新メニュー、味見してもらいたいんだけど」

「いいタイミングだよ、リゼ！　超助かる！」

　果てにはご当地グルメの準備まで。一丸となって、この領地の復興に向かって東とう奔ほん西せい走そう。

　そんな僕らを眺めつつ、スマリはコーヒーを口にする。

「いい風だ。追い風が吹いているよ。いま、この土地に」

「「お前も働けぇええええ！」」

　僕とリゼが、完全にハモった。

　あっちでてんや、こっちでわんや。それはもう怒ど涛とうの勢いの日々が続き、あっという間に使節団を迎える前日になっていた。

　幹のあちらこちらにバラエティ豊かな絶叫系マシンをまとい、キメラめいた禍まが々まがしさすら感じさせる異い形ぎように変へん貌ぼうを遂げた世界樹を、僕たちは見上げる。歪いびつなのに、神こう々ごうしくも思える威い容ように僕たちは達成感を嚙かみしめた。

「いよいよ明日、ですね」

「……だね」

　隣で感慨深そうにつぶやくアイシャにうなずく僕の体は、小さく震えていた。武む者しや震ぶるいなんて、かっこいいものじゃない。びびっているのだ。

　自分たちの努力が報われるか否いなかが、とうとう明日決まってしまう。そう思った途端にこのザマだ。我ながら、情けない。

　そんな僕にアイシャは屈託もなく──ごく自然に顔をほころばせる。

「信じてます、わたしは。これまで積み重ねてきたことが、キイチ様を笑顔にすると」

　笑顔にすべきなのは使節団の方々なのだけど……その人たちに認めてもらって、僕も笑顔になれるという意味だろう。アイシャらしい言い草だ。

　震えは止まっていた。僕はアイシャに向かって、力強くうなずいてみせる。

「ああ！　絶対そうなるよ！」

　ここまで来たらもう、信じるしかない。決戦は明日。僕は手を打ち鳴らして、みんなに呼びかける。

「さぁ、みんな！　今日はもう、明日に備えて寝よう！」

　みんなの士気も高く、意気揚々と帰路につく顔には不安など微み塵じんもなくって──

　僕の胸には、希望があふれていた。
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　目を覚ました僕は、いてもたってもいられず、早朝から『世界樹』に赴く。今さらチェックするようなところもないんだけど、じっとしていられない。本当にチェックをしたいというよりは、仮にダメだった時の言い訳が欲しいのだろう。ギリギリまでがんばりました。だから失敗してもしょうがなかったんです、と。

　そういうネガティブなことは頭から追い払い、ようやく『世界樹』にたどり着く。乗っていた巨鳥から降りると、だ。

「ん？」

　コースターの出発地点に、転がるいくつかの影。曙しよ光こうに照らされるのはギルドメンバーたち＋スマリだった。

　彼女たちも僕と同じ……いや、僕以上にじっとしていられない心境だったのだろう。徹夜で《戯迷宮ランド》のチェックをしていたのか、みんなぐっすりと眠っている。

　だからこそ、僕の背すじに悪寒が走った。なにか、嫌な予感がする。

　たたき起こして事情を聞きだすのが早いのだろうが、こんなにも安らかな眠りを妨げるのは気が引ける。とりあえず……一人でチェックしに行ってみるか。

　単身コースターに乗ってみるけど、想像以上に寂しい。カタカタと物音をさせてレールを登っていく一方で、「なにやってんだろう、僕」という気分にさせられる。

　そんな感慨は、すぐに吹き飛んだ。最初の下りで加速し、カーブに差し掛かった瞬間だ。




　ひゅんっ




　と、鋭い風切り音を立てて迫る厚い刃やいばを、すんでのところで避よけた。

「危ネッ！」

　なるほど。絶叫系コースターに、あんな要素を加えたか。スリルが増したけど……でもあれ、避けようとしなければそのまま首、落とされてたよね？

　そのことを訝いぶかしがっている暇はなかった。次から次に襲い来る、似たようなギミック。槍やりや矢という物理的なものから、炎や雷みたいな魔術っぽいものまでよりどりみどりだ。

「ぎゃあああああああ！　死ぬ！　死なないけど！　でも、降ろしてぇええええええ！」

　結局その願いはかなわなかった。無事に世界樹の中腹──コースターの乗継所までたどり着けた僕は生きた心地がせず、しばらく四よつん這ばいのまま動けなくなっていた。

　たしかにスリリング。かつてないほどに、エキサイティング。けど、僕が目指した《戯迷宮ランド》はこういうのじゃない。なんということでしょう。死なないはずが、致死率１００パーセントに。匠たくみの技が光ります。

　こうなった原因は、まぁ、想像がつく。問い詰めるためにも、とりあえずいったん帰ろう──そう思ったところで、とあるものが目に入る。

「なんだ、あれ？」

　朝日をキラキラと反射させる水面……回復の泉なんて、あんなところにあったっけ？

　ダメージを受けるような《戯迷宮》になったから、改めて設置したのだろうか？　好奇心からひざまずき、手を差し入れてみると僕は衝撃を受ける。

「炭酸水になってるぅ──────っ!?」

　いったん泉から手を抜き、もう一度手を突っこんでみる。……やっぱり、シュワシュワするよこの回復の泉！

　予感が確信に変わる。なにかが、この《戯迷宮》に起こっている。すぐさま僕は撤退を決めた。

　脱出用のアイテムを使い、『世界樹』の根元に戻ってくる。相変わらず危機感のない寝顔をしているみんなに、僕は声を張り上げる。

「みんな、起きて！　緊急事態なんだけど！」

「ふぁあ……。キイチ様、おはようございましゅぅ……」

　まだ眠たそうなアイシャの肩をつかんで、僕は揺らす。

「アイシャ！　なんで!?　どうしてまた、死人が出るような《戯迷宮》になってるの!?」

「その方が、使節団の皆様に『笑顔』になってもらえると思いまして」

「いや、そうじゃないよね!?　命を賭けなくても楽しめる『冒険』があるってのが、この領地のコンセプトだよね!?　伝わってなかった!?」

　僕の剣けん幕まくに、アイシャの瞼まぶたが徐々に開いていく。

「そうです。キイチ様はその手法に、希望を見み出いだしてくれたのですよね？」

「え？」

　たしかに、そうだけど……アイシャは、なにが言いたいんだろう？　固まっている僕に、アイシャは重ねて問う。

「ところで、わたしの流儀がなんだったか覚えておいでですか？」

　そう言われて回想する。アイシャの流儀。それは──

　思い当たった瞬間、血の気が引いた。

「まさ、か……」

　全身に鳥肌が立つのを感じる。現実から目を逸そらそうとする僕に、アイシャの笑顔がダメ押しをした。




「希望を与え、それを奪われる。そんな深い絶望から這はい上あがった時にこそ、人は最高の笑顔になれる。キイチ様がそれにたどり着けるかと思うと……ふひひっ、はぁ、はぁ……っ……！　きゅ、きゅんきゅんしますねぇ！　あびゃーっ！」












「やられたぁあああああああ！」

　マジかぁああああああああ!?　周到に、この瞬間を狙ってたのかよこの子ぉおおお！

「じゃあ、なに!?　あの『世界樹』の頂上で不安を口にしてくれたのも、演技だったわけ!?」

　僕が声を荒らげるのに対し、アイシャは照れるように両りよう頰ほおを押さえていた。

「いえ、紛まぎれもなくあれはわたしの本心です。どうしていいのかわからなくて、そんなところにキイチ様が現れてくれて……この巡りあわせに、感謝の言葉もありません」

　両頰から手を放すとアイシャは、満面の笑みを僕に向けた。

「だから、キイチ様にプレゼントしたかったんです。最高の、『笑顔』を！」

　つくづく、僕はアイシャという人間を見誤っていたと思いしらされる。たしかにアイシャは僕と同じ年頃の、ただの女の子だろう。

　ただ、それ以上に──彼女の言う『笑顔』へのこだわりは、真性ホンモノだったのだ。

　あわわわわ……と白目をむきかけるがそうもいかない。なにせ、この後すぐに使節団の方々が来てしまうのだ。『安心安全、でもスリルはあるよ！』という領地をアピールしようという計画ががががが、水泡に帰してしまう。

　思考がちょっとバグるほどの衝撃。僕は、着信中のスマホみたいに震えて立ち尽くした。

　誰か一人でもこのスマイルキ●ガイを止めてくれる存在があったら、こんな悲劇は起こらなかっただろう。ヒナタはアイシャに共感を覚えるような同類だからわかるけど──

「ユーフォリア！　なんで止めてくれなかったの!?」

「す、すまぬ、眷けん属ぞくぅ……。こ、こんなつもりじゃなかった。……よ、良かれと思って」

　涙目でうろたえているあたり、本当に悪気はなかったのだろう。ならば──

「意識高い系ニート！　なんでこんなときばっかり働いちゃった!?」

　僕の呼びかけにスマリは、誰かを探すようにきょろきょろと視線を動かす。

「お前だよお前！　なんで回復の泉が炭酸水になってるんだよ!?　お前だろ、犯人！」

　僕の追及にスマリは、悪びれることもなく微笑を浮かべてみせる。

「風の導き……かな」

「風に吹かれっぱなしの草か！」

　渾こん身しんの罵ば倒とうが出たが、問題は何一つ解決されていない。このままじゃ使節団が惨殺されて、僕が来る以前と同じような評価しかされないことは間違いない。どうすればこの事態を回避できる!?　誰が攻略できるっていうんだ、この《戯迷宮ランド》を!?

　考えている暇はなかった。まずはユーフォリアが気づき、スマリがそれに続く。

　二人の反応に僕たちも振り向くと、そこには先ほどまではいなかった一団が立っていた。

　カソックめいた長衣に身を包んだ四人組。おそらく、魔術でここに転移してきたのだろう。定刻通りとは、律りち儀ぎな性格のようだ。

　一団の先頭に立ったエルフの男が、僕たちに向かって嫌いや味みな笑みを浮かべる。

「やぁやぁ。これはこれは、最後の思い出づくり、といったところだろうか？」

　金髪をオールバックにした、いかにもエルフらしい眉び目もく秀しゆう麗れいという顔立ち。しかしそこに好感はなく、むしろマイナスまで突き抜けている。ユーフォリアが「イヤなやつ」と言っていたのは、間違いなくこいつだろう。

　身構える僕たちに、男は不遜な笑みを浮かべたまま続ける。

「館を訪れたが、不在だったのでな。酒場の娘に訊きいたらここだろうとのことだったので、参上した」

「こっ、これはどうも、お手数かけまして」

　恐縮そうに頭を下げるアイシャを意にも介さず、男は世界樹を見上げる。

「それにしても、見れば見るほど立派なものだな。世界樹というものは」

　男の言葉にアイシャは笑顔を咲かせ、深々と頭を下げる。

「お褒ほめいただき、光栄です」

「あぁ。だからこそ、若じやく輩はい者に預けておくには惜しいのだよ。もっといい《戯迷宮ランド》になるだろう、ここは」

　男がそう告げると同時に、僕を含めたギルドメンバー＋スマリの間に不穏な空気が漂った。おそらく、全員がこう思っていただろう。

　なに言ってんだこいつぶっ殺すぞ──と。

　実際、アイシャは笑顔のままだけど自分の拳こぶしを、もう片方の手で押さえているし。その腕には血管が浮かんでいるし。

　耐えろアイシャ。この視察が終わるまでの辛抱だアイシャ。

　心の中でエールを送っていると、ヒナタとユーフォリアが両側から僕の腕をつんつん突つついてくる。

「「眷けん属ぞく（お兄ちゃん）。処す？　ねぇ、処す？」」

「処さないよ？　もうちょっと我慢してね？」

　まだことを荒立てる段階ではない。もっとも、今後の展開次第では、僕も二人を御する気はないが。

「では、さっそく挑ませてもらおうか」

　進みだした男に僕は、営業スマイルを作りながら腰を低くして応じる。

「いや、実はトラブルがありまして、少々お待ちを──」

「トラブル、とな？　望むところだ。それでこそ冒険にふさわしい。貴公の演出かね？」

「……あ、はい」

　出会って数十秒で対話を諦あきらめた。こいつ、人の話を聞かないタイプだ。

　こっちが善意で止めているのに、なんなんだよこいつ。生き返れるからといって命を粗末にしていいことにはならないだろうに。不死の体なんてものを得てしまった僕でさえ、そう思ってるんですよ？

　だんだんムカついてきた。いいさ。こいつらには『笑顔』になってもらおうじゃないか。僕たちはそれを、安全圏から眺めていればいい──というわけで、

「ユーフォリア。映像魔術ビジヨン、お願い」

「眷けん属ぞくも、簒さん奪だつ者どもの『滅び』に向かって突き進む旅路をその瞳ひとみに刻むことを望むか！　よかろう！」

　僕と同じ心境なのか、意気揚々と魔術を発動するユーフォリア。目の前の空間にホログラムめいた映像が浮かび──

　そこには、僕が先ほど味わった恐怖が再現されていた。

『ぎゃああああああ！』『ひっ……ひぃいい！』『お助けぇええええ！』

　命いのち乞ごいをする使節団に対して、コメント欄はほのぼのとしたものだ。

『お　ま　た　せ』『有形文化財』『実家の様な安心感』

　この領地の昔ながらのスタイルを喜んでくれている人たちがいるらしい。マイナーな意見なので、手放しでは喜べないけど感動しているように口元を押さえるアイシャを見ると、そんな野や暮ぼは口に出せない。

　ほうほうの体になりながらも使節団はいよいよ、コースターを乗り換える。ここから先は僕も知らない世界だ。

　走り出すコースター。上昇し、レールの頂上で一度止まった彼らはその先に待つものに目を剝むく。

『えっ!?』

　僕は思わず、彼らに合掌。

「南無」

　仏様の加護なんてこの世界にないだろうが、そうせずにはいられなかった。

　なにせ、彼らがこれから向かっていくのは、格子状に張り巡らされたワイヤーだ。

『や、ちょっ……待っ──』

　言い切ることもできず、使節団はサイコロステーキみたいになった。

　画面に広がる鮮血。真っ赤に染まった画面はそのまま、砂嵐になる。

　あのまま放置したい気持ちがないでもないが、彼らにはやってもらいたいことがある。僕は立ち上がり、ギルドメンバーたちに告げる。

「じゃ、あの人たち蘇そ生せいさせに行こうか──領主補佐官権限で、緊急クエストを発令！　内容は、『クソ雑ざ魚こ使節団を救出せよ！』ということで！」
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「リヴァイブ！」

　と、金かな棒ぼうを魔法のステッキのように振り回すアイシャ。あ、なんか見たことある……っていうか、懐かしいな。ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪（幻聴）

　途端に、天から光が降り注ぎ、地面に散っていた肉片がもぞもぞと集まってきた。おぞましい光景に、僕は思わずドン引き。

「気持ち悪っ」

　そのうち肉片はくっつき、元の形に戻っていった。どういう奇跡だ……。

　実際に目にするのは初めてなわけだけど、なるほど。これが蘇そ生せい魔術か。

　……ん？　蘇生魔術、っていう事は──

　考えているうちに。エルフの男が目を覚ました。ぼんやりと瞳ひとみをさまよわせる彼に、僕は声をかける。

「あー、その、大丈夫ですか？」

　うつろだった目にだんだんと焦点が定まっていき、男は泰然と告げる。

「聞いていた話と違うが……これが、トラブルというわけか。なかなか、斬新なものだ」

「気に入ってもらえて、なによりです。では、引き続き『世界樹』の冒険をお楽しみください」

　皮肉をさらっと流して促すと、男はかぶりを振る。

「その必要はない。もう、じゅうぶんだ。やはり『世界樹』接収の件、次回の議会で審議させてもらう」

　いや、それは困る。なんとしてでも冒険を続けてもらう必要がある。頂上まで至ってくれれば、彼らの気持ちもきっと変わるはずなのだ。

「そこをなんとか──」

　食い下がろうとする僕の背後から、意外な援護射撃があった。

「不思議だね。使節団といえども冒険者を名乗るなら、この先になにがあるのか気にならないのかい？」

　注目が一斉にその人物に集まる。声の主──スマリは悠然と尻尾を揺らして使節団一同を見回す。

「この程度で、満足できると？　王都の人間は、欲がないね」

「そんな安い挑発に我々が乗るとでも──」

　エルフの男が言い返そうとするのを、スマリは食い気味に制する。

「あー、いや、いいんだ。価値観なんて、人それぞれだ。身の丈に合った冒険で楽しむのがベターだよ、うん」

　相変わらず煽あおり力高いな、おい。渾こん身しんのドヤ顔に、エルフの男は見るからに怒りをこらえていそうな、真っ赤な顔で告げる。

「──いいだろう。そこまで言うのなら、見せてもらおうじゃないか」

　と、奥に進んでくれる。胸を撫なで下おろすと僕は、スマリに頭を下げた。

「サンキュ。助かった」

「さて、なんのことかな？」

　とぼけてみせるが、僕は認めてやる。煽あおり全一は間違いなく君だよ、スマリ！

　感激しているうちに、次のコースターに乗りこむ使節団ご一行。その先に待っているものは、先ほどと大差なく阿あ鼻び叫きよう喚かん。

『ぎゃああああああ！』

　僕たちもまた使節団を追って、屍しかばねをアイシャが蘇そ生せいさせる。

「リヴァイブ！」

　降り注ぐ光によって、癒いやされる使節団。二回も死んだら懲りるようなものだけど、彼らにもプライドがあるのか撤退という選択肢はないらしく、あくまでも前進を選ぶ。

　何度も、何度も──死と蘇生を繰り返して、とうとう世界樹の頂に使節団は至る。エルフの男はそこからの景色を目にして、一言。

「──うつくしいな」

　その感想に異議はない。何度見ても、ここからの景色は圧巻の一言に尽きる。

　興奮を隠せないように使節団の長おさらしき男の声が上ずった。

「すばらしいらんどだった！　いままでのらんどにない新しさで……なぁっ!?」

　上う手まいこと言語化できないのか、仲間たちに呼びかける男。周りも「それな」「わかる」とかうなずくだけで具体的なことを言えていない。

　ＩＱの低いやりとりを見ているうちに僕は満足する。計算通り──




　蘇生魔術の副作用でアホになってる、こいつら。




　確実に衰退する流れだったこの土地だったけど、アイシャたちのおかげで奇跡が起きた。ならば、このきっかけを、逃してはならない。

「実は、この『世界樹』だけじゃなく、自慢の《戯迷宮ランド》があるんですよ！」

　営業スマイルで告げる僕に、エルフの男は身を乗り出してくる。

「なに!?　それは本当か！　ぜひ、おしえてほしい！」

「もちろん。アイシャ、案内して差し上げて」

　唐突な提案に、アイシャは戸惑う。

「えっ？　ど、どこにでしょう？」

「『黄昏たそがれの時計塔』。あ、『外』じゃなくて『中』ね」

　合が点てんがいったのか、アイシャの顔は見る見るうちに輝いていく。

「はいっ！　たしかに、あそこならみなさんをもっと『笑顔』にできますね！」

　まぶしいくらいの笑顔で使節団を案内するアイシャ。この調子で使節団の皆様方には、どんどん蘇そ生せい魔術の副作用でアホになってもらおう。時間がたてばアホも回復するらしいし、この瞬間を凌げれば充分。題して、『アホアホ作戦』です！

　さて……こっちはこっちで、やることがある。『世界樹』を通常モードに戻さなければ。

　先ほどの『世界樹』でトラブルがあったと、視聴者の皆様にお伝えする必要がある。安全性をＰＲするため、僕らで平常モードの『世界樹』をお見せしたいのだけど、使節団の様子もチェックしておきたい。

　送信と受信を同時に──そんな都合のいいことができるのだろうかと思いながら、僕は魔術を極めた混こん沌とんの化身に尋ねる。

「ユーフォリア。こっちの放送を配信しつつ、別の冒険を受信するってできる？」

　僕の問いにユーフォリアは、不敵な笑みを浮かべた。

「──愚問！」

　待ってましたとばかりに開く両りよう翼よく。ステッキをくるくるさせると、ユーフォリアはポーズを決める。

「我を誰と心得る？　我が名はユーフォリア！　混沌の『運命』をこの身に宿せし者！　そしてこれが光と闇、そして我を生み落とせし者から受け継ぎし至し極ごくの芸術！　括かつ目もくせよ──二重・映像魔術デユアルシフト・ビジヨン！」

　言葉の勢いも舞い上がっていく白と黒のエフェクトもすごいけど、実際に起こることは僕の注文通り。すなわち、アイシャたちの様子を見つつ、自分たちがしている冒険への反応を見られる、というものだ。

　さっそく世界樹に乗り込み、命の危機があるようなギミックを解除していく。もっともそれを行うのは僕じゃなく、

「あははははっ！　たーのしーっ！」

　ヒナタなのだが。死ぬようなギミックは排除しているとはいえ、絶叫系アトラクションの連続というコンセプトはそのままなんだけどなんでこんなに笑顔なんだろうか、この子は。僕もユーフォリアもスマリも、さっきから膝が笑いっぱなしなんだけど。

　一方、『黄昏たそがれの時計塔』では予想通りの事態が起こっていた。

『かはっ！』『おぅふ！』『ぐへぇ！』

　次々と襲いかかる、無慈悲なトラップが使節団の命を狩り取る。彼らの道のりは『惨状』の一言に尽きた。

『黄昏の時計塔』。その外側は時計を兼ねた観覧車として、『世界樹』ほどではないにしろ、一つの目玉アトラクションとして好評を得ている。

　だが、それは『外側』の話。時計塔の『内側』はアイシャの意思を尊重して、そっくりそのまま──一歩間違えれば即死のトラップが襲いかかってくる《戯迷宮ランド》のままにしてある。

　そんな中、アイシャだけは無事で彼らの蘇そ生せいを続ける。

『リヴァイブ！』『リヴァイブッ！』『リヴァァアアアイブ！』

　どんなに死んでも、アイシャの蘇生を受けて進んでいく。何度でも、何度でも。そんなごり押し戦法が実を結び、使節団はついに時計塔の最上部に至った。
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　街まで帰還し、僕は涸かれた噴水の前で使節団の男と相あい対たいする。僕の計画がどこまで思い通りにいったか──通知表を受け取るような瞬間に、心臓が破裂しそうになる。

　こちらを見下ろす男。その瞳ひとみから感情は読み取れず、僕はただ自分の胸の中で暴れる音を意識しながら、彼の言葉を待つ。

　早く──早く、結果を告げてほしい。全身から嫌な汗が吹き出しそうなのを自覚した次の瞬間、

「すばらしい、《らんど》だったっ！」

　男が、僕の手を両手で包み込んできた。やめろ。男と手なんか繫つなぎたくないんだよ。うっとおしいぜッ！

　オラッ！　とワンパンくれてやりたい気分だったが、男は感極まったように続ける。

「このような《らんど》は……いやー、すごいな！　うん！　すごいすごい！」

　知性がまったく感じられない声音から、僕は確信する。さっきよりアホが加速してるわ、こいつ。一時的なものとはいえ、同情する。

　思惑通りに行っていることが信じられず、僕は念を押すように尋ねる。

「と、言いますと『世界樹』の差し押さえは？」

「できるものか！　きこうたちにはこれからも、このようなぼうけんをつくりつづけてほしい！」

　めっちゃ潑はつ剌らつとした鼓こ舞ぶをいただいた。

　やけくそだったけど、マジで成功しちゃったよこの計画。こんな、行き当たりばったりのガバガバな計画が。

　きっかけは『世界樹』が使節団を葬るような鬼畜仕様にされたこととはいえ、アイシャたちがこの結果を狙っていたとは思えない。

　だけど、蓋ふたを開けてみれば、だ。

「さらば、ともよ！　また、あえるひをたのしみにしている！」

　使節団は満足げに領地を去って行った。魔術で消える彼らを見送ってから、僕は誰にともなくつぶやく。

「結果オーライ、なのかな？」

　腑ふに落ちなさを感じないでもない。でも──

「やりましたぁ！」

　僕の首に腕を回し、抱き着いてくるアイシャ。その豊満さを堪たん能のうすることもなく、さらに両脇からユーフォリアとヒナタに挟まれる。

「成し遂げたぞ、眷けん属ぞくぅッ！」

「さすがお兄ちゃん！　ま、当然よね！」

　スマリだけは一歩離れたところで、口笛を一度吹き鳴らしてから嘯うそぶく。

「こうなることは風の導きで知っていたけど……いざ、直面すると……うん、悪くない」

　僕になにができたというわけではない。ただ振り回されるばかりだった。

　でも、今はこの喜びを、仲間たちと分かち合おう。

　果てしない絶望をはね返した、とびっきりの笑顔で。









エピローグ






　とある日の昼下がり。

　書類仕事に忙殺されていた僕は、こり固まった背をほぐすように伸びをする。うわ、肩、バッキバキだわ。

　これ以上根を詰めても、効率が悪くなるだけだろう。そう思い立った僕は、街へと繰り出す。とりあえず、メシだメシ。

　いつも肉ばっかりだし、たまには魚もいいかなー。サーモンのソテーなんか、ウマそうだったし。まぁ、日替わり定食の内容を確認してからでも──

　なんてことを考えながら歩いていると、不意に声をかけられた。

「すみません。『煌こう々こうたる甘あま瓜うり亭』という酒場を探しているのですが」

　と、不安そうに尋ねてくるのはどう見ても冒険者ではない、家族連れらしき一行だった。奥さんと、まだやんちゃ盛りの子供二人を連れた男性に、僕は笑顔で応じる。

「僕も今から行くところなんで、案内しますよ」

「ありがとうございます！」

　折り目正しく、頭を下げる一行。親御さんに促されて「ありがとうございまーす」と声をそろえる子供たちは、ほほえま案件だった。

　彼らを先導しながら僕は、何気なく世間話を振る。

「この土地は、初めてですか？」

「はい！　冒険に新しい形を持ち込んだということで、有名ですよ！」

　それを楽しみにするような笑顔で、男性は続ける。

「安心安全で、でも冒険のスリルは充分に味わえるとか！　子供でも、冒険の楽しさだけが味わえる、と聞きまして！」

　うんうん。そうだろう、そうだろう。自画自賛を顔に出さないようにしながら、僕はうなずく。

「いい土地ですよ。ゆっくりしていってください」

　そうそう。言い忘れるところだった。こんな絶好のタイミングなんだから、言っておかないと。

「ようこそ。世界樹の街、ニームレスへ」





　　　○






『煌こう々こうたる甘あま瓜うり亭』を訪れると、いつもどおりにリゼの威勢のいい挨拶が迎えてくれる。だけどそれ以上に、店に喧けん騒そうが満ちていた。

　店内を見回し、僕は尋ねる。

「満席？」

「ちょっと待ってて。お母さーん！　三番テーブルの片付け、お願い！」

　勤労＆勤労がモットーのリゼが、親の手を借りるほどらしい。盛況でなによりだ。よし、僕も手伝うか。

　と、まぁ結論から言うと復興は順調に進んでいる。冒険者だけでなく定住してくれる人も増えてきていて、この調子でいけば。赤字も早々に解消されるだろう。

　かといって、懸け念ねんがないわけではない。そのことに思いを馳はせた瞬間──

『ぎぃやぁあああああああああ！』

　店内で上映している映像魔術ビジヨンから悲鳴が聞こえる。スリルを求める《戯迷宮ランド》において絶叫が響き渡るのはおかしいことではないが……なぜだろうか。画面の向こうでは、血ち飛沫しぶきが舞っていた。

「Ｄｕｄｅデユー」

　眉み間けんを押さえて吐き捨てていると。店内では常連たちの笑い声が上がる。この、酔っ払いどもめ。人の気も知らず、盛り上がりやがって。

　僕が立ち尽くしている一方で、それ以上の衝撃を新参の冒険者たちは受けていた。

「き、聞いていた話と違うっ！　こんな、こんな……っ、死ぬような冒険、嫌だーっ！　みんな、引き返そう！　いいな!?」

「待って！　違うんです！　これは、その……そう！　アクシデントといいますか！　たまたまなんです、たまたま！」

「アクシデントとはいえ、そんな可能性がある《戯迷宮ランド》に挑めるか！　みんな！　今からでも別の《戯迷宮》に行こう！」

「あぁ！　ひどい！」

　僕の制止を振り切って、店を後にする家族たち。……くそ。実際に体験するまでもなく尻尾を巻くやつがあるかよ。ゆとりめ。

　心の中で悪態をついてみるものの、彼らの心境はわかる。看板に偽いつわりあり、と罵ののしられてもしょうがない。

　放心していると、冒険者たちと入れ替わりに潑はつ剌らつとした声が店に飛び込んできた。

「キイチ様！　今度こそ、大傑作ですよ！　あ、ちょうど中継していただいたみたいですね！　どうです!?　すごかったでしょう!?」

　ため息をつくと僕は、努めて語調を柔らかくして声の主に問う。

「アイシャ……どういうこと？　前以上に、鬼畜仕様になってるんだけど」

　返ってきたのは、後ろめたさのかけらもない満面の笑みだった。

「はいっ！　より一層の集客を目指して、パワーアップさせちゃいました！」

「させちゃったかぁ」

　そうだろう。どこまでも、飽き足らず『笑顔』を求める子だ。

　わかっているんだけど……僕のため息は止まらない。

「……冒険、行こうか。あの人たちを救出して、《戯迷宮》を元に戻そう」

「な、なぜですかっ！　救出にはもちろん賛成ですが、元に戻すとは、なんでなんです!?」

　言い返してくるアイシャに、僕は有無を言わせない口調で告げる。

「いいから。とりあえず休止情報出して、ギルドメンバー集めて改装して──」

　やるべきことを整理しながら、僕は自分の異変に気づく。こんなに忙しいのに、こんなに大変なのに、振り回されることがむしろ楽しいくらいで、うんざりと肩を落とすことはなく──

　おかしなことに、僕は笑顔だった。









あとがき






　田舎いなかでスローライフというか準ニートみたいな生活を満喫しているうちにこうして一冊の本が出せてしまいました。そんなわけで初めまして。つくも三さん太たと申します。

　縁あってこの度、ＭＦ文庫Ｊ様から刊行と相成った当作品ですが、企画を提出した当初のことを振り返ると紆余曲折あってこれが完成したのだなぁ、と感慨深くなります。『そういえばこんな設定あったっけ』とか、『初期案ではお前いなかったんだ』とか。

　あとがきから読むタイプの人のために紹介しておきますと、異世界転生を甘く見ていた主人公が、一癖も二癖もあるヒロインに振り回されて没落領地の復興を目指すハメになる、という内容になっております。

　なお、物語の性質上、取材に行こうと思ったけどソロ活動を基本としているせいでリア充溢あふれる地に踏み入る勇気がなかったことをここに告白しておきます。近いんですけどね、舞まい浜はま。ハハッ（高音）！










　本を出せた感動を嚙かみしめつつ、謝辞のターン。

　担当Ｋ様。スローライフを堪たん能のうしていたせいで執筆ペースまでスローになってしまいましたが、度重なる助言のおかげで無事、こうして刊行に至れました。

　ハル犬けん先生。キャラデザでアイシャの笑顔を見てから、自分の中で歯車みたいなものががっちり嚙みあった気がしました。他のキャラも素敵に描いていただき、ありがとうございます。

　編集長様や校正様、営業様、その他にも自分が把握しきれないくらいこの作品に関わっていただいた方々。皆様のサポートがあってこの作品を世に出せました。感謝してもしきれません。

　準ニートみたいな末っ子を生暖かく見守ってくれている家族一同。とりあえず頑張っているんで、応援よろしくお願いします。

　なにより、この本を手に取ってくださった皆様。末永くお付き合い頂ければ幸いです。




　それでは、またお会いできることを楽しみにしています。
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